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●平成３０年度 市政懇談会 市長挨拶 

 

皆さん、こんばんは。 

市長の上野 正三でございます。 

 本日は、平成３０年度の市政懇談会開催にあたり、夜分お疲れのところ、

多くの皆様にご参加いただきまして、心から感謝申し上げます。 

 また、日頃から自治会・町内会をはじめ市民の皆様には、市政の推進にあ

たりましてご理解とご協力をいただいておりますことに、重ねて心より感謝

を申し上げます。 

 

今年の市政懇談会につきましては、１０月２３日から始まり１１月３０日

まで、市内９箇所で開催する予定であります。 

 本日の市政懇談会につきましては、まず初めに私の方から「市政の状況」

について報告させていただき、そののち「提出されております事項などに対

する回答」を担当部長の方から説明させていただきます。 

その後は、自由に懇談する時間を取りたいと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 

 まず始めに、このたびの北海道胆振東部地震によりお亡くなりになられた

方々に対しまして、お悔やみを申し上げますとともに、台風及び地震により

被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。 

 

 ９月４日から５日にかけて北海道に接近した台風２１号についてでありま

すが、最大瞬間風速３８．３メートルを観測し、公園や道路、農業用排水路

その他の市有施設で約１千７百本の倒木を確認したほか、防雪柵や防護柵、

公園施設、住民プール、広葉交流センターなどに被害が生じたところであり

ます。 
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 農業関係につきましては、ビニールハウスや畜舎の損壊・倒壊等の被害が

発生したほか、市内ゴルフ場でも多くの倒木被害があったところであります。

台風による被害額は約３億５千万円となっているところであります。 

 

 次に、９月６日午前３時７分に発生した北海道胆振東部地震についてであ

りますが、北広島市では震度５弱を観測し、家屋の損壊や宅地の陥没などの

被害が生じるとともに、７名の市民の方が負傷したほか、地震発生直後から

長時間にわたる停電が生じたことなどにより、多くの市民が被災する大規模

な災害となったところであります。 

 特に、大曲並木地区では、宅地の陥没による住宅被害により、今もなお、

避難生活を余儀なくされている方がいらっしゃいます。 

 

 このほか、農地の崩落や停電の影響による生乳の損失、ホテル・観光施設

の利用者の減少、公園・緑地における法面崩落、道路の陥没や亀裂、崩れた

土砂による河川の閉塞など甚大な被害が生じており、被害額は約２０億円と

なっているところであります。 

 

 現在、災害に関する市民相談窓口を設置し、被災された方からの様々な 

相談等への対応を行っております。 

 いまだ余震が続く中、引き続き被災された方への支援に全力を挙げて取り

組みますとともに、市民の皆様が一日も早く元のような生活に戻っていただ

けるよう復旧・復興に努めてまいります。 

 

 それでは、市政の状況につきましてお話をさせていただきます。 

 

昨年７月に、４期目の市政を担わせていただき、これまで、市政運営にあ

たっては、「市民との連携」「魅力発信による活性化」「持続可能な市政運営」

を基本理念とし、北広島市で生まれ育った子どもたちや、市民の皆様がこの

まちで安心して暮らし、将来に夢と希望が持てるまちづくりを進めてきたと

ころであります。 



－3－ 

まちづくりの基本となる「第５次総合計画」が目指す都市像「希望都市」 

「交流都市」「成長都市」の実現に向け、計画に掲げる各種施策の着実な推進

に取り組んでまいります。 

 

 まず始めに、現在の人口動態についてお話しさせていただきます。少子高

齢化の影響により、緩やかではありますが人口減少が続いており、定住人口

の増加、子育て環境の充実、地域の活性化など様々な課題に直面しておりま

す。 

 

 人口についてですが、本年９月末では、５８，７１３人となっており、 

１年前の５８，８６３人と比べますと、１５０人の減少となっております。

昨年同時期では、３４２人の減少となっておりまして、減少幅が少しずつ緩

やかになってきております。 

  

 こうした状況を踏まえ、さらなる定住人口の増加に向けた取り組みとして、

様々な施策を展開しているところであります。 

 

 平成２６年から実施しております、市内に初めて住宅を購入した子育て 

世代を対象に５０万円を助成する「ファーストマイホーム支援制度」につき

ましては、これまでに５５０件、２，０１６人の定住につながったところで

あります。このうち、市外からの転入者が１，１４９人となっており、大き

な成果があったものと考えております。 

 なお、この支援制度につきましては、昨年１２月を持って終了し、本年 

１月からは新たに「子育て世代マイホーム購入サポート事業」としてスター

トし、新たな制度では、３０万円を基準額とし、親との同居や近居、また、

子供がいない方も対象とするなど、より多くの人に制度を活用して定住して

いただく内容にしたところであります。 

 これまでに、１１７件、４０６人の定住につながったところであります。 

空き家の流動化に向けた取り組みとして、空き家に対する解体費の助成を 

行っております。解体後の土地の利活用が条件となりますが、これまで７０
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件に助成し、解体後には住宅が建築されるなどの効果が見られるところであ

ります。 

 子育て支援につきましては、今年度より子ども医療費の通院助成対象を 

中学生まで拡大したほか、安心して出産・子育てができる環境を整備するた

め、産科誘致に向けた補助制度をスタートさせたところであります。 

  

次に、道路や橋梁、学校、市営住宅などの公共施設につきましては、市民

の皆様が安心して使っていただくため、長寿命化計画などに基づいて改築等

の整備を進めているところであります。 

また、老朽化が進んでいる道路舗装についても、計画的に補修を進めてま

いります。 

 

学校施設におきましては、市内すべての小中学校において耐震化が完了し

ているところであり、子どもたちはもちろんのこと、防災の面からも安心・

安全が図られているところであります。 

 

 次に、企業誘致についてでありますが、昨年夏に、JR 北広島駅東口地区に

おいて、「白い恋人」で有名な「石屋製菓㈱」が菓子製造拠点として、工場を

建設し操業を開始しております。現在流通している白い恋人の製造場所は 

「北広島工場」として出ておりますので機会があればぜひご覧いただければ

と思っております。 

 また、平成２６年度に完成しました輪厚工業団地におきましては、今年度

に入りまして、１社と売買契約を締結し、これにより販売面積が全体の 

９７．３％となったところであります。 

今後も完売に向けて積極的に誘致活動を展開し、「自主財源の確保」、 

「雇用の場の創出」に努めてまいりたいと考えております。 

 

教育の分野におきましては、本年４月から、小中一貫教育を市内の公立 

小中学校全校を対象に開始したところであります。 

子どもたちの生きる力を育むため、一貫した教育課程の編成や、乗り入れ
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授業などをはじめとする学習指導の工夫改善などに取り組んでまいります。 

 

次に、北海道日本ハムファイターズ・ボールパーク構想についてでありま

すが、本年３月２６日に、きたひろしま総合運動公園予定地が、建設候補他

として内定をいただいたところであります。 

球団が示した選定理由では、広大な敷地や行政サポート、地元の熱意など、

特に市民の方々の賛同が大きな後押しになったところであります。ご支援い

ただきました皆様に心から感謝申し上げます。 

現在、正式決定に向けて鋭意協議を行っているところでありますが、この

ボールパーク構想は、市民に夢、希望、生きがいなどを与えてくれるもので

あり、北海道のシンボルとなり、さらには北広島市にとっても、まちの誇り

や新たな人の流れ、スポーツ文化の発展など目指す都市像の実現に大きく 

寄与するものと考えており、私は究極の地方創生だと考えております。 

 構想実現に向けて、引き続き球団や関係機関と協議を進めてまいります。 

 

次に、市の財政状況についてでありますが、平成３０年度の予算規模は、

一般会計が約２３５億円で、市民一人当たり約４１万円の規模となっており

ます。新庁舎建設の本体工事の終了に伴い予算規模が縮小いたしました。 

また、市税収入においては、約７５億３千万円となっており、市民一人当

たり約１３万円となっているところであります。 

財政の健全度合いを示すひとつの指標として、単年度における借金返済額

の割合を示す「実質公債費比率」というものがあります。 

 

本市のこの比率は、平成２９年度は４.２％で、「健全化計画」を立てなけ

ればならない国の基準である２５％を大きく下回っております。 

今後におきましても、老朽化が進む公共施設や、増加する扶助費への対応

など、中・長期的な視点を持って将来に向けて安定した財政運営を行ってま

いりたいと考えております。 
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以上で、市政の状況についての報告とさせていただきます。 

 

北広島市は、毎年、東洋経済新報社が発表している、全国の市における 

「住みよさランキング」において、５年連続で北海道１位となりました。 

少子高齢化、そして人口減少という大きな課題に対し、市民の皆様に住ん

で良かった、そしてこれからも住み続けたいという思いを叶えるまちづくり

を、市民の皆様の声を聴き、意見を交わし、そして共に考えていくことを 

大切にしながら、進めてまいりたいと考えております。 

 

 本日は、ご多忙のところ市政懇談会にお集まりいただき、誠にありがとう

ございました。 
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平成 30 年度 市 政 懇 談 会 

北広島団地第 4住区自治連合会 

平成 30 年 10 月 23 日（火）18：30～ 

北広島団地第 4住区集会所 
出席者 39 名（連合会 24 名、市側 15 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開催次第】 

１ 開会 

２ 市出席者紹介 

３ 自治連合会長あいさつ 

４ 自治連合会役員等紹介 

５ 市長あいさつ 

６ 懇談テーマ・懇談（各テーマごとに懇談） 

① 災害時対応：情報提供の多様化／長期停電対策／上水道確保／防災ブックの充実 

② 除雪：玄関先置き雪対策／歩道除雪効率化／きめ細かい除雪計画 

③ ゴミ収集方法：庭先収集の条件緩和 

７ 自由懇談 

８ 閉会 
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１ 開会 ～省略～ 

 

２．市出席者紹介（司会より紹介。以下、市出席者。） 

 上野市長、道塚副市長、吉田教育長、川村企画財政部長、福島総務部長、 

高橋市民環境部長、中屋保健福祉部長、駒形建設部長、水口経済部長、 

藤縄水道部長、福田秘書課長、志村市民課長、近藤主査、十河主事、高山主事 

 

３ 自治連合会長あいさつ  

◆金川会長 

第 4住区自治連合会会長の金川です。今日はよろしくお願いいたします。 

本日は私どものために上野市長、道塚副市長、吉田教育長をはじめ、市の幹部の方々

に大勢ご出席をいただきまして大変ありがとうございます。常日頃から市役所の皆様

方には市や地域のために大変なご尽力をいただいていることに心から感謝とお礼を

申し上げます。特に今年は新しい市庁舎が完成しましたし、さらにボールパークの建

設が内定したことに心からお喜びを申し上げます。また、お忙しいところ本日私ども

第 4住区の地域の方々にもたくさんご出席をいただいて、ありがとうございます。 

私ども第 4 住区は旧緑陽小学校を学区としておりました 13 の町内会・自治会から

成っております。この 13 の町内会には約 1,500 世帯ございまして約 4,000 人が住ん

でおります。この 4,000 人のうち、65 歳以上の高齢者がほぼ 50％ということで、北

広島市の中でも非常に高い高齢者地域ということになりましたし、全道的に見てもこ

の高齢者が 50％というのは非常に高いところだと思っております。 

第 4住区の懸案でありました旧緑葉小学校の跡地利用につきましては、市の大変な

ご配慮もいただきまして北海長正会四恩園が受け継いで地域サポートセンターとし

て、高齢者や認知症の方々、介護の必要な方々のお世話をするという介護施設として

順調に運営されております。私ども、地域住民のために 5つの部屋が準備されて利用

できるようになっており、体育館も自由に利用できるというところです。そこで地域

のお茶の間、喫茶コーナー、あるいはいきいき百歳体操などの事業を展開しておりま

す。開設されてから 4年目になりますが、例えば喫茶コーナーの利用者は、昨年で約

4,000 人でした。現在行っておりますいきいき百歳対象のクラスは、毎回、30～40 人

の方が出席されております。一昨日の日曜日に体育館で地域の学芸会を開催いたしま

した。14 団体の出演がありまして、350 人が参加し、地域の人と住んでおられる方々

と交流を深めました。 

一昨年、北広島市は市政 20 周年を迎えましたが、あるデータによりますと道内 35

都市のうち、一番住みやすいまちということが 5年続いているということを大変うれ

しく思っております。これも上野市長はじめ、市の方々のご尽力の賜物と考えており

ますし、市としても、住みやすくなる動画の作成、お試し移住、空き家対策、シティ

ーセールス、定住促進制度など、さまざまな施策を行って、より住みよいまちづくり

ということでご尽力をされていると思います。私たち住民も住みよいこの北広島市に
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住めるということを誇りに、あるいは生きがいにして今後もこの地域を愛して楽しく

暮らしていくことを考えております。 

私ども第 4住区は今年が創立 40 周年ということで、今月初めには 40 周年記念誌を

発行いたしまして、市の方にも数部配布しております。12 月 1 日には記念式典を計画

しておりまして、上野市長には北広島市の歴史とボールパークをテーマとした記念講

演をお願いしております。 

私は獣医師ですが、医師と患者、獣医師と飼い主との間ではインフォームドコンセ

ント、すなわち十分な説明と十分な理解ということが非常に大切な要素です。これは

医師と患者の間だけではなく市と住民の間においても同じようなことがいえると思

います。今日の市政懇談会では市長はじめ市の幹部の方々と、私ども地域住民の間で

十分な説明と十分な理解というコンセプトのもとに懇談できることを期待しており

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

４ 自治連合会役員等紹介 

◆金川会長 

 続きまして今日の役員などを紹介したいと思いますが、お手元に第 4住区自治連合

会の役員名簿を配布しております。第 4住区の中には福祉厚生担当、防災担当、交通

防犯担当の３つの部署に分かれており、それぞれに副会長を配置しております。今年

に限ってはその他に 40 周年記念事業の実行委員、さらに総務、監査がおります。時

間の都合もありますので一人ひとりの紹介は省略させていただきますので名簿を見

ていただければと思っております。今晩は 13 の町内会に案内を出しておりましてほ

とんど町内会の会長、役人、地域の方々が出席してくださっております。 

 

５ 市長あいさつ ～巻頭にあいさつ文掲載～ 

 

６－① 懇談テーマ・懇談（当日配布資料の要旨抜粋） 

◆金川会長 

①災害時対応：情報提供の多様化／長期停電対策／上水道確保／防災ブックの充実 

 9 月初旬に起きた台風と胆振地方地震の被害を経験して、災害時のインフラ確保が

いかに重要かと言うことが分かりました。北広島市において、上水の供給が維持でき

たことは、日頃の備えと職員の皆様の奮闘の結果だと感謝しております。さらに他の

インフラに関してもより充実し、最低限の機能を確保するよう下記の提案をさせて頂

きます。特に地域に密着した情報を、正確・迅速に提供する事が最も重要で不可欠な

事です。最重点課題として改善の検討をお願いします。 

a. 住民への情報提供手段の多様化双方向化（地方 FM 局、MCA 無線、簡易無線） 

 ●地方 FM 局との防災協定はあるか？内容は。 

  ①災害発生又は災害発生が予測される場合（FM メイプルの有効など） 

   ●FM 局に情報提供放送を有償で依頼する。 
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●自家発電用の燃料供給を優先的に行えるようにする。 

●情報提供のために、行政防災無線を貸与する（常時貸与が理想）。 

●放送局－アンテナ局間の通信が途絶しないような方策実施に協力する。 

  ②平常時 

    地方 FM 局で地域密着の災害情報を取得できることを周知。地方 FM 局が持続

的に運営できるように協力する。地方局専用の低価格 FM ラジオ（保管 10 年保

証）を全戸配布 

b. 厳冬期の長期停電への対応策を検討・周知・実施 

 ●避難所での停電時暖房対策は講じてあるか。 

 ●全避難所に暖房機を動かせる非常用電源の確保が必要ではないか。 

 ●全避難所に最低限の食料・水・燃料・毛布などの備蓄を（緑陽中学校には無い？） 

 ●発電機購入補助実施 個人、自主防災組織など（補助率増）、公共的法人施設 

 ●北広島への電気供給経路は 2 系統以上あるのか？必ず確保するよう働きかけて

ほしい。 

c. 住民が備える防災備品案リスト整備と周知（防災ブックの充実） 

 ●循環利用備蓄品 食品、燃料、電池 

 ●情報機器 電池式 FM ラジオ（FM 地方局が簡単に選局できる物） 

 ●調理用品 高効率カセットガスコンロ・カセットボンベ備蓄推奨量 

 ●暖房用品 準備の必要性と使用時の注意事項（換気、燃料供給時の消火） 

 ●充電用品 スマホ、車用 DC5V アダプター、モバイルバッテリー、自家発電機（燃

料管理、試験運転励行）、太陽光発電、同バッテリー充電、 

       非常時の利用方法検討 

d.上水道確保 

 ●取水場所が遠距離の漁川ダムだけなのは不安。千歳川からの直接取水・浄化設備

も併せて実施できないか。住民として上水供給確保に協力できることはないか。 

 

○福島総務部長 

 地方 FM 局との防災協定についてでありますが、平成 17 年 4 月 1 日に、北広島エフ

エム放送株式会社との間に災害時の非常放送の実施等を目的とした協力協定を締結

しているところであります。 

 市では、災害時の情報発信を目的として複数の企業と協力協定を締結しているとこ

ろでありますが、災害時及び平常時における運用の方法等につきましては、このたび

の胆振東部地震の検証も踏まえ、協議をしてまいりたいと考えております。なお、地

方 FM 局で災害情報を発信していることの周知広報についてでありますが、防災対策

に係る市の周知啓発の際に、当該内容も盛り込んでいきたいと考えております。 

FM ラジオにつきましては、災害時の利用に特化したものではなく、価格も安価であ

りますことから、無償の全戸配布や購入費の助成等は現在のところ考えておりません。 

 次に、冬期の停電時の暖房対策についてでありますが、市では、電気を使わないポ
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ータブル石油ストーブ 168 台、ジェットヒーター10 台のほか、20 台の発電機を備蓄

しており、発電機につきましては今後も備蓄数を増やしていきたいと考えております。 

また、この度の胆振東部地震におきましては、国や企業の協力により 3台の発電機

をお貸しいただきました。このような災害時の協定、協力関係の構築につきましても

充実させてまいりたいと考えております。 

 全避難所への食料等の備蓄についてでありますが、災害時に同時にすべての避難所

を開設する可能性は低いものと想定していることから、大きく地区ごとに分散備蓄を

行い、災害時にはこれらの備蓄庫等を拠点として、開設した避難所に必要な物資を搬

送することとしているところであります。 

 発電機の購入助成についてでありますが、限られた台数で広く活用することを考え

ていることから、個人に対してではなく、町内会などの自主防災組織を対象としてい

るところであります。 

 北広島市への北電の電力供給についてでありますが、現在、21 系統で供給されてい

ることを確認しております。 

 次に、各家庭等の防災備蓄品についてでありますが、市の防災ガイドブックへの掲

載等により周知を図っているところであります。今後も更新をする際に随時内容の精

査を行ってまいりたいと考えております。 

 

○藤縄水道部長 

 上水道の確保につきまして、北広島市は石狩東部広域水道企業団の漁川浄水場（恵

庭市）と千歳川浄水場（千歳市）より受水しており、それぞれ別系統で北広島まで送

水されております。 

 平成 28 年から受水を開始しました千歳川浄水場は耐震化施設であり、原水水質も

安定していることから災害リスクの低減に寄与するものと考えております。 

 第 4 住区の水道水につきましては緑陽配水池から供給されておりますが、配水池は

耐震構造で非常時に水を確保するための緊急遮断弁を備えており、停電時でも給水を

持続できるよう自家発電も備えております。また、第４住区の配水管耐震化率は 82％

となっており、来年度で完了となる予定です。 

 最後に、非常時における住民の皆様の上水供給確保につきましては、日頃よりご家

庭において飲料用水を確保していただくことや、災害時には正確な情報の把握に努め

ていただくことをお願いいたします。 

 

◆金川会長 

 災害時の備品ということですが、その避難所全部には備品がないのですね。例えば、

この地区では緑葉中学校が避難所に指定されておりますが、備品は一切ないというこ

とですね。これは非常に不便ではないかという気がするのですが、その辺については

いかがでしょうか。 
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○福島総務部長 

 備品の関係についてお答えいたします。先ほど申し上げましたように大きく地区を

分けて備蓄庫などに保管しているところでございます。この地区の近くにつきまして

は、地区の拠点となっている「ともに」旧緑陽小学校に食料品 2,800 食、ランタン 160

個、ポータブル石油ストーブ 30 台などを備蓄しているところです。このように、各

地域の拠点にそれぞれ備蓄庫などを設けており、今回の地震のときに各避難所に搬送

したところであります。 

 

◆金川会長 

 「ともに」に備品があることはわかっております。私の質問は緑陽中学校に何もな

いということです。 

 

○福島総務部長 

 先ほど申しましたように一度に全部の避難所を開設するという可能性は低いとい

うことで考えてございまして、各地域にあります備蓄庫から搬送するように現在のと

ころ考えております。 

 

◆金川会長 

 大きな災害時にはそれぞれの避難所にある程度の備品があった方がいいのではな

いかという気がするのですが。拠点だけに偏らないほうがいいと思いました。それか

ら水道のことで 1つお話ししたいのですが、北広島市民の多くは千歳川浄水場からも

水が来ているということを知らないと思います。私も知りませんでした。漁川ダムだ

けから来ているものと思っておりました。2 つの系統から水が来ているということを

多くの方々は知らないのではないかと思います。その辺のＰＲというか、そういった

ことはもっと徹底して周知していただいたほうが、皆さんが安心されるのではないか

と思いました。2 つの系統から水が来ているということを多くの方々は知らないので

はないかと思います。 

 

○藤縄水道部長 

 周知不足だったということであれば申し訳ありません。平成 28 年度から千歳川の

水を受水しており、これからいろいろな場面を通じまして広報に努めてまいりたいと

思います。 

 

◆市民 

 2 点ほどお話しさせていただきます。まずＦＭ局の情報発信について、今回残念な

ことに通信が途絶してしまい、放送が持続できなかったということがありましたので、

是非、行政の方と協力していかなる時でも確保できるような体制をとっていただきた
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いと切に願っております。ＦＭ局は私企業ですけれども苦しいということですので、

潰れてしまうと本当に独自で情報網を構築しなくてはならないということも出てき

ますので何とか色々な形で支援していただければと思い、災害発生時のＦＭ局の情報

提供放送は有償で依頼するというアイデアとして出させていただきました。 

次に、避難所と食料の備蓄についてですが、避難所というのは地区に 1～2 ヶ所だ

け開設して対応する形かと思いますが、今回つくづく感じたのが、例えば地震と大雪、

停電が同時期に起きた場合どうなってしまうのかと考えると非常に不安です。まず大

雪で集中している備蓄庫の物が届かない、それ以前に移動等が難しく避難所が開設で

きない、かつ停電している、という最悪の状況が考えられます。こうなると開き直る

しかなくて倒壊していない世帯は自宅避難、倒壊した方は近隣の援助を得ながら近隣

住宅への避難ということになると思われます。ですから防災ブックには、ぜひその最

悪の事態も想定した避難の方法も記載していただきたいと思います。その中で特に心

配なのは停電時が冬で寒い場合です。電気の要らないストーブを使うときに一番心配

な酸欠ですので、その辺の周知徹底というのもしておかないと死亡者が出るというこ

とが想定されますのでぜひその辺をよく周知いただきたいと思います。そういう意味

での防災ブックの充実というのもお願いしたいと思っております。よろしくお願いし

ます。 

 

○福島総務部長 

 まずＦＭ局の関係につきましては、停電になった時に要請があり、発電機を 1台お

貸ししまして、送信アンテナが停電だということでそちらの方に用意いたしまして放

送していただきました。その後、ＮＴＴ局の電力がなくなってしまい、送信アンテナ

までの通信ができない状況になったと伺っております。市としても災害時においての

広報関係につきましては重要事項と考えておりますのでＦＭ局と協議させていただ

きたいと考えております。 

また、避難所の備蓄関係については会長からもお話しいただきましたが、現在のと

ころは各拠点に備蓄するということで考えております。しかし、今回の地震時の対応

等における検証を踏まえまして、今後の対応について検討していく形になると思いま

す。また防災ガイドブックの掲載内容につきましては、今後精査していきたいと考え

ております。 

 

◆市民 

 今回の地震で私も避難所に一泊させていただきました。大変良い待遇でよかったと

思っておりますが、その中でスマホ等の充電が全然使えなかったということが残念で

した。もっと増やしてほしいと思います。 

また、避難所から帰ってきたら近所の方から「避難所に行きたかったけど遠いから

行けなかった。もっと近くに開設してほしかった」と、そういう声が結構ありました。

車がないと避難所までなかなか行けないと思いましたので、よろしくお願いします。 
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○福島総務部長 

 まず、携帯電話の充電の関係ですが、停電が発生した際に内部で検討し、総合体育

館で充電サービスを実施したところでございます。まず札幌市などで同サービスが先

に実施されたというお話しを聞いて、相当混雑するということで十分な駐車場を確保

しなければパニックになるおそれがあるということがわかりましたので、そこも含め

て検討した結果、総合体育館であれば避難所ではあるものの別の部屋が確保でき、か

つかなりの駐車スペースがあるということから総合体育館で充電サービスを実施し

たところであります。また、色々なお話しを伺っておりますので、それを今後の災害

対応等に活かしていきたいと考えております。 

避難所の関係についてですが、今回は各地域で 1、2 か所開設させていただきまし

た。遠くて行けなかったというお話しも承っております。今後の避難所の開設に十分

活かしていきたいと考えております。 

 

６－② 懇談テーマ・懇談（当日配布資料の要旨抜粋） 

◆金川会長 

②除雪：玄関先・車庫前の置き雪対策／歩道除雪効率化／きめ細かい除雪計画 

 除雪に関しては毎年テーマとして取り上げていただき、本年 3月末には外周歩道の

除雪を実施するなど、改善をして頂いており大変頼もしく思っております。しかしな

がら依然として多雪期には歩行が困難になる場合もあり、より一層の改善を要望する

ものです。 

a. 玄関先・車庫前の置き雪対策 

 高齢化が進み、玄関先の除雪が行き届かない家庭が増加しています。特に除雪車

による置き雪は高齢者の外出に大きな妨げです。近年は降雪量が少なく余裕がある

場合は、丁寧に出入口付近の置き雪も処理する除雪オペレーターが増えましたが、

降雪量が多い場合は依然として置き雪が発生し、高齢者の生活を圧迫します。高齢

者などへの玄関先除雪事業の適用条件の緩和拡大と置き雪処理対応拡大を希望し

ます。 

  また、同様な事業の商業化（有料）を推進して、高齢者の生活を支援してくださ

い。これは建設、造園業者の冬期間事業として非常に有効だと考えます。行政サー

ビスを補完する民間事業として一般高齢者障がい者に対する支援活動ととらえて、

行政の除雪サービスと連動して、迅速かつ安全に実施できるよう事業を育成してく

ださい。 

b.歩道除雪効率化 

  山手町 4、6 丁目バス通りコーナー部歩道除雪を実施して助かっていますが、電

柱更新時に電柱を移設し、乗用除雪車による効率的除雪ができるように、準備して

ほしい。 

c. きめ細かな除雪計画（追加除雪） 
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●朝方の降雪に対する対応時間の短縮  

●積雪量が局所的に多い地域に対するこまめな状況確認と追加除雪実施 

●1回の降雪が除雪対象でなくとも、それが 2、3回続いた場合、住宅道路は通行不

能になる。災害対策としても追加除雪を視野に入れた対応を検討してほしい。 

 

○中屋保健福祉部長 

 市では除雪が困難な低所得の高齢者や重度身体障がい者で、市内に代わりに除雪を

行える家族がいない方に対して、ボランティア等が通路部分の除雪を行う除雪サービ

ス事業を行っております。 

 平成 29 年度からは新制度として従来の通路部分の除雪に追加し、希望者には有料

で道路除雪の置き雪の置き換えを実施している状況です。 

 ご希望にありました、高齢者などへの玄関先除雪事業の適用条件の緩和拡大と置き

雪処理対応拡大につきましては、昨年度から新制度が実施されたところでありますの

で、一定期間を経て検証が必要であるものと考えております。また、対応の拡大を行

う場合には、担い手であります人員等の確保が必要となりますので、関係団体や事業

者との協議の必要があるものと考えております。 

 山手町 4、6 丁目の当該歩道部においては、地下埋設物（水道管）等があり電柱移

設が難しい状況でありますが、電柱の更新の際には事業者に移設の可否を検討してい

ただくよう要請してまいりたいと考えております。 

 未明からの降雪に対応した除雪の実施につきましては、通勤・通学時間帯までに市

内全域の除雪を終わらせることが難しいと判断し見合わせることがありますが、幹線

道路や主要な通学路など可能な範囲で対応するよう努めてまいります。 

 次に、積雪量が局所的に多い地域への対応につきましては、通常、除雪の出動を判

断する際には、直接パトロール員が現地の降雪の状況や積雪深などの状況を測定・確

認する中で行っておりますことから、このような現地観測時やパトロール時において、

周辺の生活道路の状況なども把握する中で冬期間の通行空間の確保に努めてまいり

ます。 

 また、出動基準に満たない連日の降雪に対しては、通行の支障となる恐れがある場

合には、状況に応じた除雪作業に努めてまいります。 

 

◆金川会長 

 ブルドーザーと除雪オペレーターが一緒になって除雪作業するということを制度

化してほしいと思います。そんなに経費のかかることではないのかと思います。 

 

○上野市長 

 きめ細やかな除雪は必要だと私どもも認識しております。私どもが一番頭を悩ませ

るのはオペレーターが全体的に不足しているという状況についてです。新たにオペレ

ーターが入ると道路を全部頭に入れながら作業するという中で稀に抜けることがあ
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ります。そういった部分からも言えますが、オペレーターの慣れが非常に重要だと思

っておりまして、委託業者にはその旨伝えております。困ったような実態があれば市

役所に電話をいただければ、対応できるところは早急に対応させていただきますので

よろしくお願いします。これからますます人員はいなくなるような状況ではないかと

思っており、非常に悩ましいところですが、そう言ってもいられないので極力人員を

確保しながら対応していきたいと思っておりますので、ご理解願います。 

 

◆市民 

 市には一生懸命対応していただいて大変ありがたいと思っておりますが、私も 60

歳半ばになりまして昔は簡単にできたことが今はなかなかできないこともあり、今後

がどんどん大変になると思っておりますが、行政サービスを補完する形で私どもとし

ても排雪事業者にお金を払っているわけですが、低所得者などの方に対してはそうい

った制度を受け、お金のある方は自分で排雪をしているという状況かと思います。た

だ、一番求めているのは置き雪の改善です。一番厳しいときに置き雪をされる状況が

多いというふうに思っておりますので、オペレーターがいないという話も聞きました

が、行政として、他業者が参入できるようなシステムを作って中小企業でも有料で仕

事としてやれるということができると我々は依頼先ができてもちろん助かるし、業者

としても行政としても助かると思います。今はお金を出してお願いしたくてもお願い

できないという状況です。高齢者の事業拡大で、除雪サービスのボランティアでやっ

ている部分があるということも聞きましたが、有料でも構わないので業者に依頼でき

るような形のシステムを検討していただければと思います。お金を出せる世帯はその

ように対応していただいて、それができない世帯は行政が補うというのが理想だと考

えておりますので、複合的に考えて対応していただければと思います。 

 

○駒形建設部長 

 有料でもいいということですが、そういう作業を行っていただける事業者がなかな

かいない厳しい状況というのが現実でございます。そういった中で昨年からこのボラ

ンティアでの置き雪の処理を始めました。事業者の今後の状況を見させていただいて

有料での対応というのができるか否かというところも含めて検討してまいりたいと

考えております。 

 

◆市民 

 色々な状況で除雪してほしい、見てほしいという場合には土木事務所に連絡すれば

いいですか。そちらの担当の方にお電話すればよろしいですね。 

 

○駒形建設部長 

 土木事務所でも構いませんが、除雪センターに委託をしており、シーズン中は 24 時

間開設しておりますので、そちらに連絡をいただければと思います。 
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６－③ 懇談テーマ・懇談（当日配布資料の要旨抜粋） 

◆金川さん 

③ゴミ収集方法：庭先収集の条件緩和 

 現在の要介護認定者・身体障がい者手帳交付者に限定した庭先収集の条件を以下の

方にも拡大してください。 

ａ. 要支援認定者 

ｂ. 80 才以上だけが住民登録している家庭 

理由 

 高齢者が増加し、ゴミステーションまでゴミを運ぶのが困難な方が増加しています。

ゴミステーションを管理している単位自治会役員も同様に高齢化し、ゴミの分別がさ

れずに、回収されないゴミへの対応が困難になりつつあります。さらに、ゴミステー

ションの管理が行き届かないために、特定の住民に負担がかかっているところも増え、

ゴミステーション移転を希望する方も潜在的に存在します。 

 将来的には個別収集が望ましいですが、庭先収集の条件を緩和し対象者を増やすこ

とを真剣に検討してください。 

 要介護認定が厳しくなり、要支援者や認定されない高齢者が多くなっているように

思います。自立歩行と認められると、ほとんど要介護認定は受けられないのが現実で、

そのような方が、重たいゴミ袋を持って何十メートルも歩くのは困難です。また軽度

の認知障害は年齢と共にやむを得ないことですが、これも軽度であれば要介護認定は

困難です。結果としてゴミ屋敷を形成する事にもなりかねません。80 才以上のみの家

庭で、住民登録せずに 80 歳未満の親族が面倒を見ている場合もありますが、その親

族は一時的な支援と思われますので、条件に入れるべきです。 

 いずれにしろ、最終的には、ゴミステーション方式から、個別収集方式を考える時

期と思います。 

 

○高橋市民環境部長 

 庭先収集につきましては、ごみステーション収集を実施している本市において、ご

みステーションへのごみ出しが困難な方に対して、一定の要件を定めて収集を行って

いるところであります。 

 要件としましては、要介護認定を受けている方もしくは身体障害者手帳の交付を受

けている方でご家族や周りの方から、ごみ出しに関して、日常的な協力を得られない

こととしております。しかしながら、上記要件以外にも様々な理由により、ごみステ

ーションまでごみ出しが困難な方がいるため、そのような方にはその状況を面談等に

よりお聞きし、ごみ出しが困難な方には庭先収集を行っております。 

 なお、現行制度ではあくまでもごみ出し困難者に対する支援でありますので、年齢

だけの要件設定は考えておりませんが、高齢化の進展に伴い、市民が元気で暮らして

いくためにも生活の一部であるごみに関する支援策について、検討してまいります。 
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◆市民 

 ぜひ戸別収集をしてほしいということで会長も申しておりますが、実際問題として、

その費用をどうするのかという部分もなかなか難しいところかと思っており、現状は

認めざるを得ないのではないかと思っています。しかし、ごみ出しが困難な方には庭

先収集を行っており、対象条件については色々なパンフレットに明記されております

ので、相談する前にそれを見て最初から諦めてしまう人も大勢います。本当に困難な

人が相談をするかというとなかなか相談できないということが、特に高齢の方には

往々にしてあります。認知症状が出ていても認知症の認定なんて受けたくないから診

断にいかない、そうすると要介護者になれない、ごみも何が何だかわからずにほった

らかしにしてごみ屋敷になるという可能性も非常に大きいですから、条件の間口を広

げていただいて困難な方があまり気にせずに相談ができて、行政としても出来る限り

対応できるような形をぜひとっていただきたいと思います。 

 

○高橋市民環境部長 

 一定要件については、市としても示さなければならないということで定めておりま

す。ただし、おっしゃられたとおり、制度が利用しづらいというイメージを持たれて

いるのであれば、私どもとしても本意ではありません。今後の高齢化の状況も含めて

考えますとそういった支援は充実していくべきものと考えておりますので、個々の状

況を把握させていただきながら、例えば高齢者支援センターや町内会の方が困ってい

る人がいた際にご連絡いただくなど、環境課で把握させていただいて、私どもとして

も状況を確認のうえ、必要であれば支援をしてまいりたいと考えておりますので、ご

協力をいただければと思います。 

 

７ 自由懇談 

◆市民 

 バスの助成券についてですが、平成 28 年から事業として取り入れていただき、私

どもとしても大変ありがたく思っています。実は緑陽町、山手町につきましてはバス

料金が 210 円になります。そういう中で現在 100 の助成券が 1枚しか使えないという

ふうになっております。担当の方に聞きましたら結構そういった意見はあると言って

おりましたが、その券を 2枚使えるようなことを検討いただきたいと思います。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

○川村企画財政部長 

 企画財政部長の川村でございます。同様の意見は多くいただいておりますが、制度

の趣旨として多くの方にバスを利用していただきたいという部分から生まれた制度

でございまして、助成券を複数枚使えるようにしてほしいという部分については、今

後の団地線の路線のあり方についても検討を進めているところでございますので、引

き続き検討してまいりたいと考えております。 
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◆市民 

 中央通のバス停についてですが、横断歩道から外れたところにバス停がございます。

バス停を利用するために横断する方は横断歩道ではなく直接道路を横断している状

況にあります。中央分離帯には木が植えられており、非常に見通しが悪くなっており

ます。特に今時期は日暮れが早いですので、なお見えにくいという状況です。可能で

あれば分離帯の木を切っていただきたい。そして冬の間は分離帯の雪の壁も撤去して

ほしいと思います。 

 

○駒形建設部長 

 バス停から横断歩道が遠いという中で、道路を渡っている状況にあり中央分離帯に

植えてある樹木が支障となっているといったお話しかと思いますが、交通安全上、バ

スを降りた後は遠くて大変恐縮ですが、横断歩道を渡っていただきたいということで

あります。私ども道路管理をする部署といたしましては、交通安全上、バス停から横

断歩道ではないところから渡っていただくというような状況のお話しや、それに対す

る対応はなかなか難しいというところであります。高齢化になって、遠くの横断歩道

まで歩いていくのが大変という気持ちもわかりますが、対応についてはなかなか難し

いという状況であります。 

 

◆市民 

 今年から新庁舎の南側駐車場が供用開始されていますが、駐車場の使用における市

職員の駐車について不文律があるのかお聞きします。 

また、5 階の眺望がすばらしいと思いますが、市の方々もできるだけ食事を含めて

5階を利用した方がいいと思いますが、その辺の不文律があるのかお聞きします。 

 

○福島総務部長 

 職員における駐車場については身体障がい者の職員を除き、市役所周りの駐車場は

勤務時間中において、原則使わないことになっております。また、出先の職員が連絡

用務等で使う場合については、仕事の一環ということで駐車場を使うことがあります。 

次に、5 階のＩＳＨＩＹＡカフェの利用についてですが、基本的には市民等のお客

様が優先ということで対応しております。 

 

◆市民 

 それは市職員間の暗黙の了解ということでしょうか。 

 

○福島総務部長 

 一般のお客様が使いたいときに使えなくなるような状態は避けなければならない

ということです。 
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◆市民 

 ＩＳＨＩＹＡカフェという話ではなく、眺望も見られないような不文律となってい

るのかを聞いているのですが。 

 

○福島総務部長 

お客様の邪魔にならなければ可能です。 

 

◆市民 

 もう一つ意見があります。この駐車場について、共用開始したばかりとは思います

し、利用率などの状況はこれから確認していくことになると思いますが、スペースが

空いていれば市職員も駐車していいのではないかと思います。私たちとしても市役所

が混み合っていたほうが、活気があっていいし、逆にガラガラだと寂しいと思います。

5 階についても、私は利用していますが、あまりお客さんがいないように思います。

立派な眺望なので、もっとＰＲすべきだと思うし、不文律を辞め、むしろ利用を奨励

すべきだと思っています。 

 

○志村市民課長 

 ご意見ということで伺わせていただきます。 

 

◆市民 

 災害時のことについてですが、普段は、災害時における要支援者リストというもの

を開示せずに、見守りを続けています。今回突然だったため、皆さんに開示するとい

う方法も取れず、一人で走り回ったという経緯があるのですが、本来ならば自治会と

してどうすべきだったのかということも、ある程度のシステムがあると、回覧するな

ど色々な方法を取れたのではないかと今になって思いました。高齢者のみならず、支

援を必要とする人たちにはとても不安の中にあり、その不安をどのように集めて対処

してあげたらいいかということが非常に大きな課題として私の中に残っております。

また、彼らの不安として、断水がないということで広報車が回っていることを私は理

解しておりますが、難聴の方や高齢者のほとんどの方には聞こえていないと思います。

努力してある程度情報収集をして、断水はあり得ないということを断言して回してい

いのか、また、どのように回せばいいのかということが、非常に苦慮いたしました。

小さなことかもしれませんが、それが皆の不安の伝染にも繋がって行きますし、そう

いった細かい反省材料があったかと思いますが、その辺の集約も含めて市としてどう

でしょうか。 

 

○福島総務部長 

 災害対応ということで、要支援者リストの開示や、デマ情報も含めた水道の断水の
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関係についてお話しいただきましたが、現在市の方で今回の災害対応について検証作

業をしているところでございます。特に情報の発信について、各地域に対し、広報車

で情報発信をしておりましたが、その広報車が聞こえづらかったという声も承ってお

ります。また、ＦＭ局のご協力ということも含め情報提供のあり方などについて現在

検証作業をしているところでございます。今回の対応を教訓にどのような対応がいい

かということを検討しているところでございます。 

 

◆市民 

 防災時における広報について、広報車の放送内容は非常に聞きづらかったです。団

地の中心に来てくれたものの、素通りするような形で走っており、声が遠のいていき、

何を言っているのかわからないという状況でした。難聴者や家の中に閉じこもってい

る人が大勢おりますので、丁寧に対応していただきたいと思います。 

 

○福島総務部長 

 先ほどのお話しや今いただいたお話しも含めまして今後検討してまいりたいと考

えております。 

 

◆市民 

 2 点あります。1 つは集会所の改修について、資料に質問と回答がありますが、全

体の再編・長寿命化等の検討後に行う個別の各住民集会所の具体的な計画の中で検討

させていただきたいとなっておりますが、これだと具体的な時期が見えません。行政

として、いつまでに実施するのか回答を求めます。それは財政的に検討が難しいとい

うことかもしれませんが、後回し政策ではないかと思ってしまいます。高齢者は特に

ありえますが、和式トイレの場合は屈むと立ち上がれなくなります。せめて手すりを

つけるなどの対応をいただきたいと思います。 

次に、障がい者雇用の関係ですが、北広島市は障がい者雇用枠はどの程度あり、現

在何名が採用されているか、今後の計画も含めてお聞きします。 

 

○高橋市民環境部長 

 集会所の関係についてご回答させていただきます。市内には 41 箇所の住民集会所

施設があります。大規模な改修をするとなるとお金もかかりますし、まとめて対応で

きないという状況もございます。また、施設の大小や利用状況、施設が完成してから

の経過年数なども様々です。その中でどのように対応していくかを現在検討しており

ます。できるだけ早く対応できるよう考えてはおりますが、大変申し訳ないのですが

具体的な予定については現段階でお示しが難しいところです。和式トイレの手すりな

ど、ある程度少ない費用で対応可能な場合もありえますので、別途個別でご相談させ

ていただければと思います。 
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○福島総務部長 

 市職員の障がい者雇用についてですが、本日はデータを持ってきておりませんので、

詳細は説明できませんが、国が定めております障がい者職員の雇用率については満た

しているところです。また、正職員に限らず臨時職員や非常勤職員も含め、障がい者

雇用率の確保に向けて努力しているところであります。 

 

○上野市長 

 市の最大の課題とも言えるのが公共施設等の再整備であります。現在、公共施設は

204 あります。築 40 年以上の施設においては改修等を行っているところですが、これ

までに改修を終えた施設は庁舎や学校を含め、58 施設となっております。近隣の公共

施設等を合併して新たな施設にできるか否かなど、現在検討しているところです。鉄

筋コンクリートを優先させることになると考えておりますが、集会所でも築 40 年以

上経過している施設もありますので、老朽化等を含めながら進めていくことになると

思います。具体的な時期についてはお話しができないという状況ですのでご理解願い

ます。 

 

○高橋市民環境部長 

 集会所における個別計画については、利用状況を含めて確認させていただいている

ことと、併せて備品整備等も進めていきたいと考えており、今年度中とは言い切るこ

とはできませんが、できるだけ早く計画をお示しできるよう努めてまいります。 

 

◆市民 

 先ほど交通問題について体系を検討中というお話しがありましたが、その体系はい

つできるのか教えてください。 

 

○川村企画財政部長 

 市全体の公共交通網形成計画というものを作りました。各地域の代表の方にも参加

していただいておりますが、団地でいけば商業施設の方に向かっていくバスの循環型

ができないのかなど、事業者も含めて協議を進めております。来月、交通協議会の中

で議論し、整った暁にはできるだけ速やかに対応したいと思っております。皆さんか

ら循環型バスということで、美沢のショッピングセンターへの行き方ということも踏

まえて進めているところです。 

 

８ 閉会 ～巻末にあいさつ文掲載～ 
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平成 30 年度 市 政 懇 談 会 

北広島団地第 3住区自治連合会 

平成 30 年 10 月 24 日（水）18：30～ 

北広島団地第 3住区集会所 
出席者 73 名（連合会 59 名、市側 14 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開催次第】 

１ 開会 

２ 市出席者紹介 

３ 自治連合会長あいさつ 

４ 自治連合会役員等紹介 

５ 市長あいさつ 

６ 懇談テーマ・懇談（各テーマごとに懇談） 

① 「買い物難民」の現状と将来に亘る市としての改善の道筋について 

② ゴミ収集について将来的に戸別収集方式としてほしい 

③ 生活道路における排雪・街路灯について 

７ 自由懇談 

８ 閉会 
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１．開会 ～省略～ 

 

２．市出席者紹介（司会より紹介。以下、市出席者。） 

上野市長、道塚副市長、吉田教育長、川村企画財政部長、福島総務部長、 

高橋市民環境部長、中屋保健福祉部長、駒形建設部長、水口経済部長、 

福田秘書課長、志村市民課長、近藤主査、十河主事、高山主事 

 

３．自治連合会長あいさつ 

◆靏会長 

 第 3住区自治連合会の靏でございます。今日は上野市長はじめ道塚副市長、吉田教

育長、各部の部長様方、お忙しい中ご出席いただき、本当にありがとうございます。 

本日はこの市政懇談会に向けて第 3住区の住民 50～60人ほどが、積極的な想いで

参加いただいております。この市政懇談会につきましては、先日に連合会だよりの配

布、自連ニュースの回覧などで周知しておりました。この市政懇談会において、市政

を私どもに理解できるようにお伝えいただく場であるとともに、市の幹部の皆様方に、

住民の立場で要望・意見をしっかり伝える機会でもあると認識しております。この場

で出た私どもの要望・意見を少しでも市政に反映していただければ大変嬉しく思いま

す。限られた時間ではありますが、非常に貴重な機会であり、市からの積極的な反応

を期待して臨んでおりますので、よろしくお願いいたします。 

この第 3住区の置かれている現状は、非常に高齢化が進んでいるという現状であり

ます。市全体としてはそれほどでもありませんが、第 3住区が団地の中でも特に際立

って高齢化が進んでいる状況です。高齢化が進んでいるから、これからの市政に生か

していただきたいという想いも含めて、本日のテーマを出させていただきました。ま

た、従来から言われている人口減問題に絡まって様々な問題が出てきます。そこも踏

まえて、今のうちから様々な手を打っていただきたいという想いであります。もとも

とこの第 3住区自体はそういう状況ですので、第 3住区に住んでよかったとおもって

いただけるような、安心して暮らせるような団地地区にしたいという願いで、この市

政懇談会に臨んでおりますので、その辺のことも汲み取っていただき、市長はじめ、

市の幹部の皆様によろしくお願いしたいと思います。 

 

４．自治連合会役員等紹介 

◆靏会長 

あらためて会長の靏です。副会長の中川です。総務部長の佐藤です。以上、三役の

紹介だけで終わらせていただきます。役員全員を紹介するのは時間の関係で省略しま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

５．市長あいさつ ～巻頭にあいさつ文掲載～ 
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６－①．懇談テーマ・懇談（当日配布資料の要旨抜粋） 

◆靏会長 

①「買い物難民」の現状と将来に亘る市としての改善の筋道について 

 団地の上の地域（第 3・第 4住区）には、造成当時「個人商店街とショッピング北

広・農協」、また、隣接するところには「ショッパーズヒロ」と買い物に快適な環境が

ありました。それが、現在は、ショッピング北広は閉店し、個人商店街はシャッター

が下ろされ、農協はセイコーマートになり最近はそれさえも無くなるのではと心配の

声がありましたが、セイコーマート直属店として何とか存続できるようになったばか

りです。もちろん、ショッパーズヒロは閉店し、生協に代わりましたが、それも閉店

し、現在は建物もさえなくなっております。 

 このような商店の状況の中、住民も高齢化が著しく買い物に行くこともままならな

い状態があります。生協トドックを活用したりしながら、何とか生活しているが悲鳴

に近い声が聞こえております。 

【質問事項等】 

1. 現状をどうとらえているのか、現状にどう対処しているのか。 

2. 市としての施策は、どのような現状の困難な住民に応えようとしているのか。 

3. 将来の見通しを、どう政策としてたてているのか。 

 

○水口経済部長 

 北広島団地地区においては、個人商店やスーパー等が複数営業をしていたところで

すが、少子高齢化等に伴う人口減少、車利用を前提に低価格商品を揃えた郊外店の出

店による買い物環境の変化などにより、経営が成り立たなくなり閉店が進んできたも

のと考えております。 

 買い物に関する支援の実施につきましては、今年度は、市内事業者等が実施してい

る買い物支援サービスの周知を図ってまいります。並行して「コープさっぽろ」や「ダ

イイチ」、「セブンイレブン」など、近隣市町村で移動販売等の買い物支援サービスを

展開している民間事業者等に対しまして、本市におけるサービス実施の可能性等につ

きまして協議を進めてまいります。 

 また、現在、市内における食料品や日用品等の取扱い店舗から 500m以上離れた区

域にお住いの 65 歳以上の方のうち、2,000 人を対象に「日常の買い物に関するアン

ケート調査」を実施しております。 

 市としましては、その結果から、市民の買い物の実態や品物を選ぶ基準、支援策に

必要な費用等を整理し、事業者と「買い物不便」の課題を抱える地域とが連携した取

組となるよう、協議を行いながら、市内において地域を選定し、モデル的な事業を進

めてまいりたいと考えております。 

 将来の見通しについてでありますが、商店街や商店は、地域コミュニティを維持し、

地域で住民の生活を支える重要な役割を担っていると考えており、モデル事業を通し

て、買い物不便者に対してどのような施策が講じられるか検討してまいります。 
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 事業者にとりましては、出店や移動販売等事業につきましては、経営的に成り立つ

かどうかが実施の前提であります。行政におきましても、支援する期間中に事業者が

事業基盤を確立できるかがポイントであり、事業が頓挫した場合、住民にとっては従

来以上に不便を感じさせることになりかねないと考えます。 

 施策の展開にあたりましては、「買い物不便」の課題を抱える地域の生活者と事業

者、行政とが連携基盤を構築することで成果につなげてまいりたいと考えております。 

 

◆市民 

 買い物に関するアンケート調査について、どういった選定方法で対象者を抽出して

送ったのですか。 

 

○水口経済部長 

 まずは「食料品や日用品等取扱店舗から 500メートル以上離れた方、区域の方にお

住まいの方」を対象として抽出しましたところ、約 17,000 人いらっしゃいました。

次に 65 歳以上の方を抽出し、約 6,000 人の中から 2,000 人を抽出して、アンケート

を実施したという状況です。 

 

◆市民 

 それはバスを利用する方に限ったアンケートですか。 

 

○水口経済部長 

 バス利用の有無については抽出条件にすることが難しいことから、約 6,000人から

無作為抽出を行い、2,000人にアンケートを実施したところです。 

 

◆市民 

 「食料品や日用品等取扱店舗から 500メートル以上離れた方、区域の方にお住まい

の方」かつ「65歳以上」の中で 2,000人を抽出したということですが、大変失礼な言

い方で申し訳ないが、この質問が出されて、やっつけ仕事でこのアンケートが実施さ

れたのではないかという感じがしました。このアンケートから出てくる結果をどのよ

うに使っていくかという部分については、モデル事業を通して検討するという回答で

すが、約 40 年が経って今の状況ができているわけですので、このままだと改善は難

しいと思います。現在、アンケートを回収している最中ですので、どのような形で対

応していくか否かの答えはできないと思いますが、少なくとも一定の方向性は聞いて

おきたいと思っております。 

また、「事業が頓挫した場合、住民にとっては従来以上に不便を感じさせることに

なりかねないと考えます」と本日の回答書に書いていますが、これは書くべきことで

はないと思います。頓挫しないような形のモデル事業を作ってもらわなければ困りま

す。今でさえ、生協のトドックを活用する、商店の商品を届けてもらうというサービ



- 27 - 

スを使って、何とか生活しているのですが、悲鳴に近い声が地元にいると聞こえてき

ます。今ここに集まっている我々のほとんどはまだ買い物に行けますが、本当に生活

で困窮している人たちは、今ここにいる人以上に、生きるか死ぬかという状況に近い

状態だと思います。ぜひその辺を、モデル事業を作り上げていくときに、事業が頓挫

するという危険性がないように作っていただきたいと思います。 

 

○水口経済部長 

まず、買い物弱者に対する支援事業については、事業として実施していくというこ

とで、今年度予算の中でも位置づけていたところです。決してやっつけ仕事というわ

けではなく、昨年度から予定していた調査ということですので、その辺はご了解いた

だければと思います。また、おっしゃったように買い物の不便さを訴える声は私ども

の耳にも入っております。そういったことも踏まえ、この事業を進めていかなければ

ならないと私自身としても考えております。 

頓挫した場合という部分ですが、回答の仕方が悪かったのであればお詫びいたしま

す。頓挫しないようにやっていかなくてはいけないという決意のもと、このような回

答をさせていただきました。事業が頓挫しないためには、やはり行政だけでも事業者

だけでもできません。住んでいる方、買い物に来てくださる方との連携が大事になっ

てきます。そういった基盤を構築するために私ども行政としても汗をかいていきたい

という決意ですので、ご理解いただければと思います。 

 

◆市民 

 買い物難民についてですが、北広島市では 70 歳以上で団地又は東部地区に住んで

いる住民に対してバスの補助が 2,000円出ているだけです。札幌市は一人当たり数万

円の補助をいただいているようです。そういうことを考えたら、ボールパークの開設

という、とても明るい未来に向けて、市長をはじめ行政の皆さんが頑張っていらっし

ゃるこの北広島市で、バスの補助は 2,000円であると言えるのでしょうか。 

ボールパークも素晴らしく、これから若者達が集まるまちになると思いますので、

ぜひ、あたたかい気持ちで「出かけることが楽しい」「ボールパークに行く」と、私た

ち高齢者が言いやすいようなまちとするべく、交通費の補助をもっと高くしていただ

きたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

◆靏会長 

 買い物難民の問題は、店ができれば解決するということではありません。やはり、

動物と同じように、ただ物が食べられたら良いということではなく、社会に出て文化

的な生活をするということが必要です。そのために各自治体が、いろんな工夫をして

高齢者を社会参加するように促すべく、知恵を絞って、補助等のサービスをしており

ます。そういう意味で考えると、北広島市は一見優しそうで、ケチくさいという印象

です。札幌は非常に恵まれています。北広島市としても、公的なサービスへの補助に
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ついてしっかり対応してもらいたいと思います。 

 

○水口経済部長 

 子育て世帯や高齢者世帯にとっては、移動の範囲や手段が限定されていることから、

住んでいる地域での「買い物利便性」を求める要望が高まっているということで、当

市としても、対策に係る各種事業を実施しているところであります。今回のアンケー

トにおいて、公共交通に関する項目の中で、「運賃に対する助成をしてほしいですか」

ということも調査しております。そのアンケートの結果も踏まえて、市として検討し

てまいりたいと考えておりますのでご理解いただければと思います。 

 

○川村企画財政部長 

 公共交通の関係ですが、現在、北広島団地も含めて市の公共交通体系がどうあれば

いいかということで議論しています。今回、色々ご指摘いただいたように、全道 35市

の中で、それぞれ支援策を実施しており、支援策をとっている市は 26 市あり、とっ

ていない市は 9市あります。帯広においては、約 2億円の予算をかけて、支援策を実

施しているという実態です。当市においては、団地線を維持させようということで、

補助額 2,000円という形で 2年前から行ったところ、私どものＰＲ不足もあるかもし

れませんが、第 3住区の方でも 5割にしか行き渡っておらず、残り 5割の方には受け

取っていただいていないという実態です。生活スタイルも変化する中で、実際に現在

のバスの形態が皆さんの生活に合っているかというところも検証しなければ、たとえ

助成額を増やしたところで、乗客数が確保できるとは限りません。 

このことから、将来の財政負担を含めて、非常に慎重な判断が必要だと思っていま

す。その上で、今の路線を循環型にするか、あるいはショッピングセンターの方に行

く路線を作るかなど、事業者と含めて検討を進めていき、皆様の方にも提示していき

たいと思っています。 

また、現在の助成制度については、どうして北広島団地地区だけ対象なのかという

意見もいただいております。全市的な範囲で、高齢者の外出支援や生きがいという意

味も含め、どういった取り組みができるか考えていきたいと思いますので、この場で

補助額を引き上げる・引き上げないとは言えませんが、貴重なご意見として頂戴いた

します。 

 

◆市民 

 今は年金生活ですから大して税金を払っていませんが、私たちも若いときには結構

な額の税金を払っています。そういうことから考えると、やはり人間は動物と違い、

生まれたときと死ぬときは人の手を必ず借りて面倒を見てもらうということになっ

ています。市に聞くと「そんなことない」と言うと思いますが、市にとってこの第 3

住区は、大変な重荷になっているように思えてしまいます。 

そこで、全国の団地地区の中には、この第 3住区と条件が似ているところがあると
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思います。その中で、市の政策により地区が充実しているところが必ずあります。そ

れを調べて、北広島市でどういった政策をするべきか検討したらいいと思います。そ

ういうことを、市は努力されてないのではないかと感じます。 

私たちも今後、車の免許を返納して運転できなくなったときに、買い物や病院など

に行く際に大変困りますので、配慮願いたいと思います。 

 

○上野市長 

 ご意見ありがとうございました。北広島市の歴史から見ますと、この団地が北広島

発展の礎だと思っております。昭和 45 年の広島町時代に広島町総合開発計画が始ま

りまして、昭和 45年は人口約 9,000人でありましたところ、2万、3万、4万人と発

展してきたのは、この団地地区があったからだと思いますし、全国的にも、440ヘク

タールの中に宅地が 37％ということで、私はとてもいい団地だと思っております。 

しかし、市政には全て税金がかかります。国の交付税や補助金など、様々な形でお

金を工面して運営しているところですが、それでも足りなくて国から借金をしており、

借金をしながら借金を返しているというような財政運営になっております。できるだ

け借金をしないで運営しなければ、将来を担う子供たちに借金を背負わせる形になっ

てしまいます。このことから、一番いい方法が何かをこれからも考えていきたいと思

っております。団地地区は決して重荷ではありません。 

 

◆市民 

 1点目は「民間事業者等に対しまして、本市におけるサービス実施の可能性等につ

きまして協議を進めてまいります」と本日の回答書に書いてありますが、具体的にど

ういったことをお考えなのかお聞きしたいと思います。先ほど企画財政部長から、「今

までにない路線に循環バス」ということもおっしゃっていましたが、それ以外で、今

この場で、お聞かせ願える事があれば、お伺いしたいと思います。 

2点目は「市内において地域を選定し、モデル的な事業を進める」と書いています

が、具体的な部分について現在の段階でどうお考えなのか、お聞きしたいと思います。 

 

○水口経済部長 

 事業者との協議の部分ですが、いずれも移動販売の実績がある事業者ですので、移

動販売をして事業が成り立つのかということも含めて協議させていただいておりま

す。事業者にとしては商売がかかっていますので、恐らく調査等も行っているのでは

ないかと思います。 

2点目ですが、モデル事業につきましては、単に「移動販売車を走らせる」という

だけではなく、色々な形で複層的に実施できればと考えております。モデル地域の対

象としては、約 17,000人いらっしゃる中で 65歳以上の方については約 6,000人いら

っしゃるということですので、高齢化率の高い地域をモデル地区として選定できれば

と考えております。1つの住区だけを対象にする、もしくは 1つの地域だけを対象に
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するという意味ではなく、近隣する地域も含めてモデル地域とできればと考えており

ます。 

 

◆市民 

 最初の 1点目について、民間事業者で調査中というご回答ですが、調査結果がいつ

出るのか、市では現在のところわからないということですか。 

 

○水口経済部長 

 事業者の調査のスケジュール等は把握していませんが、市としては来年度からモデ

ル事業を実施するためにアンケートを実施したいと考えております。なるべく来年度

予算にも合わせた形で対応したいと考えていますのでご理解いただければと思いま

す。 

 

◆市民 

 連携基盤を構築するということで回答がありましたが、それは行政と買い物難民者

と事業者ということだと思います。その他に、社会福祉協議会というのは考えていな

いのでしょうか。緑陽町の「ともに」という北広島団地地域サポートセンターでは、

曜日によって野菜やパン等の出店をしているようです。 

社会福祉協議会と連携して対策できるようになれば、少し進展するのではないかと

思いますので、ご検討いただきたいです。 

 

○水口経済部長 

 「ともに」で事業者が野菜などを販売していることや、里見町 5丁目のパン屋でも

同様の事業をしているという情報は把握しております。今回お聞きした意見も考慮に

いれて今後の事業について進めてまいりたいと思います。 

 

◆市民 

 買い物難民についてですが、現在は年金生活者が多く、新聞を取っていない世帯も

あると思います。そういう世帯にはチラシが入らず、買い物に行くのも注文するのも、

何もできないと思います。その辺のチラシというものを、どういうふうにして考えて

いるか、教えてほしいです。 

 

○水口経済部長 

 おっしゃるとおり新聞を取っていない市民の方もいらっしゃいます。その辺につき

ましては、モデル事業を検討する中で、地域説明会を開き、実態をつかみながら事業

を進めていきたいと思っております。その中でまた、考えさせていただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 



- 31 - 

 

６－②．懇談テーマ・懇談（当日配布資料の要旨抜粋） 

◆靏会長 

②ゴミ収集について将来的に戸別収集方式としてほしい 

 全国の大きな都市では家庭ごみの収集は戸別収集が増えているとの報告がありま

す。以下の理由等から、北広島市でも早期に戸別収集方式に変更すべきと思います。

ステーション方式にこだわる何か特別な事情があるのでしょうか。 

1. 高齢化がさらに進み、ステーション方式ではゴミ出しにかなりの無理が出てくる

こと。 

2. ゴミの排出が粗雑になり、いい加減なごみの分別もしないでの排出を防げる（高

齢化も関係しているかもしれないが）こと。 

3. 管理、ステーション用具（ボックス・アミ・ちり取り等々）の自治会負担を防げ

ること。（各戸の負担が二重、三重になっているということの解消。） 

 現在は、ごみステーション方式をとっているが、この方式を戸別収集方式に変

えることを望みます。 

【質問事項等】 

1. 現状をどう見ているのか。 

2. 将来の施策として考える価値あることと思うのか。 

3. 戸別収集実施の考えがあるのか。 

 

○高橋市民環境部長 

 ごみの収集方法につきましては、市民のニーズ等を把握するために、定期的に市民

アンケートを実施しており、直近では平成 21年、平成 25年そして平成 29年に行っ

たアンケートにおいて、6割以上の方から「現状のごみステーション収集のままでよ

い」との回答をいただいており、その結果からステーション収集を継続しているとこ

ろであります。 

 市民アンケートの結果から直ちに収集方法を検討するものではありませんが、今後、

高齢化等により自治会・町内会でのステーション管理が難しくなった場合等において

は、戸別収集方式についての検討が必要になってくるものと考えております。 

 また、戸別収集方式を早期に実施しなくても、今後、高齢化等に伴う対応について、

庭先収集制度の充実等についても検討が必要となってくるものと考えております。 

 

◆市民 

 ごみ問題につきましては、北広島市が有料化になるとき、審議会が作られました。

そのときに私も、審議委員の一人として参加しており、審議会内の結論は「戸別収集

はできない」ということになりました。しかし当市と似通っている石狩市は、数年前

から戸別収集に変えています。そのときに私は、「もっと石狩市の戸別収集を勉強し

た方がいい」と、一人で訴えていたのですが、説得力が足りず、当市を戸別収集にす
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ることができませんでした。そこで、私は一人で石狩市に行き、調べてきました。 

北広島市でアンケートを取った結果、「戸別収集よりもステーション方式の方がい

い」という意見が多かったのですが、実際には石狩市で実施したアンケートでも、「も

戸別収集よりもステーション方式の方がいい」という意見が多くあったとのことでし

た。なぜ、意見の少なかった戸別収集にしたのかを聞いたところ、「アンケートの結果

はそうであったが、ステーション管理をしている人に集まってもらい、意見を聞いい

てみると、これ以上自分たちではできないから戸別収集にしなければいけないという

意見だったため、戸別収集にした」ということでした。 

6割の人がなぜ「ステーション方式がいい」のかというと、自分の出したごみを分

別していなくても特定されないからです。戸別収集ですと、自宅の前に出したごみを

分別してなかった場合、誰が犯人かしっかりわかるからです。あるいは、ごみ担当部

署の人だけではなく、余所の人がごみの中身を覗くかもしれないということもありえ

ます。だから、戸別収集は嫌でステーション方式がいいという意見が多いのです。 

また、石狩市民に聞いてみますと「最初は戸別収集よりもステーション方式の方が

いいと思っていたが、今は戸別収集になって非常によかったと思う」という人が何人

もいました。しっかり分別して出してほしいというという思いから、戸別収集にして

ほしいと思います。「これ以上もうできない」というふうに言うのではないかと思い

ます。お金がかかるのかどうかわかりませんが、この戸別収集についても研究した方

がいいのではないかと思います。 

 

○高橋市民環境部長 

 当時、有料化する前も含めまして、職員一丸でごみステーション前に立たせていた

だき、「何日後から有料になります。専用の袋で出すことになりますので、ご協力をお

願いします。」ということで、説明しておりました。それからかなりの月日が経ってお

り、その当時、私は違う担当部署だったため、審議会での議論については参加してい

なかったのですが、議事録等により内容については理解しているところです。 

それから、戸別収集の関係ですが、おっしゃるように、確かにステーション管理を

する側の方につきましては、実際に分別されていないごみを仕分けるという部分で特

にご苦労されているというご意見も伺っておりますので、それは理解しているつもり

です。しかし、ごみの戸別収集と現在のステーション方式では、それぞれメリット・

デメリットがあります。例えばステーション方式ですと、先ほどおっしゃられた部分

が上げられます。戸別収集になりますと、「自分の家の前にごみを出したくない」と言

っている方もいらっしゃるほか、運営における物理的な面で、委託業者の人員の関係

で、回収者や車が手配できるかどうかということもあります。それが手配できないと

なれば、週に 2 回回収するべきところが 1 回になる場合ということも想定されます。 

このことから、あくまでもアンケートの結果として、現在はステーション方式の方

がいいということですので現状の方式を続けていきますが、多くのご意見を色々な場

面で伺っておりますので、戸別収集のことを全く検討しないということではないとい
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うことをご理解いただきたいと思います。一気に戸別収集に切り替えるよりも、まず

は高齢化などによりごみ出しが不便な方もいらっしゃいますので、庭先収集などの制

度で、困っている方を援助するような形の方策も実施しておりますので、そちらの方

策をもう少し拡充させていくよう、現在のところ考えております。 

 

◆市民 

 里見町 6 丁目の外周に住んでいるのですが、戸別収集になればもちろん最高です。

しかし、今部長さんが答えられたように物理的には無理です。私が調べたところによ

りますと、戸別収集は全国の自治体でも 3割しかやっていません。私は同じ自治会の

住民として、皆さんが戸別収集を望んでいることは良いことだと思うし、私もそうな

れば良いと思いますが、現状では実施できないということを考えて理解することも必

要だと思います、また、外周に住んでいる者にとっては、台風などでも枝が舞ってく

るところなのに、戸別収集をしたらごみまで飛んできます。一応住民の皆さんにもそ

ういう状況を理解していただきたくて発言しました。よろしくお願いします。 

 

◆市民 

 6割以上という数字が出ていますが、多数決ではないという、根本的なものの考え

方を、まず指摘させていただきたいと思います。 

次に、この 4 割の中には、「自分で分別ができない人」や「持って行けない人」な

どの大変な人たちが、かなりいるものと考えるべきだと思います。 

それから庭先収集制度の問題ですが、これに限らず、全ての手続きが極めて簡素化

されていかない限り、制度の利用が難しいのではないかと感じます。先ほどのバス券

のことも同様です。まずは手続きの簡素化をしていただきたいと思います。 

また、町内会の環境担当者が真面目で、一生懸命に毎日、毎週ステーションに出て、

報告書を出さなければいけない、点検にはいかなければいけないという状況で、「こ

んなことはやっていられない」ということから直接市役所に出向いて相談をしていま

した。一生懸命に取り組めば、不可能に近い仕事を担当者にさせているということを

ご理解いただければと思います。以上です。 

 

○高橋市民環境部長 

 今のステーション方式のアンケートの回答を、細かい形で申し上げますと、「ごみ

ステーションの収集のままでよい」という方が 62.7％、「ごみステーションの数を増

やしてほしい」という方が 5.5％。戸別収集においては「費用をかけてでも、戸別収

集でやってほしい」という方が 9.3％、「費用が変わらない、今のゴミ袋の料金が変わ

らない状態で戸別収集に変えてほしい」「戸別収集ができるのであればそのままやっ

てほしい」という方が合わせて 16.2％という形です。6割の点だけ強調したつもりは

ありませんが、色々な回答事例があるので戸別収集の方が 4割ということでもありま

せん。戸別収集を望んでいる方がいることもわかっておりますし、多数が賛成してい
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るから必ずステーション形式を取るということではなく、これまでに色々な方式をや

ってきておりますが、皆さんそれぞれ色々な思いがある中で、意向として「どういう

形で続けていけばいいか」ということになった際、今までずっと 6～7 割という形で

高い水準を維持しているステーション方式から、急にハンドルを切って方式を変える

というわけにもいきません。また、変えた場合の費用の面や、実現可能か否かという

ことも踏まえて慎重に進めていく必要のあるものと考えております。6～7 割だから

そのまま続けるという乱暴な言い方をしているつもりはありませんでした。誤解させ

る言い方になってしまい、申し訳なかったと思います。 

次に庭先収集の関係ですが、庭先収集がこれから重要だと言われております。条件

的には介護保険の認定を受けていることが基準となっております。しかし、そういう

証明書等がなくても骨折や怪我で病院に入院等をして、戻ってきたばかりでまだ歩け

ない等という方、それが長期間になるという方だと、ごみ出しができないという場合

もありますので、別途対応したいと思います。ただし、そういう場合は医師の診断を

確認させていただくことが必要になると思っており、大変申し訳ないですが、申請行

為が必要と考えております。申請の手続きの中で省略できるものはなるべく簡略化し

ていくということは考えておりますので、その辺については今後も検討してまいりた

いと思っております。 

次に、ステーション管理をしている方についてですが、ステーションに出された不

適正排出物が混ざっているか否かは、各ステーションや地域によって変わってきます。

一生懸命管理してくださっているところは、ごみを出した方に対して、間違っている

という指導をするなど一生懸命やっており、不適正排出物がないというところもあり

ますが、なかなかそこまで探しきれずに混ざってしまうというところもあります。私

どもといたしましては、適切に分別するという意識を持っていただきたいと思ってい

ますので、毎月、月末に不適正という判断でステーションに残されたごみ数をご報告

していただきたいという趣旨で、報告作業をお願いしているという経緯でございます。 

 

◆市民 

 どの自治体でもアンケートを取ると「ステーション方式の方がいい」という意見が

多いです。戸別収集だと自分の前に出さなければいけないからです。アンケートで「ス

テーション方式のほうが良い」と回答するのは分別をしない人です。ですから、アン

ケート取ったとしても意味がないと思います。石狩市のように、ステーションを管理

している人に集まってもらい、直接話を聞かないと駄目です。戸別収集にすると、分

別して出さなければ収集されないわけですから、資源ごみもしっかり分けられます。

金銭面などの問題点についてよく言われますが、私はそんなことないのではと思いま

す。もっと石狩市の状況も研究をしてほしいです。 

 

○高橋市民環境部長 

 今言われましたとおり、費用の部分については、石狩市でどの程度掛かっているか
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等は確認することができると思います。しかし、例えば実際にパッカー車が回るとな

ると、細かい路地も含めたごみ収集になりますので、どういった形で回るかなどによ

って費用は大きく左右されます。私どもが現在の委託収集業者に「戸別収集を行った

場合、どの位の程度か」という見積もり等も取って、研究しているところではござい

ます。今、言われましたとおり、他市の状況について、もう少し勉強をさせていただ

いて、私ども市として、「どういう形で続けていけるのか」、「収集のあり方をどうすべ

きか」というのを引き続き検討していきたいと思っております。 

 

６－③．懇談テーマ・懇談（当日配布資料の要旨抜粋） 

◆靏会長 

③生活道路における排雪・街路灯について 

Ⅰ 市のアンケート調査（平成 26年 5月実施）では、回答した自治会の 82％（40団

体）が「高齢化に伴う年金受給者など（年金も毎年減ってきているのが現状）を理

由に、補助基準額の現状維持や減額を希望しており、さらなる負担額を求めること

は難しい状況にある」と回答している。そこで、排雪事業における自治会負担（と

りもなおさず市民の負担）について、補助基準額並びに補助率の緩和措置の継続を

強く希望する。  

Ⅱ 空家が増加傾向にある。排雪費や街路灯の負担は自治会が担っています。従って、

自治会の負担（自治会員の負担）が増えている現状にあります。 

【質問事項等】 

Ⅰ 今後の排雪事業について、補助額や自治体負担割の検討内容や見通しについて 

Ⅱ 空家が増え、また自治会からの脱会者が増えていることがあり、自治会の負担が

大変である。できれば排雪費・街路灯の費用を全額市で負担願いたい。 

Ⅲ 空家から、街路灯費や排雪費を徴収できる法的根拠はあるのでしょうか。 

 

○駒形建設部長 

 排雪支援事業における補助基準額については、昨年度に見直し改定を行い前回、平

成 27年度に改訂いたしました、補助基準額と同額の 1km当り 60 万円で実施するこ

ととしております。今後における補助基準額については、社会経済状況などの変化を

見据え、状況に応じて適宜、見直しを行ってまいりたいと考えております。 

 また、排雪事業における自治会の負担額につきましては、本来であれば補助基準額 

1km当り 60万円の 1/2である 30万円となるところでありますが、急激な値上げは、

自治会の皆さまの負担となることを考慮させていただき、緩和措置として平成 30 年

度までの間は自治会の負担額を 1km 当り 26 万円に据え置くこととしているもので

あります。平成 31年度以降の自治会負担額については、経済情勢等を勘案する中で、

現在、見直し検討を行っているところでございます。 

 市道排雪支援事業につきましては、市民の皆さんから要望の多い生活道路の排雪に

ついて、自治会や町内会と除雪業者ならびに市が協力し合いながら行う事業として実
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施しているものでありますことから、市による費用の全額負担については、難しいも

のと考えておりますのでご理解願います。 

 また、市では、街路灯を「最低限必要不可欠な施設」としてではなく、「地域の交通

安全・犯罪の防止のために、より安全で快適な生活環境を構成する施設」として位置

付けており、地域の住み良い環境づくりに協力するという考えのもと、市としまして

も地域とともに経済的負担の一端を担うという認識で補助制度を実施してきたとこ

ろでありますことから、今後につきましても同様に進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 空き家所有者の街路灯費や排雪費の負担についてでありますが、排雪費につきまし

ては、徴収できる法的根拠はないものと思われます。街路灯につきましては、地域内

の実情をよく把握されている自治会等の地域の方によって、街路灯の適切な場所や数

を設置いただいており、街路灯の費用負担に係る考え方や徴収方法につきましては、

その街路灯を管理されている団体ごとに定められておりますことから、空き家の所有

者からの徴収につきましてもそれら各団体の定めによるものと考えております。 

 

◆市民 

 街路灯の支柱についてですが、これは北電柱・NTT 柱と言われる電柱と自治会が

自ら設置している支柱の 2種類があります。台風をはじめとした災害によって、自治

会が設置している街路灯の支柱が倒れるケースが、今回の災害でも数件ありました。

その支柱を補修・取替えするとなれば 1件につき 16～17万円かかります。世帯数の

少ない自治会が約 17万円の負担をするのは非常に大変です。 

また、街路灯も私たちの自治会だけが恩恵を受けているわけではなく、誰もが通る

ような道に街路灯を設置していますので、隣接自治会の人たちなどにも恩恵がありま

す。このような住民全体が安全に生活できるために必要な設備を自治会が全面的に管

理・負担するというのは納得できません。市が住民の安全を守るという気持ちがある

のであれば、補助額の大幅増、あるいは全額を補助してほしいと思います。 

 

○高橋市民環境部長 

 街路灯の関係ですが、地域の交通安全や犯罪防止のためというより、安全で快適な

生活環境を構成するための設備という位置付けで考えております。支柱の故障等にお

ける対応については、全額を自治会に負担していただくということではなく、市に申

請をいただければ基準額の範囲内で補助をさせていただいております。 

また、維持費の関係につきましては、市において街路灯の LED 化を進めており、

現在で約 8 割が LED の街路灯となったことから、実際に経費も下がっております。

自治会と市の負担割合については、1世帯あたり 1,000円程度を自治会に負担してい

ただいておりまして、市としては補助基準に準拠して市が負担すべき電気料の額を補

助させていただいているところでございますので、ご理解いただければと思います。 
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◆市民 

 今の市の考えとしては、街路灯は必要不可欠な設備ではないという考えでしょうか。

私の考えとしては、街路灯はとても大切な設備で、最低限度の生活をしていくうえで

必要不可欠なものだと思います。子どもやお年寄り、女性の方が通勤・通学時など色々

な場面で恩恵を受けるものです。また、生活道路とほとんど同じような基盤道路の街

路灯は市道などと同様、市が全面的に設置・管理しています。しかし、私ども住民と

しては、生活道路も基盤道路も大差ないように感じます。このことから、ぜひ生活道

路の街路灯も市の直轄で管理してほしいと思います。 

 

○高橋市民環境部長 

 街路灯につきましては、市が一律で設置するなどの基準は持っておりません。それ

ぞれ地域の事情に応じて、既に立っている電柱や独自で立てた支柱に対し、自治会で

街路灯を設置していただいております。それに対して、市としましては LED 灯で 3

分の 2、LED 灯以外の街路灯で 2 分の 1 の費用相当額を補助しております。それを

全額補助という形になると、地域によって設置の可否や現状の設置状況のばらつきが

ある中で、自治会ごとに格差や不満が生まれるおそれがあることなどから、一律での

全額補助はできないというのが現状ですので、ご理解いただければと思います。 

 

◆市民 

 自治会の人が必要と感じたから設置しているだけというような考え方というのは、

街路灯設置の意義から矛盾していると考えられます。 

 

◆市民 

 私たちは現状の説明を求めているわけではなく、今後街路灯に係る費用を無償にし

ていただきたいという意見として申し上げているつもりですので、ご理解いただけれ

ばと思います。 

 

○志村市民課長 

 ご意見ということで伺わせていただきます。 

 

◆市民 

 排雪事業についてですが、平成 30 年度においては、従来の 60 万円の約 43％の自

治会負担が来年の 2月まで継続されるということは承知しております。聞きたいのは

平成 31 年度を含めたこれからの自治会負担額及び補助額についてです。自治会の予

算の都合もあるので、今後の見込みが既にわかっていればお話ししてもらいたいと思

いました。因みに、例えば札幌市の排雪のパートナーシップ事業を確認したところ、

市が 7 割、自治会が 3 割の負担で排雪をしていました。各 5 割ずつの負担にするな
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ど、当市の条件が更に悪くなるような形で考えているのであれば、平成 31年度以降、

最低限でも現状維持にするか札幌市と同程度の負担割合にするなど、制度の検討をお

願いしたいと思います。 

 

○駒形建設部長 

 まず、除雪費用については、労務単価・機械経費などが 5年位継続して値上げして

きている状況であります。そういった中で、排雪支援事業の補助基準額については、

事業者の見積もりなどを元に昨年見直しをかけた結果、当面の間は総額 60 万円で対

応できるだろうという判断になりました。自治会の負担につきましても平成 26 年の

増税があったことから、激変緩和ということで、負担割合の軽減に努めているところ

です。平成 31年度以降につきましては、消費税の 8％から 10％への増税の部分も総

合的に勘案いたしまして、現在検討しているという状況でございます。 

札幌市の費用負担割合が 7対 3ということについてですが、比率で見ると札幌市と

自治会の負担の差はありますが、当市としては契約単価を極力抑えた形で対応させて

いただいているという状況ですので、ご理解いただければと思います。 

 

７．自由懇談 

◆市民 

 団地内の環境整備と緑地の遊歩道について、お願いしたいことがあります。この団

地の「さんぽまち」という愛称を PRしたテーマ曲の作詞作曲など、大変評価ができ

ると思いますが、残念ながらこの「さんぽまち」が風前の灯になっているということ

をご存知でしょうか。この「さんぽまち」のロゴマークの作成など、外側だけが一生

懸命で、歩いてこそ成り立つ「さんぽまち」の愛着が、住民にはあまりないと思いま

す。せっかく団地活性化の一環として PRなどされていますので、10年かけて作った

すばらしい遊歩道などについても PRしてはどうでしょうか。このまま風前の灯では

非常にもったいないと思います。何とか内容面の PRなども行って、多くの方が遊歩

道を歩いていただけるようにしていただきたいと思います。 

 

○駒形建設部長 

 緑地内の遊歩道については、地域の散策路や憩いの場、健康増進やコミュニティの

場として、地域に貢献してくださっているものと認識しておりますとともに、地域の

方の維持管理活動などのご尽力に対しまして、敬意を表する次第であります。 

今後の活用という部分につきましては、非常に手をかけて管理していただいている

現在のレベルで、市が引き継いで同等の管理をするというのが難しい状況です。今の

形態で市が必要最低限どこまで支援できるかというのは難しいところですが、地域の

方にご利用していただくのは構わないです。なお、この遊歩道については、先の台風

21 号の影響による倒木のため、歩くのは非常に危険な状況になっております。しか

し、他にも市内の公園で 700本以上の樹木が倒れているという状況ですから、優先順
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位や危険度合などもあるため時間はかかると思いますが、できるだけ早くこの遊歩道

についても樹木の処理を行いたいと考えております。 

 

◆市民 

 現状、自治会が使用許可をいただいて、この遊歩道を管理しております。許可申請

をしないと工作物は全て撤去・現状の回復を迫られるため申請しており、自治会の許

可条件としては返還前には現状の回復をすることとなっております。このことから、

市に土地を返して現状維持管理というのは難しいと私も思っています。 

その状況はわかりますが、この遊歩道を市の方で草刈りも含めた形で管理していた

だければ大変ありがたいと思います。今までと同様の内容での管理をしてほしいとい

うレベルまでは望んでいません。元の山林のような状態にはしないでほしいという希

望ですのでご理解いただければと思います。当初、整備したときに上野市長も現地を

見て、大勢の人が利用している実態も認識していると思いますので、ぜひ前向きな回

答をいただければと思います。 

 

○上野市長 

 完成した際に歩かせていただき、大変立派な遊歩道だと思いました。現在は「里見

緑地を守る会・どんぐり」というボランティア団体で維持管理していただいておりま

すが、会長としては連合町内会で引き継いで維持管理するというお考えはありますか。 

 

◆靏会長 

 現在はありません。 

 

○上野市長 

 わかりました。市では現在、224箇所もの公園を管理しています。その中で、団地

内には 84 箇所の公園等があります。このことから、今までと同様の管理は難しいで

すが、相談させていただきながら維持管理したいというふうには思っています。 

 

◆靏会長 

 緑地自体に反対するつもりは毛頭ありません。この遊歩道を管理する側が、責任を

持って維持管理しなければならないということです。もちろんそれに伴って管理費用

や責任が発生しますので、自治会や連合会、ボランティア等の団体が管理するべきか、

ということを考えたとき、やはり市がしっかりと責任を持って管理できるのなら市に

対応してもらうべきだと思います。私個人的には、市が対応してもらえれば後々問題

がなくて済むのではないかと考えています。連合会としては、管理できるような能力、

資金、人員がいないということでおそらく無理です。このことから、現管理者、住民、

市が協議をして方針を決めればいいかと思っていますので、よろしくお願いします。 

 



- 40 - 

◆市民 

 国では、地域担当職員制度というのが進められていると思いますが、当市にはまだ

導入されていないと思います。もし導入されていたら、忙しい中でこのような市政懇

談会などをする必要はなくなると思います。そのことについて、どのように検討され

てきたのかを教えていただきたいと思います。 

 

○川村企画財政部長 

 国では、地域を支援する制度という位置づけで、観光やイベントに関する部分で地

域に入っていくようなものがあります。また、地域の困りごとを聞くという担当職員

を配置している自治体もあると聞いております。当市といたしましては、現状そうい

ったものについて取り組んでいない状況ですが、私どもも情報については把握してい

るところであります。 

 

◆市民 

 地域の実情によって実施してほしい政策は様々だし、自治会だけで対応できない問

題は多くあります。また、１人の住民として市に対して意見を言えない方だっている

わけですから、国の方でそのような良い制度がありますので、改めてこの制度につい

て検討していただければと思いました。自治会や住民との間に市が入って、色々なこ

とを話し合うことで市政の円滑化にも繋がると思います。 

 

◆市民 

 防災関連についてですが、先日の震災のように、ブラックアウトという突然の現象

があり、何か困っていることはあるか町内で聞いて周ったところ、「避難所があると

聞いているが、どこかわからない。また足が痛いから行けない」という声や、「ラジオ

がなくて、心細い一夜を明かした」という声がありました。隣町の恵庭市には、昔の

電柱に広報用のスピーカーがついています。そのスピーカーで避難所の案内などがあ

ります。 

このスピーカーは災害以外に、火災情報や行方不明者情報などの広報にも活用でき

ます。ぜひ当市にもこのスピーカーを導入し、より明るい住みやすい北広島市にして

いただきたいと思います。 

 

◆市民 

 防災関連について、移動式発電機を 20 台備蓄し、今後も備蓄数の増加に向けて検

討するということですので安心しておりますが、胆振東部地震によるブラックアウト

を受け、道では、全道のガソリンスタンドや酪農家に対して、自家発電機の導入を促

す補助事業予算を計上して、自家発電機導入に向けて力をそそいでいると承知してお

ります。市としても、危機管理対策に対しては道と同様の考えをお持ちであると理解

しましたが、厳しい財政状況の中で、移動式発電機を全ての指定避難場所へ配置可能
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な数にするのはとても時間や予算がかかると思います。厳しい財政状況の中で、最小

の経費で最大の効果を上げるというのが、行政機関の基本と思いますので、どうか市

長さんのもとに、職員の皆さんが一丸となって前例にとらわれず、常に事務事業を見

直しながら何を優先すべきかをしっかり検討して、市民の負託に少しでも多く答えて

いただけるよう、重ねてお願いを申し上げますと共に、そういった市政を進めていた

だけるように、ご期待を申し上げさせていただきます。 

 

○福島総務部長 

 広報関係及び自家発電の関係につきまして、貴重なご意見をいただき、ありがとう

ございます。今回の地震の対応につきまして、現在検証作業をしているところです。

今いただきましたご意見を持ち帰りさせていただいて、この検証作業に充てていきた

いと考えております。 

 

◆市民 

 ボールパーク決定のニュースを拝見いたしました。私も日本ハムファイターズのフ

ァンなので大変嬉しいと思っておりますし、実現できたら本当にありがたいのですが、

ニュースで市民の方から、市が多額の借金をすることについて懸念しているという意

見があり、市の担当者からは、市債だから単年度にまとまった負担はかからないとい

うことと、既に毎年、数億という市債の返済を毎年しているということの説明があり

ました。しかし、それでは市債が膨らみ、若い人たちを借金漬けにさせてしまうので

はないかという懸念があります。将来、新しい事業を市役所の皆さんがしてもらうと

いうときに、予算が足りず硬直化して何もできないというような状態になるのではと

感じました。日本ハムは市の税金の約 7倍もの利益を毎年計上しております。その日

本ハムに対して、なぜここまで手厚い支援をするのか疑問です。大企業が施設・観光

場所等の開発をするときには、自前のお金でやっております。 

先ほどから皆さんが申し上げているように、市に小さなお願いをしても、なかなか

いい返事がありません。道路補修や排雪、学校の設備充実も全て税金が絡みます。こ

ういったことを改善しないで、なぜ税金を使って大企業を支援しなければならないの

か、市の考えをお聞かせ願いたいと思います。 

将来、北広島市が夕張などのように借金まみれになった際、税金を投入して日本ハ

ムを誘致したからということになれば、日本ハム自体も世間の目に止まって困ること

になると思います。日本ハム、市、将来の若者のためにも、土地の無償化や周辺施設

の充実・整備、関連道路の整備等などを、日本ハム本社の自主自律の精神で対応して

いただくように、市から日本ハムにお願いしていただきたいと思います。 

 

○上野市長 

 なぜ日本ハムを誘致したかということですが、誘致が成功した際には、市民の皆さ

んの生きがいなどに繋がるという部分で考えておりました。また、将来の市のまちづ
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くりとしても、「交流、成長都市」ということを考えている中で、日本ハムが札幌ドー

ムから出るということでありましたので、私どもの考えや条件と合致するということ

で、誘致を進めてきたところであります。更に、当市が持っている 37 ヘクタールの

総合運動公園予定地について、今まで手をつけていなかった部分であり、活用できて

いないという実態がありましたので、そういう意味も含めて、この運動公園予定地が

ボールパークに合致するということもございました。 

施設等を全部当市が整備するのではなく、整備するにあたって誘致などの支援をし

ていく考えであります。固定資産税につきましては、10年間の免除をすることにして

おりますが、それはスポーツ施設の部分だけでありまして、想定上の話ですが仮にマ

ンションやショッピングモールが建った場合、その部分については初めから土地使用

料や固定資産税をいただくということにしております。また、大きな事業であります

ので、国からの援助もありまして、市が負担した部分で対象経費かつ基準額以内の 2

分の 1は国から補助をいただけて、市債の返済目処も立てられるという状況になって

いるところであります。更に、建設から 10 年後につきましては、全額で固定資産税

などが入ってきますので、むしろ将来的なことを考えて、投資をした方が北広島市の

発展に繋がるという判断で誘致をさせていただきました。3月には内定をいただきま

したが、まだ内定の段階であり、今年中に決定の判断をするということになっており

ますので、現在も盛んに協議を行っているところであります。以上です。 

 

◆市民 

 私鉄やゴルフ場など、民間の大企業は全部自己責任の中でやっておられます。日本

ハムだけに莫大なお金をつぎ込むというのはどうしても納得いきません。私は来ても

らうことは大賛成です。でも身の丈に合ったやり方というのはあるかと思います。大

きな事業ということで国庫補助があるかもしれませんけれども、もちろん持ち出し分

がありますし既に直轄している事業もある、あれもこれもやるというような形の中で、

にっちもさっちもいかなくなり、自治体として機能しなくなっていくということを恐

れています。私たちの生活に関わる基本的な部分まで改悪されては困るのでこの場で

申し上げています。ぜひ日本ハムの責任の中でやっていただきたいと思います。 

 

○上野市長 

 最初の協議の中で、「本州に行くのではないか」「札幌ドームに残るのでないか」と

いう声もありました。また、移転候補地として札幌も手を挙げていましたが、うちも

手を挙げたということで、最初の協議の中で北広島市としては、潤沢にお金があるわ

けではないので、市のできる範囲内で対応しますが、全て対応できるわけではないと

いうことでスタートしています。また、北海道の高橋知事からも「北海道の発展のた

めに日本ハムは必要」ということで、本事業を支援する趣旨のコメントもいただいて

おりますので、市の対応する部分、道の対応する部分など、今後決定していきたいと

思います。将来の子どもたちのため、市民の皆さんのために精一杯頑張りますのでご
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理解をお願いしたいと思います。 

 

◆市民 

ボールパークの道路の件に対して、輪厚スマートインターから乗り降りする車が増

えることが予想されます。その車両のほとんどが団地内を通ってボールパークを目指

すと思うのですが、昔から閉鎖されています農業道路の開発をして、利用すれば団地

内を通る車両は減って、交通安全につながると思います。 

また、国道 274号は立体交差させるような形で考えないと、道路が混んで結局人が

集まらなければ北広島に経済効果は生まれないと思います。それぐらいする意気込み

で道路整備もお願いしたいと思います。 

 

○川村企画財政部長 

 交通問題に関しましては、一部報道にもありましたように、ＪＲ・車・シャトルバ

スなど、様々な交通の分担という中の考え方のもとに整理をしているところです。他

方面の地区から来る方においては、高速道路を使って輪厚や大曲のスマートインター

を利用してくる車も見込んでおります。また、心配をされているような団地の北進通

りを抜けて行く車両がどのくらいあるのかということも含めて現在推計をしており、

その推計結果を元に円滑な交通の流れを作っていきたいと考えております。 

国道 274号線に関しましても、どのように大きな道路に円滑に接続させるかという

ところが、最終的には渋滞緩和に繋がっていくということで現在、国、北海道と協議

しているところであります。 

また、先ほど市長からも、ボールパークの考え方についての説明がありましたが、

財政的な面に加えて、例えばこれから進んでいくと思われる高齢化について、当市が

持っている特徴を日本ハムに伝えながら、大きな雇用が生まれるボールパーク構想に

高齢者の方がどのように関わっていけるかなどを検討しているところです。正式決定

した際には、詳細を皆さんにお話しながら、一緒にポールパークづくりを考えていき

たいと思っておりますので、随時皆様に情報提供させていただきます。 

 

８．閉会 ～巻末にあいさつ文掲載～ 
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平成 30 年度 市 政 懇 談 会 

北広島団地第 1住区連合自治会 

平成 30 年 11 月 1 日（木）18：00～ 

北広島団地第 1住区集会所 
出席者 24 名（連合会 11 名、市側 13 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開催次第】 

１ 開会 

２ 市出席者紹介 

３ 連合自治会長あいさつ 

４ 連合自治会役員等紹介 

５ 市長あいさつ 

６ 懇談テーマ・懇談（各テーマごとに懇談） 

① 災害対策について 

７ 自由懇談 

８ 閉会 
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１．開会 ～省略～ 

 

２．市出席者紹介（司会より紹介。以下、市出席者。） 

上野市長、道塚副市長、吉田教育長、川村企画財政部長、福島総務部長、 

高橋市民環境部長、中屋保健福祉部長、駒形建設部長、福田秘書課長、 

志村市民課長、近藤主査、十河主事、高山主事 

 

３．連合自治会長あいさつ 

◆永山会長 

 第１住区連合自治会長の永山です。本日は何かとお忙しいところ、市長さんはじめ、

幹部の皆さんにお越しいただき、誠にありがとうございます。 

今年を振り返ってみますと、前半はボールパークで盛り上がりまして、後半は 9月

上旬に台風、地震、2 日間にわたる停電という、未曾有の災害に見舞われまして、市

にとっても、住民にとっても色々な意味で大変な年であったと感じているところです。 

今日は普段あまり話す機会のない市幹部の皆さんと肩肘張らずに懇談していきた

いと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

４．連合自治会役員等紹介 

◆永山会長 

 本日の出席された役員を紹介いたします。改めまして、会長の永山です。副会長の

所さんです。会計部長の吉村さんです。交安防犯部長の西野さんです。親睦行事部長

の波多さんです。元連合自治会長の高原さんです。監査の横山さんです。北進団地自

治会総務担当の笹原さんです。広葉町３丁目自治会会長の小林さんです。栄町自治会

の福祉・防災担当の三國さんです。広葉町３丁目自治会副会長の柴田さんです。 

 

５．市長あいさつ ～巻頭にあいさつ文掲載～ 

 

６．懇談テーマ・懇談（当日配布資料の要旨抜粋） 

◆永山会長 

・災害対策について 

 9月 5〜7日にかけて台風、地震、2日間にわたる停電と未曾有の災害に見舞われた。

特に地震と停電については経験したことのない規模で避難所生活、仮設住宅入居とい

うことも今後一層現実のものとなりつつある。今回の災害を踏まえ、今後想定される

大災害に対し以下の点をお聞きしたい。 

1. 市の住民に対する広報活動の徹底 

 ※ 災害から短時間での広報車の回遊、インフラの的確な見通し情報 

  ※ 各世帯対応の防災無線の整備 

2. 冬期災害に対する避難所の暖房対策 
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 ※ 特に停電時の暖房対策（発電機による温風暖房） 

3. 市営住宅、UR 住宅の積極的活用 

 ※ 仮設住宅建設となると最低1〜2ヵ月かかるので避難所生活軽減のため（今回、

道、札幌市は即対応） 

4. 各自治会（町内会）に対する避難所開設とその運営についての普段からの周知、

徹底 

 

○福島総務部長 

 災害時の住民に対する広報活動についてでありますが、現在のところ、広報車、ホ

ームページ、SNS、ラジオ、テレビ等の活用により周知を図ることとしておりますこと

から、現状では市内の全ての世帯に防災無線を設置することは考えていないところで

あります。なお、このたびの胆振東部地震に係る対応におきまして、広報車の放送内

容が聞こえにくいとの苦情が複数件寄せられておりますことから、広報車の増車や広

報の方法も含め、災害対応の検証をしていく中で今後の対応について検討してまいり

たいと考えているところであります。 

 災害時における電気、ガス、電話回線等に係る情報につきましては、市としまして

も各企業に照会をして得られる以上の情報を有していないことから、現状把握による

広報となることにつきましてはご理解をいただきたいと考えております。 

 冬期の災害時の暖房対策についてでありますが、市では、電気を使わないポータブ

ル石油ストーブ 168 台、ジェットヒーター10 台のほか、20 台の発電機を備蓄してお

り、発電機につきましては今後も備蓄数を増やしていきたいと考えております。 

 また、この度の胆振東部地震におきましては、国や企業の協力により 3台の発電機

をお貸しいただきました。このような災害時の協定、協力関係の構築につきましても

充実させてまいりたいと考えております。 

 9 月 6 日に発生した北海道胆振東部地震により、最も被害が大きかった大曲並木地

区において、13 軒の住宅に危険判定が出たことから、被災された方々に対して市営住

宅 3戸をはじめ、UR 住宅、道営住宅の空き状況を確認するなど、住宅提供の準備を進

めておりました。また、これと並行して行った転居希望の個別調査では、被災された

方々のほとんどが大曲地区内での転居を希望されたため、「みなし仮設住宅」制度を

適用して、希望に沿った民間の賃貸住宅を提供して、賃料 2年間のほか敷金・礼金・

仲介手数料等を無料とし、生活再建への支援を実施しております。 

 今後に向けましても、被災時には喫緊な対応が必要なことから、今回と同様に、Ｕ

Ｒ住宅や市営住宅等の積極的な活用を第一に考えるとともに、民間の賃貸住宅の準備

も進めてまいります。 

 避難所開設等の平常時の啓発につきましては、避難所の運営方法や留意点を掲載し

た「避難所運営マニュアル」を市のホームページで公開しているほか、出前講座等の

実施により周知を図っているところであり、今後も継続してまいりたいと考えている

ところであります。なお、出前講座として 11 月 4 日に広葉町 3 丁目自治会の主催に
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より「いこ～よ」において避難所開設を含む訓練を実施する予定であります。 

 

◆市民 

震災時の広報について、広報活動の徹底というよりも、適確な情報の提供をお願い

したいと思います。やはり、声・スピーカー音が小さく、何を言っているのかわから

ないです。やむを得ず外に出てみると、若い職員が３名広報車に乗って一生懸命放送

していたのですが、外に出てようやく何を言っているかわかるような音量でした。夏

場であれば窓が開いているからよく聞こえると思うのですが、今回は季節の狭間だっ

たため、どの家庭も窓を開けていないでしょうから聞き取れていないと思います。ま

た、内容についてですが、2 日目に聞いたのが「学童クラブと児童センターは明日か

ら通常通り稼動する」という内容でした。子どものいる人たちにとっては大切なこと

かも知れませんが、それよりも停電はいつ解消されるのか、水の心配はないのかとい

う情報を広報すべきです。掴みづらい情報もあると思いますが、本当に有意義な情報

を的確に伝えるということが行政の広報における使命だと思います。 

次に、冬場対策としてストーブ等を用意しているということですが、燃料はどうし

ているのかお聞きしたいと思います。「いこーよ」の実態を聞きますと、燃料がなく

て、慌てて買いに行ったと聞いております。更に備蓄しているはずの水もなかったと

も聞いております。備蓄品も含めて、特に冬場のことを考えたら燃料対策が必要だと

感じました。 

次に、昨年の市政懇談会で災害に関する話題の際に、避難所の開場を誰がするのか

を質問して「今は決めていませんが、すぐ駆けつけられる人員を配置する」というよ

うなお答えをいただいたと思います。しかしその後、どなたが配置されたのかという

のは聞いていません。更に今回、「いこーよ」に最初に駆けつけた人は職員の方ではな

いということを聞いております。そういう形で回答されたのに、どうなっているのか

と不安に感じました。 

最後に避難所運営マニュアルについてです。大事なのはマニュアルをもとにして、

できるだけお金を使わずに地域の自治会、町内会を巻き込んだ運営体制をどのように

構築していくのかだと思います。このことから、マスタープランを作って、年に 2～

3 回訓練などをしながらノウハウを構築していくことが必要かと思います。また、こ

の方法であればお金はあまり掛からないと思います。 

 

○福島総務部長 

 まず広報についてですが、「はっきり聞き取れない」というご意見は既に他からも

寄せられております。そこで当市としましては、広報車の増車を現在考えております。

また、広報の仕方につきましても、「ゆっくり走る」「一度停まって話す」などの方法

を整備できるよう、検討を進めなければならないと考えております。いずれにしても

情報の内容と伝達方法につきましては今回の経験を踏まえて検討してまいりたいと

思っております。 
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燃料につきましては、停電だったことから自家発電がないガソリンスタンドでは燃

料の供給が一時ストップしておりました。そこで、自家発電を持っているスタンドか

ら、優先的に市に燃料を提供するという申し出がございまして、それ以降に市で燃料

を確保して避難所運営に利用したところです。 

避難所の開設についてですが、午前 3 時 30 分に市の指定管理者が開錠し、職員は

3時 40 分に到着して開設準備に入ったという報告を受けております。 

避難所運営マニュアルですが、ノウハウを構築する・広めていくというのは大変重

要なことであると認識しております。現在、出前講座を各地区で年間数十回も実施し

ているところですが、この度の震災を受け、11 月 4 日に「いこーよ」で避難所開設を

含む災害に対する備えなどについて、出前講座を開催する予定にしておりますので、

ぜひ参加していただければと思っております。 

 

○道塚副市長 

 私の方から燃料及び飲み水の関係について補足させていただきます。「いこーよ」

に当初から配置していたかは把握しておりませんが、ポータブルストーブに使用する

灯油及び飲み水につきましては、当市で備蓄しております。 

 

◆市民 

 災害ということであれば、消防が動くはずだと思いますが、今回は一度も動いてい

ないように感じました。広報車で回るよりも消防車で回って広報したほうが効率的だ

と感じました。なぜ回ってこなかったのかお聞きいたします。 

 

○上野市長 

 消防はパトロール専門で今回の災害対応をしておりました。特に大曲での住宅損壊

などの対応の影響で広報には手を回せなかったというところですが、やはり広報の重

要性ということもございますので、引き続き対応を検討していきたいと思います。 

 

◆市民 

 冬季の場合は体育館が避難所となっていますが、「いこーよ」の体育館は大変古く、

防寒工事というのは特にやっていないと思います。そのような場合、体育館の温度を

十数度まで上げるためにジェットヒーターを使っても 3時間ぐらいかかります。答弁

の中で、ポータブルストーブが 160 個程度用意されているということですが、体育館

のような規模だと暖まるまで相当時間が掛かりますし、何よりむしろ有害ガスを心配

しなければならないような状態に陥るのではないかと思います。このことから、体育

館を暖房するのであれば発電機を使ってジェットヒーターを使用しなければ、相当な

時間寒いのを我慢しなければならないのではないかと心配しております。 
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○福島総務部長 

 この地区の避難所につきましては、広葉中学校、「いこーよ」、すみれ保育園となっ

ております。そのうち広葉中学校の体育館と「いこーよ」の体育館につきましては、

外部電源で大型非常用発電機を繋げることができる設備になっております。今回は 2

日弱の停電でしたが、例えば冬場やもっと長時間停電になるような場合につきまして

は、大型非常用発電機を外部から繋いで体育館の暖房機をそのまま使う方法も考えて

いるところです。ただし、外部電力を繋ぐまでには、どうしても１日前後かかってし

まいますので、その間につきましては、先ほど言いましたポータブルストーブなどで

対応するということを現在考えているところです。 

 

◆市民 

 7 年前に千葉で震度５強の震災にあいまして、相当横揺れが酷くて大変な思いをし

ました。八千代市というところは８万８千世帯くらいある市ですが、この震災に対し

て積極的に広報活動をやっていた記憶がありません。今回の震災時に北広島市の職員

は初めての経験の中、不眠不休で色々な活動をしていただきました。本当にありがと

うございます。北進団地はＵＲが持ち主ですが、空いている部屋が多いので、災害時

に仮住まいを提供するように申し入れをしています。また何かございましたらご協力

できればと思います。 

 

７．自由懇談 

◆市民 

 市の広報に児童虐待という話題が載っていました。市では毎年、要保護児童対策協

議会というものを開催しており、その中で児童虐待の相談件数被害状況等が報告され

ておりました。私は毎年、虐待の対策ばかりしても虐待はなくならないとお話しして

おります。それは虐待・ＤＶが生まれる前に防止するための啓発活動がかなり不足し

ているというのが実態だと思っているからです。私は人権擁護委員でもあるため、啓

発活動に取り組んでいますが、まだ不足している状況です。昨年において市内中学校

で実施した啓発活動として、2 校に対して人権教室の中で講話しましたが、やはり、

市をあげて児童虐待を防止するために、まずはＤＶ防止に向けた啓発活動を実施して

いただきたいと思います。なぜＤＶを先に防止する必要があるかというと、ＤＶと虐

待は「力による支配」ということが考え方の根底にあり、ＤＶから児童虐待に繋がっ

ているからです。ＤＶ家庭になれば子どもをしつけと称して当たり前のように虐待が

始まります。さらに悪いことに、子どもが目の前で親同士のＤＶを見ることになりま

す。この面前ＤＶというのは身体的虐待よりもダメージが大きいと言われています。

また、精神的虐待の約７割を面前ＤＶが占めるようになりました。ぜひ市をあげて、

将来の子どものことを考え、ＤＶを生まないための予防教育を徹底していただきたい

と思います。 

また、デートＤＶ白書というのがありますが、ＤＶだと知らずに育っていくとＤＶ
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から虐待へ移行していくという部分の考察が書いてあり、やはり小さいときに学習を

してもらうことで防止できるのではないかと思います。発達段階から考えると、中学

2 年生ぐらいを対象にしたデートＤＶ防止に向けた啓発をしていく必要があるのでは

ないかと思います。先ほど住みよさランキング 5年連続 1位というような話がありま

したけれども、こういった子どもの環境の改善に向けて市政運営ができればより一層

住み心地のいいまちになっていくのではないかと思います。ぜひこういう形で取り組

んでいただければと思います。 

もう 1点、ＷＨＯ（世界保健機関）がゲーム障害を疾病として認定する方針を出さ

れております。それは世界中の子どものゲームに対する依存症がいかに増えているか

という証だと思います。昨年、市の主催で子どもとメディアについて説明会がありま

した。多くの方が参加され、特に学校の先生や保育関係に携わる参加者が多く、非常

に良かったと思います。しかし、こういう問題は 1回説明する程度で意識を変えるの

は難しいです。隣の江別市については、2 年連続で市内全中学校に対し、電子メディ

アに対する子どもの生活について啓発を続けており、おそらく今後も啓発を続けてい

くと思います。 

また、電子メディアについては子どもの学力においても重大な影響を及ぼします。

2 時間勉強して 4 時間スマートフォンを使うと、勉強を何もしていないことよりもさ

らに学力が低下しているという統計があります。おそらく電子メディアの発するブル

ーライトによる影響だと思います。このことから、多くの自治体で子どもや親が、ど

のように電子メディアと関わっていくかということをテーマにした取り組みが進ん

でおりますので、ぜひ当市でもそういった取り組みをしていただきたいと思います。

千歳市さんでも既に取り組んでいます。厚真町の教育委員会でも取り組んでおります。

教育長は横山さんという方をご存じだと思いますが、その方が主導して全町を挙げて

取り組んでいるところです。 

今後、この 2点について取り組むという情報などがあればお聞かせ願いたいと思い

ます。 

 

○吉田教育長 

 子どもたちの現状を憂えて様々な方策をとることが必要だというのは同じ考えで

あり、大変重要なご指摘をいただいたと思っております。まずは私どもの知り得る範

囲でお話しさせていただきたいと思います。 

まず児童虐待防止について、皆さんもご承知のように暴力の連鎖が起きる多くの要

因は、家庭で起きている暴力から始まっていることが挙げられると思います。殴られ

て育てられた方が親になり、また子どもに対して暴力を振るって、それが連鎖してい

くことや、貧困等の関係などが挙げられると思います。この家庭内で起きていること

を市が直接関与して止めるというのは難しく、問題が起きたら何らかの対処をすると

いう、いわゆる後追いになっているのが現状ではないかと思っています。このことか

らも予防的な教育が大事であると認識しており、教育現場において、保健体育の授業
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などでＤＶについて教科書の中にもありますので、授業に盛り込むなどの形で取り組

んでいます。また、出前の事業などにより、人権擁護委員の方や警察などが学校で行

って啓発しているところもあります。実際には学校教育のため、どうしても時間数が

限られているものですから、授業の一環という形で学校が選択しながらＤＶに関する

学習を実施しているところであります。しかし、十分に啓発できているかと言うと、

デートＤＶなどについてはあまり中学校では啓発が進んでいないと思います。中学生

からデートＤＶの啓発をしてはどうかというご提案がありましたので、可否や方法に

ついて検討したいと思いますが、高校生については、道教委が資料を作って高校に配

布し、高校生からデートＤＶに対する啓発を進めているところであります。また実態

として、児童相談所等に事例があっても、学校や市に情報が回ってこないこともあり、

情報共有の有り方も一つの課題だと思っております。いずれにしても、虐待について

啓発が不足しているということですので、市であらためて研究していきたいと思って

います。 

2 つ目のゲーム障害について、ＷＨＯが病気として認定しようとしていることはお

伺いしているところであります。市内だけでなく全国的に見ると、ＳＮＳやスマート

フォンのゲーム、ゲーム機によるゲームなどで相当の時間を費やしている子がいると

いうデータを見ておりますので、一定のルールを考えることが大事だと思っておりま

す。先般、市内ＰＴＡで研究大会がありまして、その中でもＳＮＳなどのメディアと

の付き合い方について研修を受けておりました。また、第 4住区では健連協が中心と

なり、学校を会場にしてメディアについて考えるという事業を 4年ほど続けていまし

て、保護者や地域の皆さんも参加してくださって地域で標語を作っております。事業

を継続して実施することにも意義がありますし、学校やＰＴＡ、健連協などが中心と

なりながらメディアとの関わり方について考える地区が、随所にできております。 

この 2点につきまして、市でももう少し力を入れるべきだというご指摘は真摯に受

け止めたいと思います。また、ＤＶもゲーム障害も、教育委員会だけではなく、福祉

の領域や関係団体との連携も必要かと思いますので、その辺ももう少し詰めて研究し

てみたいと思っているところであります。 

 

◆市民 

 まず集会所についてですが、市としては将来この施設をどのように考えているのか

お聞かせ願いたいと思います。 

次に、「いこーよ」のグラウンドについてですが、桜の木を植えていましたので、今

後も樹木を植え続けていくのかと思って見ておりましたが、今年は桜を植えていない

ようです。市に対して話を聞いたら、このグラウンドの利活用における将来像ははっ

きりしていません。また、このグラウンドは避難所になっていますが、雨が降るとグ

ラウンドに降りる階段から下は、水はけが悪くて水溜りになっており、車いすなどで

入ることはおそらく無理です。時間をかけて水が引いた後も、ぬかるみは残っていま

すので、避難所として 300 人程度が避難するのは難しいと思います。ともかくグラウ
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ンドの将来設計はどうされるつもりなのか、お聞きしたいと思います。 

また、直接市とは関係ないのですが、輝美町に道営団地がありまして、その道営団

地が将来どうなるのか、情報を知っていれば、お聞かせ願いたいと思います。 

 

○高橋市民環境部長 

 集会所につきましては、市内にも多数の集会所があり、それぞれ築年数がかなり経

過していることやバリアフリーの関係、時代の変化に伴う使いづらさについても課題

となっております。このことから、住民集会所を含めた施設につきましては、公共施

設の総合管理計画の中で今後の方針を定めていくこととなっております。私ども市民

環境部はたくさんの施設数がありますので、再編も含めてどういった形で整備をして

いくかという計画をできるだけ早期に立てたいと考えております。築年数や利用頻度

などにより優先順位は変わりますので、まずは施設の状態を市で整理させていただき、

整備の進め方を利用している地域の皆様方とご相談しながら考えていきたいと思い

ます。 

次に「いこーよ」のグラウンドの関係ですが、今年度から指定管理者に施設の管理

をお願いしておりまして、今後のグラウンドの活用について、指定管理者と共に考え

ていきたいということで、去年は回答させていただいておりました。 

その後、指定管理者からも雨が降った後のグラウンドの状況を報告いただきまして、

私どもも現場を見に行き、側溝をできる範囲で清掃して水の流れの改善を図りました。

しかし、おっしゃるとおり、グラウンド入口側についてはどうしても傾斜等の影響に

より水が溜まってしまうという状況がありました。そこで来年度以降の予算要求時に

改善に係る費用の要求していき、何らかの対応ができればと考えているところです。

いずれにしても活用については、まだ検討時間が必要かと考えております。 

 

○駒形建設部長 

 輝美町の道営住宅について、平成 24 年から全部で 32 棟ございますが、そのうち 16

棟の用途を廃止するということで、平成 24 年から住んでいる住民の方々に、説明会

を行い、移転誘導する中で用途廃止を進めているという状況です。市といたしまして

は、用途廃止した後の道営住宅跡地をどういう形で活用するか、北海道に対する要望

書の提出や打ち合わせをさせていただいておりますが、まだ用途廃止した後の土地利

用計画について、お示しできないというお返事をいただいているところです。32 棟の

うち用途廃止しない 16 棟については、引き続き維持管理していくとお聞きしており

ます。 

 

◆市民 

 「いこーよ」の多目的広場の活用について、立地としては非常に良い場所に多目的

広場がありますが、条件的に非常に使われにくいという環境でもあります。去年に「桜

の会」で桜の木を植えましたが、今年も植えたいということで市にお話ししたところ、
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まだ活用の方向性が定まっていないから許可できないということでした。市の方とし

ても、活用における検討委員会のようなものがなければ方針の出しようがないのでは

ないかと思います。そこで第 1住区連合自治会と市で、この地域をどうしていくのか

議論する場があれば、方向性も早く出るのではないかと思います。ぜひ検討委員会の

ようなものを作っていただけるよう、検討をお願いいたします。 

 

○道塚副市長 

 現在は指定管理者と話し合いを行っているものですから、その辺の状況も踏まえる

ことにはなりますが、検討委員会を立ち上げてはどうかというご提案をいただきまし

たので、そういった形も視野に入れて検討させていただきたいと思います。 

 

◆市民 

 指定管理者がどこまで判断できるかというと、今年の場合を考えると実質、市の判

断ということで聞いています。つまり指定管理者は管理委託を任されているけれども、

使用方法や体制の変更などに関する判断は任されていないというように理解してい

ますが、それが正しいか確認したいと思います。 

 

○高橋市民環境部長 

 市の施設ですので、何かあれば指定管理者から私どもにご相談をいただいて、協議

のうえ判断していくという形になると思います。実際に管理していただいております

ので、利用者の声も含めてグラウンドをうまく活用していくような新たな発想を出せ

るようお願いをしているところです。いずれにしてももう少しお時間をいただき、先

ほど提案がありましたような形も視野に入れて、皆さんとお話しができるような状態

にできればと考えておりますので、ご理解をお願いしたいと思います。 

 

◆市民 

この集会所を今後どうするのかという話に戻りますが、2 年半ほど前に夢プラザで

説明会があったときに、公共施設が全部で約 200 施設あると聞いた気がします。当然

耐震性に優れた建物もあれば、築 50 年経っている建物もあると思います。2年半前か

ら全然進んでいないのではないかという話をしたいわけではありませんが、いま一度、

担当レベルでもいいので、この集会所について第 1住区連合自治会側との話し合いを

持って、生の声を聞いていただきたいと思います。 

 

○高橋市民環境部長 

 この集会所と同等の施設で言えば、市内に全部で 42 箇所ございます。おっしゃっ

たのは夢プラザで開催された公共施設全体の説明会のことだと思います。公共施設等

総合管理計画というものは既に整備されておりますが、今後はその計画に基づいて、

それぞれの施設の個別計画を立てていかなければならないと考えております。現在、
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準備を進めさせていただいておりますが、再編も含めて、色々な視点で方向性を出さ

なければならないと考えておりますので、検討に向けて実際に利用や管理されている

方の声を聞いていくことになっていくかと思います。また、今後の施設をどのように

していくのかという部分ですが、施設の備品等の管理上で、ストーブが壊れた場合な

ど、細かな修繕が発生した際には当市の予算範囲内で修繕対応をしていくことになり

ますので、設備の不具合等がございましたらご相談いただければと思います。 

 

◆市民 

 話が戻りますが、災害対策で各世帯単位の防災無線の整備は考えていないというこ

とですが、自治会単位の防災無線ということであれば可能でしょうか。 

 

○福島総務部長 

 現在、市の方では防災無線を所有しており、市役所、消防、一部公共施設、出張所

などに設置しているところでございます。自治会単位で防災無線を整備してはどうか

というご意見ですが、現在の所は予定していないところです。防災無線以外にも広報

の種類はいくつかあります。例えば支柱にスピーカーをつけて放送する方法や各家庭

に端末を設置して有線で結んで放送するなど、大きな費用をかけて整備しているとい

う自治体があるということは聞いております。 

 

◆市民 

 トランシーバーのようなものは使えないのでしょうか。自治会長 1人に 1つ預けて

も 40～50 個あれば団地を全て網羅できるような気がするのですが。 

 

○福島総務部長 

 トランシーバーなど無線以外の方法でも、ラジオや緊急エリアメールなどの活用が

可能です。市から北海道に情報を流せば指定したエリアで携帯を持っている方に対し

て、一斉に情報が提供されるという方法もございます。当市では、平成 26 年の大雨

により、東部地区の方に対してエリアメールを使って情報提供したこともあります。 

 

◆市民 

 今回の震災においては広報車での広報だけだったと思いますが、年配の方も非常に

多くなっており、耳が遠い方がたくさんおられます。このことから、広報車で情報を

伝えるよりも自治会単位で情報を降ろしていくのが一番低コストでスムーズにいく

と思います。そういう方法の検討もぜひお願いしたいです。 

 

○上野市長 

 伝達方法というのは、非常に難しい部分がありまして、今回の経験を踏まえて検証

しているところです。市内の全自治会となれば約 160 台の無線機を備えなければなり
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ませんし、自治会長全員が意識を持って取り組んでいただければ、いい方法だという

ふうに思いますが、実態としては温度差などによりなかなか難しいものと考えており

ます。いずれにしても、どのような伝達方法が一番いいのか、検証の中で考えていき

たいと思っております。 

 

◆市民 

 今回のような停電があれば、ラジオ放送や携帯電話での情報提供は難しいと思いま

す。また、自治会では台風の後と地震の後に要支援者宅を全て回って安否の確認をし

ましたが、停電しているとインターホンが鳴らないことがわかりました。結果として

は安否確認が 100％できませんでした。このことから、この度、自治会で拡声器を購

入することにしました。 

無線的なものがあれば早い段階で状況をつかむことが可能になりますので、ぜひ検

討していただきたいと思います。市長がおっしゃるように、自治会によって温度差が

あるので費用対効果は一概に言えないのですが、今回のような停電が続いたときは、

かなり効果を発揮すると私は思います。あとは各自治会で情報伝達するなり、安否確

認をすれば非常に速く動けるのではないかと思います。 

 

○福島総務部長 

 現在検証作業を進めているところでございます。大変貴重なご意見ということで持

ち帰りさせていただきます。ありがとうございます。 

 

◆市民 

 話が変わりますが、水道のインフラについてお聞きします。ちょうど団地の造成を

されてから、50 年ほど経過しております。札幌市から北広島市へ引っ越してきた方か

らは、「北広島市の水道料金が高い。どうしてこんなに高いのか」という声がありま

す。水道の現状と、5年、10 年、20 年先の展望をお聞きしたいと思います。 

 

○道塚副市長 

水道についてですが、本来、水道部長が詳しいことをお話しできればいいのですが、

今日は来ていないので、私の方からわかる範囲で回答させていただきます。将来の水

道のあり方については、水道の審議会で検討していただくこととなります。現状も踏

まえ、今後どのような形で水道管の取替えを含めた設備等の投資をしていくかを決め

たうえで計画的に進めておりますが、まだ完全な状態ではありません。水道料金で言

えば、職員数を減らす、委託できる業務は委託するなど、なるべく水道利用者の負担

をかけない形で進んできました。そのような状況で、料金が高いと思われている理由

は、当市に水源がないため他市から引っ張っているということと、他市町村と比べる

と水道の事業を始めたのが遅いものですから投資にどうしてもお金がかかったとい

うことが挙げられると思います。料金の推移としては、北海道内でちょうど中間に位
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置しておりまして、20 年近くは値上げをしていないと思います。引き続き、できる限

り現状の金額を維持する形で、頑張っていきたいと思いますが、人口の減少などに伴

い、水道を使われている量自体が減ってきている状況もありますので、今後の値下げ

についてはお約束できないということをご理解いただければと思います。いずれにし

ましても、今後の水道の審議会で審議していきながら今後について検討させていただ

きたいということで考えております。 

 

◆市民 

 いじめの問題について、28 日の道新の記事で、携帯電話を介したいじめがこの 3年

間で 60％増加したという衝撃的な内容が掲載されていました。その理由として、スマ

ートフォンが急速に子どもの間にも拡がっているということが挙げられます。そのい

じめにより自殺を図ったというケースもあり、いじめは中学２年生あたりがピークと

いうデータもあります。ＳＮＳを介したいじめは大人の目が届きにくく、更にネット

ということもありいじめが広がっていくことになり、ターゲットになった子どもは耐

えられなくなって自殺をしてしまうほどに追い込まれていきます。その傾向を受け、

北海道では平成 26 年 12 月に「北海道子どもの生活習慣づくり実行委員会」というも

のを立ち上げ、子どもの生活習慣を定着させるために「どさんこアウトメディアプロ

ジェクト」というものをスタートさせています。実際にはノーゲームデイなど、地域

や学校を挙げてルールを設けて取り組んでいくようなプロジェクトになっておりま

す。こういった運動が、犠牲者を出さない、生まないというところに繋がっていくと

思います。また、地域の取り組み例の１つとして、千歳市ＰＴＡ連合会では「千歳市

家庭生活宣言」ということで、親子で取り組む規則正しい生活のルールを記した宣言

を作っております。いじめ防止という観点から、特に中学生がＳＮＳを使ったいじめ

を防止するために効果的であると考えております。また、ＳＮＳは一番の盲点でもあ

ると思いますし、近くでこういった取り組みもありますので、ぜひこの地域でもこう

いった取り組みができればいいと思っております。意見です。 

 

○志村市民課長 

 ご意見ということで伺わせていただきます。 

 

８．閉会 ～巻末にあいさつ文掲載～ 
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平成 30 年度 市 政 懇 談 会 

大曲地区連合町内会 

平成 30 年 11 月 2 日（金）18：30～ 

ふれあい学習センター（夢プラザ） 
出席者 53 名（連合会 39 名、市側 14 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開催次第】 

１ 開会 

２ 市出席者紹介 

３ 連合町内会長あいさつ 

４ 連合町内会役員等紹介 

５ 市長あいさつ 

６ 懇談テーマ・懇談（各テーマごとに懇談） 

① 大曲中央通の拡幅と矢印信号の増設について 

② 団地内の交差点の事故防止について 

③ 駐車場造成工事に伴う隣接住民被害の救済について 

７ 自由懇談 

８ 閉会 
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１．開会 ～省略～ 

 

２．市出席者紹介（司会より総会。以下、市出席者） 

 上野市長、道塚副市長、吉田教育長、川村企画財政部長、福島総務部長、 

 高橋市民環境部長、中屋保健福祉部長、駒形建設部長、高橋大曲出張所長、 

 福田秘書課長、志村市民課長、近藤主査、十河主事、高山主事 

 

３．連合町内会長あいさつ 

◆森会長 

 こんばんは。連合町内会長の森です。よろしくお願いします。今日は市のほうも十

分な体制で来ていただき、ありがとうございます。今日は遅くにこの市政懇談会に来

ていただき大変だと思いますが、よろしくお願いしたいと思います。 

本日は町内会から 3点ほどテーマを出しております。それについて市より説明をい

ただきますので、住民の方は何か意見がありましたら、お話しをしていただきたいと

思いますし、その他のご意見などもありましたら、この市政懇談会は年に 1度の機会

ですので、ぜひお話しいただいたいと思っております。 

また、連合町内会では、この他にも例年要望書を出しており、既にご回答いただい

ておりますが、その点については町内会長会議で説明させていただきたいと思ってお

りますのでよろしくお願いいたします。本日一日、よろしくお願いいたします。 

 

４．連合町内会役員等紹介 

◆森会長 

本日の出席された役員を紹介いたします。副会長の坂井さんです。総務部長の長谷

川さんです。会計部長の太田さんです。庶務担当の堀川さんと山岸さんです。会計の

堀尾さんです。会計監査の谷本さんです。 

 

５．市長あいさつ ～巻頭にあいさつ文掲載～ 

 

６－①．懇談テーマ・懇談（当日配布資料の要旨抜粋） 

◆市民 

①大曲中央通の拡幅と矢印信号の増設について 

 商業施設の増大により、大曲中央通の渋滞が続いており、近くの住民、車両等の出

入りに大変苦慮している状態である。また、大曲中央通、羊が丘通の交差点に矢印信

号が無い為、札幌方面への通行が常に渋滞している状態である。 

 

○高橋市民環境部長 

 大曲中央通についてでありますが、大曲幸地区の羊ヶ丘通の沿道には大型商業施設

が集積しており、年間 1千万人の方が訪れ、特に土曜日、日曜日、祝日などショッピ
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ング等で多くの方がこの地区に来られることから、時間帯によっては一時的に大曲中

央通の右折待ちが増え、渋滞の原因になることは十分に考えられます。このようなこ

とから、当該路線の渋滞の可能性と地元住民の不便となる状況を未然に防ぐためにも、

右矢印信号の設置を厚別警察署に要望してまいります。 

 また、大曲中央通と国道 36 号の交差点部につきましては、本市も参加する札幌都

市圏渋滞対策連携会議の中で、当該道路も含めた北広島インターチェンジ周辺の渋滞

要因の分析と対応を検討するため、交通量調査等を行っているところであります。こ

のような中、本市といたしましては当該道路を管理する北海道に対して、毎年実施し

ております社会資本整備要望において国道 36 号との交差点部の拡幅・改良を要望し

ているところでありますが、今後は今回ご指摘いただいた羊ケ丘通との交差部も含め、

要望をしてまいりたいと考えております。 

 

◆市民 

 皆さんも何度か通られていると思いますが、最近は土日に限らず、平日も渋滞が多

く、特に夕方になりますと両方の車線が渋滞して、車が進まないという状況にありま

す。先ほどのあいさつで市長もおっしゃっていましたボールパークについては、2023

年 3 月には完成する予定ですが、完成すればさらに市内の道路渋滞は悪化すると思う

ので、できるだけ早急に対策していただきたいです。 

また、矢印信号について、特に札幌方面には全然進めない状況が続いていますので、

早急に厚別警察署に対して交渉をお願いしたいと思います。特に私は町内会の会議が

あるごとに住民の方から苦情が出ていますので、早期改善を望みます。 

 

○高橋市民環境部長 

 交通規制につきましては、私どもではなく公安委員会の判断が必要になりますので、

いただきました内容も含めて、要望の中で伝えてまいりたいと考えております。 

 

６－②．懇談テーマ・懇談（当日配布資料の要旨抜粋） 

◆市民 

②団地内の交差点の事故防止について 

 団地内交差点に太い白線、細い白線の十字線が引かれていますが、分かりづらい為、

優先道路の区別がつかずどちらも優先道路と思って通行してしまい、事故が発生して

いるのが多々あります。団地内事故防止の為に一時停止標識、徐行の標識の設置をお

願いしたい。 

 

○高橋市民環境部長 

 団地内の区画道路の交差点についてでありますが、区画道路（通称：生活道路）の

幅員がほぼ同じくらいで、行き合わせる場合につきましては、お互いが直進車の場合

は「左方向」から来る車が優先され、曲がろうとする場合は、直進車が優先されるこ



- 60 - 

とと道路交通法に定められております。また、明らかに片方の道路幅が広い場合は、

広い道路を走る車が優先されることになります（道路交通法第 36 条：左方優先）。 

  一時停止等の交通規制については、警察庁の交通規制基準によりますと、次のい

ずれかに該当する道路が対象となります。 

① 「屈折、勾配、道路工作物等により左右の見通しがきかない交差点」 

② 「多岐交差点等その形状が複雑な交差点」 

③ 「出会い頭等の交通事故が発生するおそれのある交差点」 

④ 「その他交差点の優先関係を明確にする必要がある交差点」 

 このような条件の交差点でなければ、一時停止等の標識を設置することはできない

こととされています。 

 区画道路内の交差点におきましては、このような条件に合致する箇所については一

時停止等の標識は設置することは可能となりますが、一般的に区画道路は双方の路線

の幅員が同じである場合が多く、優先・非優先の区別がないため、左方優先の交通ル

ールを順守していただくことになります。 

 したがいまして、設置基準に合致しない交差点においては、一時停止等の規制標識

の設置は困難であることをご理解願います。 

 

～再質問・意見なし～ 

 

６－③．懇談テーマ・懇談（当日配布資料の要旨抜粋。追記有。） 

◆市民 

③駐車場造成工事に伴う隣接住民被害の救済について 

 大曲時の街町内会から、連合町内会に相談がありましたので、テーマのひとつに挙

げさせて頂きましたので宜しくお願いします。 

 駐車場造成工事に伴う風塵被害が発生しましたが業者の対応が悪く、天災に対して

お詫びと弁済はできないと言われました。地域住民としては承諾できないので市役所

として何かできることがないのかアドバイスをお願いします。詳細は時の街町内会の

者に内容を説明させます。 

 

◆市民 

 私どもの町内会と運送会社の駐車場造成工事に伴う調停申し立てにつきましてお

話しさせていただきます。経過につきましては、粉塵、騒音、作業開始時間、更には

自然環境の破壊等に対し、我々の一般的な生活圏をどのように守っていくかというこ

とで奔走してまいりました。その結果、当駐車場は全面アスファルト舗装をして、住

宅地との境界線に植栽をしてもらうという形になりました。160 本ほど植えていただ

いたのですが、非常に小さい木だったため、もっと大きな木が必要だったのではない

かと考えております。現在、2 期の工事が完了し、大型車両の基地という形で大型バ

スや大型トレーラー、冷蔵車が 24 時間フル稼働しております。 
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1 回目の調定が 10 月 25 日にあり、次回は 12 月 13 日となっておりまして、その際

に具体的な被害をわかるような形で業者及び調定員に提出するということになって

います。さらに今後の 24 時間稼動に伴い、今後心配されることとして、何百台とい

う相当数の車両が駐車場に入ることにより、さらに騒音や排ガス、アスファルトの粉

塵、冬期間における除雪作業の騒音、照明、大曲通の交通量の増加に伴う渋滞など、

新たに我々の生活が脅かされるのではないかということで、そのようなことをまとめ

て 12 月 13 日に提出したいと思っています。 

これまでに、何度もこの業者や工事につきまして、ご指導いただきたいということ

で行政までお伺いさせていただきました。当初の私どもの感覚としては、申し立てを

すれば行政の方がやってくれるのではないかと思ってお願いに行ったのですが、1度、

行政が許可した事業に対して行政が介入することはできないということを知り、我々

の要望には適わなかったと感じております。 

また、これから 3期目の工事により、現在、林になっている部分を伐採して、さら

に駐車場を拡大するということを聞いております。ただし、まだ正式に申請が出てい

ないということですので、この場を借り、問題提起を兼ねて質問させていただきます

ので、許可をしないようにお願いしたいと思います。 

そもそも、行政はなぜこの地区にこのような大型の駐車場を誘致されたのかを聞き

たいと思います。自然豊かな文教地区とまで言われたこの地区に、森林を伐採してま

で駐車場を作る必要性が本当にあったのか疑問です。24 時間フル操業した場合の住

民に及ぼす被害から、行政はどのように守ってくれるのでしょうか。今回のように被

害が出たら、地域に住んでいる自分たちで解決しなければならないというのは困りま

す。まず、勝手に決定する前に、住民に対して十分な説明を行ってください。行政、

業者、住民の三者が話し合う機会が必要ではなかったのかと思いますので、今後はそ

のようにお願いしたいです。 

大曲の道路交通のあり方をどのように考えているのかお聞きします。今でも通勤ラ

ッシュの時間にはかなりの渋滞があります。幼稚園のバス、コンクリートミキサー車、

冬は排雪用のトラック・除雪車が大体同じ時間帯に出てしまいます。この大型の駐車

場は何百台という車が出入りしますから、これまで以上に道路状況が悪化してさらに

渋滞するのではないかと思いますし、交通事故の増加なども不安です。このことから、

この辺の交通量の予測調査等をしていただきたいと思っております。 

最後に、この状況は北広島市が進めている「快適な生活環境のまち」に合致してい

ますでしょうか。規則がないから対応していただけないというのは認められないと思

います。なぜ町内会が悪者になって動かなければならないのでしょうか。行政は地域

住民の生活環境の保全が第一ではありませんか。 

この辺を本日はお答えいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○川村企画財政部長 

 まず造成工事において、火山灰等の運搬により風塵が発生し、風向きにより住宅地
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に風塵が飛来してきたということにつきましては、現場を確認して防止策の徹底説明

を求められた方への対応及び住民説明会の開催などを事業者へ指導したところでご

ざいますが、結果として、時の街町内会の皆様が納得するような事業者の対応となら

なかったということは認識しているところでございます。また現状につきましては、

舗装工事等も行われてまいりましたが、会長からお話しがありました諸々の件につき

ましては、市として今後も継続して町内会の皆様のご意向を伺いながら事業者に伝え

ていきたいと考えております。 

またこれまでの経過につきましては、お話しのありましたとおり調停事件として行

われておりまして、市といたしましてもこれまでの状況をしっかり認識しております

が、まずはこの調停により、実情に沿った解決に向かっていただきたいと考えており

ます。 

今後に向けた駐車場拡張等につきましても、事業者にはしっかりと問題点等を市と

してしっかりと伝えながら、町内会と協議をする形を踏まえて、住民の皆様の生活に

影響や心配のないよう、しっかりとした配慮をするよう努めてまいりたいと考えてお

ります。 

その他、交通量も含めた心配点や、今後の 24 時間稼動に対する騒音等の関係につ

きましても、今いただいた意見をしっかり踏まえて、市の方に持ち帰りまして、事業

者の方にも本日の内容をしっかりと伝えてまいりたいと考えておりますので、ご理解

いただければと思います。 

 

◆市民 

 まず今回の問題である大規模駐車場の整備事業についてですが、我々住民は全く意

図を知らない状態で始まった事業です。1 期目の工事が始まった時点では、大曲通に

面するところの工事となっておりまして、今回 2期目の工事ということで、1期目の

約 3倍の土地が造成されております。その際に発生した粉塵等により、今回調停の申

し立てという形で争っているところであります。そこで、この大規模な駐車場の設置

許可が出たのかということを疑問に思っています。この土地は住宅に面するところと

でありますし、正面には幼稚園もあります。そのようなところにこの業者及び駐車場

を造成して土地利用の許可を出したというのを不審に思っています。緑豊かな北広島

市ということで引っ越してきた方が大勢いる住宅地でありますし、そういった環境で

子育てをしたいということで住んでいる方も大勢いる地区でもあります。それが、こ

の駐車場ができたことにより、緑豊かな牧草地は無くなり林が伐採され、更には 3期

目の工事も予定されていて、私たちの環境は脅かされております。なぜこのような事

態になることが想定されているにも関わらず市で許可されたのかお聞きしたいです。

本当に市の計画によってこの事業が進んでいるのでしょうか。 

 

○川村企画財政部長 

 まず、この土地は市街化調整区域というところで、一定の手続きを得たうえで土地
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利用を調整する区域です。今回、土地の所有者より、宅地造成等規制法という法律に

基づいて、建物を構築しない形で駐車場を作るという申請があり、申請内容を審査し

た結果、宅地造成等規制法などの中では、許可可能であるというような形になってお

りましたことから、許可したところであります。 

市が大型駐車場と位置付けて整備しているというような計画ではなく、あくまでも

土地所有者の方が駐車場の整備事業を実施したいという申請により、法律に則って実

施されたというのが現状です。そのうえで工事着手前などに、地域に対する説明不足

や工事実施中における粉塵や騒音等の対策、こういったものが地域と全く意思疎通で

きていないために、現状に至るまで進んでしまったことが大きな問題だと思っており

ます。通常、他の地区での開発につきましても、こういった手順があった際、法律に

沿って許可されております。今回におきましては、その際、地域との関わり等を踏ま

えた中で、どういった状況が起きるのかということの説明や話し合いがうまくいって

いなかったという事例だと思っております。 

 

◆市民 

 今後の 24 時間稼動に伴い、調整区域ということを踏まえて騒音の規制や排気ガス

等の部分について、国の法律や市の条例、規則などに抵触するおそれがあるのかお聞

きしたいと思います。 

 

○高橋市民環境部長 

 騒音等の部分につきましてご説明させていただきます。当市では環境保全指導要綱

というものを作っております。その中で規制基準がありますので、該当となる場合に

は市から指導させていただく形になりますが、現段階でどのような運用がされるのか、

私どもではまだ見えておりませんので、稼動時において基準に該当になるかどうかを

確認させていただきたいと思っております。 

 

◆市民 

 これからの3期目の工事など、これからどうなるのか見えないところもございます。

そういう部分につきましては、市としてしっかりと指導していただきたいと思ってお

りますが、我々としても市に問題提起していくしかないと考えております。このこと

から、市としてもしっかり相談窓口を作っていただいて、今後の心配事を解決してい

ただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

○川村企画財政部長 

 第 3 期といわれる新たな工事については、先ほど申し上げたとおり、まだ申請は出

ていないところです。原理原則論として、申請が出た場合、法律に照らしたときの許

可の可否については粛々と審査をする必要があると思います。しかし、1 期、2 期に

関して、このようなトラブルが起きていることから、事前に地域とどのように関わっ
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ていくかということで、市側として事業者に対し、強く伝えていく必要があるものと

考えております。本日のことも含めまして、皆様からご相談いただいている事情につ

いては、市の関係部署でも共有して、できる限りしっかりと対応してまいりたいと考

えております。 

 

◆市民 

 運送会社の最初の土地造成における緑ヶ丘についてですが、私の町内会としても騒

音や排気ガスなどに対して関心を持っております。実際には夜中にエンジンをかけて

排気ガスを出し続けていたという話も聞いております。また、つい最近洗濯物を外に

干していたところ、洗濯物が真っ黒になったという話も聞いております。やはり騒音

や排気ガスが酷いという実態であります。 

最初の造成時の業者からのあいさつの中で、代表者と思われる方から「冬は雪が 10

ｃｍ以上積もった際に駐車場の周りの道路に沿って除雪します」という話でしたが、

実際には 1回も除雪していません。さらには周りの雑草の除去もしておりません。や

むを得ずに地域住民の方が雑草を刈っているような現状です。大曲時の街町内会の現

状は深刻であることを認識していただきたいと思いますし、私どもの町内会もしっか

り関心を持って状況を見ていきたいと思っております。 

 

◆市民 

 問題になっている造成地の斜め向かいに、既設されている関連会社の駐車場があり

まして、今おっしゃったのはその会社のお話しだったのではないかと思います。その

会社は除雪の他にも、塀を立てるとも言っておりましたが、全部いい加減なことばか

りで、まったく言ったとおりのことをしていませんでした。さらに駐車場だけだとい

う話だったのが、今は説明なしに新たな建物が建って違う形で運用されております。

冷凍・冷蔵車を停めているときには、積んでいる物を冷やすためにずっとエンジンを

かけたまま夜中も停めています。そのため近隣住民の高齢者の方から「夜中にエンジ

ン音がうるさくて眠れない」という声があり、健康被害と言えるレベルで被害を被っ

ており、精神的にも参っておりました。直接関係があるかはわかりませんが、その後

にその方は亡くなられたというお話しも伺っております。 

そして今回のテーマの駐車場については、この問題の駐車場と比べても圧倒的な数

の台数が停まっています。市街化調整区域ということですので、建物とかは一切建て

られないこととなっていると思いますが、その向かいの関連会社と同じように冷凍・

冷蔵車や大きいトラックが停まれば、エンジンはかけたまま、夜中でも運用すると思

います。騒音はもちろんのこと、排気ガス、あとは台数が多いので、駐車場の照明の

照度や向きによる被害が出てくることは明白です。今までの被害も酷かったと思いま

すが、今後は少しでも被害を少なくするために、そういう問題を市はどこまで指導し

てくれるのかをお聞きしたいと思います。 

先ほど道路渋滞の話もありましたが、現状でさえ、1 車線だけでは車体が大きくて
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駐車場入口を通れないので、わざわざ 2車線を潰して曲がっていくというような実態

です。本格稼働前にも関わらずそういう状態ということは、本稼動した際には更なる

渋滞の影響が見込まれ、とても心配です。 

別の形で所有者が農地転用して売ろうと思ったらしいのですが、農業委員会から許

可が下りずに土地を売ることができなかったそうです。しかし、今回の駐車場のとき

にはすぐに農地転用の許可が下りて駐車場になってしまいました。そういった実態が

私たち地域住民の不信感に繋がっていますし、向かいの幼稚園は市街化調整区域であ

るのにも関わらず、建てるに当たってなかなか市から許可が下りずに時間がかかった

と伺っております。業者が地域住民に説明に来た際に、冷凍・冷蔵用の建物を建設す

るということで話されておりましたが、市からは、市街化調整区域ではそういう建物

は現状建てられないとおっしゃっております。市街化調整区域から変更になる可能性

はどの程度あるのか、また、どういう場合に変更になるのかということを現状の段階

でわかっている範囲でいいのでお聞かせいただきたいです。 

 

○川村企画財政部長 

 ただいま伺ったお話しについてもしっかり伝えていきたいと思います。また、最後

の方に質問がございました件について回答いたします。将来この土地が、何でも建て

られるような地域になるのかということについてですが、結論としてはそういうこと

にはならずに、引き続き市街化調整区域という形で運用されていくことになり、市街

化区域になるということはありません。ただ、冷蔵用倉庫を建てるというお話しにつ

いてですが、市側としては、そういった情報は把握しておりません。市街化調整区域

において勝手に建てた場合については違法物件になります。北広島市内にもそういっ

た物件がありますが、市としては処置勧告として是正するように指導対応をしている

ところであります。市は許可する立場ですので、建物を建てるという申請をいただい

たうえで可否について判断をしていますが、現状の運用としては許可するのは難しい

状況だと考えております。振り返ってみますと、皆様と事業者の情報共有がなかなか

できていない結果が、こういった不満に行き着いていることだと思っております。調

停等の中で実情に沿った解決方法が見出されると思っておりますが、今後については、

市側としてもしっかりと状況を把握しながら、今後の話し合いも含めて考えていきた

いと思っております。 

 

◆市民 

 最後に私が言いたいのは、市と事業者と住民で意思疎通が全く取れていないという

ことです。今回の調停の申し立てについては、弁護士に仲介していただいて実施して

いるところですが、円満に解決するには、やはり市と業者と住民で、綿密に打ち合わ

せをしながら解決策を見出していかなければならないと考えております。業者に直接

話そうとしても議論にはならないので、会長には大変申し訳ないのですが、多くの住

民が会長にお願いをして、会長自ら市の方へ何度も足を運んでくれておりました。住
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んでいる我々は業者に対して、これまでの状況や冷蔵倉庫の情報が出たこともあり、

疑心暗鬼になっております。これが一番の問題点になっている話です。 

今後は市としても我々の生活環境を守るために、絶えず時間を決めながら許す限り

何度でも業者を含めて対話をしながら解決策を見出してほしいと思います。また、そ

のためには 1人でも多くの人集まっていければ解決策が出やすいと思います。ぜひと

も市の方で積極的に調整してそういった場を設けてもらいたいと思います。 

 

○川村企画財政部長 

 まさに、今お話しいただいた情報共有の悪さ、不透明さが今回の最大の問題点であ

ると私どもも思っております。住民の皆様にはご苦労をされて調定という手続きの中

で作業を進められていると思います。 

今後につきましては、駐車場拡大の話や建築物の件、夜間のアイドリングストップ

など、実態と今後についてどうなのかを、地域にお住まいの方々からのお話しもいた

だきながら、市としてしっかりと対応を考えていきたいと思っております。 

 

◆市民 

この会社は法律を遵守するという考えはかなり希薄です。実際には建物も建てると

は言っていました。情報では現在大曲工業団地にあるグループ会社が、今後造成した

駐車場に来るという話を聞いています。台数としては 100 台近いと思います。また、

その車両は冷凍・冷蔵車らしく、ディーゼルエンジンです。公害対策されたような乗

用車やトラックはかなり消音されているので排気音も静かですが、この冷凍・冷蔵車

に関しての排気音はかなり大きいです。なので、夜間に稼動するとかなり騒音は大き

くなります。先ほどの方々が言っているとおり 24 時間稼動するつもりです。この会

社に対して易々と許可を出してほしくないです。 

 

○川村企画財政部長 

 市側としては、会社の実態等、内部に対するコメントはこの場ではできかねます。

先ほどから繰り返しになりますが、市街化調整区域の中では建築物等の一定の制限が

ありまして、市側の対応としては、粛々と法に基づいて対応していきたいと考えてお

ります。いかにそういった事前情報を皆様と共有しながら進めていくのかというのが、

今回のポイントだと思っておりますので、いま提供していただいた情報もしっかりと

受け止めて持ち帰らせていただき、検討してまいりたいと思っております。 

 

７．自由懇談 

◆市民 

 ボールパークが決定しましたが、私たちにとって一番不安なのはボールパーク球場

までの交通面です。先ほども別件でお話しが出ましたけれども、この事業が達成され

れば交通量が増えて渋滞が見込まれると思います。それに対し、市の計画としてはど
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のように、いつまでに進めていくのかということを、現時点で決まっている範囲の計

画でも結構ですので、教えていただきたいと思います。また、ＪＲ北海道との調整も

含めた駅の新設についても、どのように進めていくのか、どう考えているのかなど、

その辺をお話しいただければと思います。 

 

○川村企画財政部長 

 私どもとしても一番懸念しているのが交通の問題です。市の方で考えている交通対

策といたしましては、このスタジアムが約35,000人収容のスタジアムということで、

まずはどのような交通体系で来場されるのかを分析しております。その結果、やはり

一番多いのはＪＲの利用ということで考えておりますが、その一方で車での来場もも

ちろんございます。車に関しましては、建物が建っている位置が国道 274 号に近いエ

リアですので、国道 274 号にバイパスで繋ぐ新設アクセス道路を計画しており、2023

年の開業に向けて、計画を進めているところであります。ご心配されております大曲

地区の交通量について、どれだけ流れてくるかという事に関しましては、現状、拡幅

などの計画案はできておりませんが、従来から週末をピークとして混んでいるという

実態も把握しておりますので、国、道、市、ＮＥＸＣＯ東日本との検討・協議のなか

で、大曲地区の大型商業施設とも含めて、車の誘導体系をどうするか考えております。

いずれにしましても、こまめに皆様に対して地域説明会を行う中で情報共有をさせて

いただきたいと思っております。 

 

◆市民 

 前の話に戻りますが、市長に一度時間を作ってもらって、問題の駐車場を視察して

いただきたいと思います。本当に広大な土地で、元々は牧草地でして、秋には牧草ロ

ールがあって鹿やうさぎが通っていました。それがこの地区のひとつの風物詩でした。

それがなくなったことが本当に残念で仕方がありません。ぜひとも市長、一度時間を

作っていただいて是非視察していただければ、我々が言っていることがわかるかと思

いますので、ぜひともよろしくお願いしたいと思います。 

 

○上野市長 

 昔、農政を担当していたこともありますので、牧草地の時代は大体把握しておりま

すが、現状をしっかりと見させていただきたいと思っております。 

 

◆市民 

 北海道全体にも言えますが、北広島市でも少しずつ人口減が進んでおります。北広

島市と近隣の江別市を比べると、子どもたちの活躍に対して市が応援するという姿勢

が少ないと感じました。市内の中学校や高校の生徒が道大会に出ていくような場合、

あるいは美術・芸術関係で北海道に表彰されたという情報を広報に載せるだけでは足

りないと思います。やはり市長や教育長が中心となって、人を応援するという姿勢を
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ぜひ見せていただきたいと思います。そうすることで子どもが育っていくなかで「北

広島市は子どもたちを応援してくれるまち」だと認識して成長し、大人になったとき

に「そういうまちで生活したい、子どもを育てたい」と思ってくれるのではないでし

ょうか。ぜひともそういう施策を実施していただけるよう願っております。 

 

○上野市長 

 現在、小中学生のスポーツや文化部門につきまして、全道大会や全国大会に行くと

いうときには様々な支援をしております。また、スポーツ賞、文化賞の表彰式という

ものも催しております。 

また、子ども達の「夢チャレンジ応援事業」ということをやっておりまして、小学

生から中学生まで、将来の夢の実現に向けたチャレンジに対して応援することを目的

として事業を展開しております。例えば将来プロゴルファーになりたいという生徒や

ＪＡＸＡに行って航空宇宙関係の仕事をしたいという生徒への応援として、年間 3人

ではありますけども予算 50 万円の範囲内で、視察などをはじめとした応援事業をや

っております。今後も子ども達のために頑張ってまいりたいと思います。 

 

◆市民 

 お話しがまた戻ってしまうのですが、問題の駐車場でのアイドリングの件です。一

度工事をするために森側にトラックが移動したとき、アイドリング音がヘリコプター

のような音量だったことがありました。最初はアイドリングだということがわからな

かったのですが、もしかしたらと思って電話したら、お詫びされて次の日からは鳴ら

なくなりました。おそらくとても広大な土地なので、音が反射しないで直接響いてき

たのではないかと思います。そういう音がするということは精神的にも辛かったので、

この機会にお伝えさせていただきたいと思います。 

 

○川村企画財政部長 

 8 月の末に事業者と地域を交えた話の中でも、夜間騒音対策に関しては「アイドリ

ングストップに努める」「夜間の駐車をできるだけ減らす」というお話しを事業者側

がされているかと思います。実態については、今お住まいになっている皆様のお話し

を聞いて確認したうえで対応を考えていきたいと思います。 

 

◆市民 

 この地区は約 18 年前に一気に家が建って、その時小さかった子ども達が、高校や

大学、就職という年齢になっておりますが、北広島市で就職する子は少ない状況にあ

ります。また、大抵は近場の札幌市などで就職しますが、大曲地区はとても交通の便

が悪いです。一番近いＪＲ駅の上野幌駅まで行くバスでさえありませんので、大曲通

を通っている新札幌行きのバスに乗って、新札幌駅からＪＲもしくは地下鉄を利用し

ていく子が多いと思います。しかし、新札幌駅から大曲を経由するバスは夜 8時台が
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最終便です。大学や仕事で遅くなった、遊んできたという人は帰る手段がなくて家族

が車で駅まで迎えに行くという状態です。北広島と新札幌間の移動でタクシーに乗る

と 3千円以上掛かるのでと頻繁には乗れません。 

何年か前、札幌の市議選があった際、札幌市営地下鉄をそのまま北広島市まで延伸

するということもやぶさかではないということを選挙戦の最中に市議の方が言って

いたのを報道で見たことがあります。しかし、その報道があっても北広島市側からは、

一切そのことに対しての行動はなかったというのも聞いています。働きかけをして北

広島まで延伸をするようなことは市長としては考えていらっしゃらないのでしょう

か。今後、ボールパークも建つことになると思うので、とても便利になるのではない

でしょうか。実際に札幌市営地下鉄は札幌ドームまでの実績がいろいろありますので、

とても力強い味方になると思いますが、いかがでしょうか。 

 

○上野市長 

 地下鉄が来てくれると市全体で交通の利便性は格段に上がると思っております。し

かし、清田区まで延伸するという考えもあったようですが、札幌市として相当な経費

が掛かるということで、その話もストップしている状況であります。将来札幌市だけ

ではなく、圏域全体でそのような交通体系が検討されるのではないかと思いますが、

特に北広島市から札幌市に対して地下鉄を誘致するというのは難しいところであり

ます。札幌市の市議が延伸をすることも考えているというお話しでしたが、札幌市で

は現在のところなかなか難しいと考えているということを意見交換の中で聞いてお

ります。札幌市だけでなく、複数の自治体と協力していかなければならないというと

ころですし、近年中の現実はできない状況なのではないかと思っております。 

 

◆市民 

 関連して交通の便についてですが、北広島市は坂などにより地区が別れた形になっ

ています。そこで、私たちも高齢のため、いずれ車の免許を返納することになると思

うのですが、他地区へ行きたくてもバスが 1時間に 1本あるかないかぐらいの状況で

す。テレビを見ていると、各地域でコミュニティバスというのがあるということです

が、そのバスを循環できないのでしょうか。北広島駅に行きたくても行けません。 

 

◆市民 

 現在回っている大型バスも 10 人くらい乗っているような状況ですので、小型のコ

ミュニティバスを経費が掛からないようにしながら市で巡回させた方が、市にとって

も有効ではないかと思っています。バスが混んでいるのは通勤通学時間くらいです。

あんなに大きいバスを走らせるくらいであれば、小型コミュニティバスの本数を増や

して走らせた方がいいかと思います。 
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○川村企画財政部長 

 バスの関係でいきますと、市内でいろいろな実情や課題があるのですが、公共交通

というもの自体のあり方が、10 年前や 20 年前と今とでは、相当変わってきているよ

うに思っております。 

今のお話しがありました、免許を返納した際に、どのように外出の足を確保するの

かという中で、市側としては現在、2 万円のバス助成券を出しております。しかし、

実態にバスが巡回しないエリアの方は、助成券を貰っても使えないという状況も踏ま

えて、制度の拡大の可否も含めて検討しているところであります。 

また、大型バスの小型化ということに関しては、実情としては時間帯に合わせてバ

スのサイズを変えるということが、事業者側として非常に難しいところであります。

コミュニティバスに関しても、乗りたいとき、乗りたい時間に、行きたい場所まで、

という形で運用できれば最高の交通体系ですが、実際のところは皆様の生活時間をバ

ス時間と合わせていただくということも、利用者側として必要であると考えておりま

す。いずれにしても先進地の自治体に色々と実例もございますので、私どもとしても

引き続き調査研究しながら検討してまいりたいと考えております。 

 

８．閉会 ～巻末にあいさつ文掲載～ 
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平成 30 年度 市 政 懇 談 会 

稲穂町自治連合会 

平成 30 年 11 月 8 日（木）18：00～ 

稲穂会館 
出席者 29 名（連合会 15 名、市側 14 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開催次第】 

１ 開会 

２ 市出席者紹介 

３ 自治連合会長あいさつ 

４ 自治連合会役員等紹介 

５ 市長あいさつ 

６ 懇談テーマ・懇談（各テーマごとに懇談） 

① 稲穂西 1番通線及び稲穂西 10 番通線の 2次改築計画の策定 

② 稲穂公園崖面の危険個所の点検及び防災対策の強化 

７ 自由懇談 

８ 閉会 
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１．開会 ～省略～ 

 

２．市出席者紹介（司会より紹介。以下、市出席者。） 

上野市長、道塚副市長、吉田教育長、川村企画財政部長、福島総務部長、 

高橋市民環境部長、中屋保健福祉部長、駒形建設部長、藤縄水道部長、 

福田秘書課長、志村市民課長、近藤主査、十河主事、高山主事 

 

３．自治連合会長あいさつ 

◆上原会長 

 お晩でございます。本日は寒い中、また大変お忙しい中、上野市長様はじめ、副市

長様、市の部長様、担当職員の方々にご出席いただきまして大変ありがとうございま

す。また、平素より各稲穂町の町内会と自治連合会の活動にご理解とご協力をいただ

きまして、心よりお礼申し上げます。町内会の会員の皆さんにおきましても忙しいと

ころ参集していただきまして、本当にありがとうございます。 

9 月に台風、翌日には地震という災害に見舞われました。台風による各地域の倒木、

北広島全地域にそのような状況があったのではないかと思います。翌日の地震、台風

も地震も、ここまで酷いのは私が生まれてから初めてではないかということで、自然

災害の恐ろしさをつくづく感じた次第です。今回の災害では水害はありませんでした

が、来年には遊水地も完成しますので、100％安心はできないとは思いますが、今まで

以上には安心できると思っております。 

また、嬉しい話として、10 月 31 日に決定いたしました北海道日本ハムのボールパ

ークの実現についてです。今日の懇談会の中にもそういった話が出るかと思いますが、

いろいろな課題を克服して夢の実現に向けて、稲穂町の町内会員は全面的に応援いた

しますので、よろしくお願いいたします。 

本日は 2 つのテーマを事前に提出いたしました。テーマごとに市から説明を受け、

その後自由討論となります。時間は約 2時間になると思いますが、意外とこの時間は

短く感じると思います。市にお尋ねしたいことや希望等がありましたら質問していた

だければと思います。以上簡単ですが、連合会を代表してあいさつさせていただきま

した。今日はよろしくお願いいたします。 

 

４．自治連合会役員等紹介  

◆市民 

 会長の上原さんです。副会長の千葉さんです。副会長兼会館運営委員長の小林です。

総務・広報部長の今井さんです。総務・広報副部長兼会館運営事務局長の太田さんで

す。会計部長の堀田さんです。以上で本日出席している役員の紹介を終えさせていた

だきます。 

 

５．市長あいさつ ～巻頭に掲載～ 
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６－①．懇談テーマ・懇談（当日配布資料の要旨抜粋） 

◆市民 

①稲穂西 1番通線及び稲穂西 10 番通線の 2次改築計画の策定 

 稲穂西 1 番通線および稲穂西 10 番通線は、路面の凹凸が激しく、道路がゆがんで

いるといってもいいぐらいです。自動車は徐行していても、ピョンピョン跳ねていま

す。幼い子が補助輪をつけて自転車を走っていても、今にも転びそうな状態です。高

齡者は歩幅が狭く、すり足でチョコチョコ歩く人が多いので、路面のくぼみに引っ掛

って転倒してしまいます。 

 稲穂西 1 番通線および稲穂西 10 番通線は、部分的に補修することには限界があり

ますので、全面的に舗装をしたほうが、人にやさしい道路」になるかと考えます。 

 ただ、稲穂町地区は、「液状化危険度マップ」によれば、液状化の危険性が、［かな

り高い］とされており、場所によっては、道路が住宅から以前よりかなり下がってき

ていると聞きます。いずれは、稲穂西 1番通線、稲穂西 10 番通線のほかにも、2次改

築が必要になると思います。水道配管取替とか下水道配管取替など、道路を掘り起こ

すような大規模な工事を実施するとき、一緒に舗装工事を実施していただけると幸い

です。検討のほどよろしくお願いします。 

 

○駒形建設部長 

 ご指摘のありました道路のくぼみ、路面の凸凹の酷い箇所につきましては、早急に

現地確認をさせていただき、修繕の手配をしたところでございます。今後も道路パト

ロールを行う中で状況把握に努め随時対応してまいります。 

 要望のありました路線の 2次改築につきましては、稲穂地区における他の路線の工

事との調整などが必要なことから、現時点では早期の実施は難しい状況にありますが、

今後は地域全体を視野に入れ、道路の劣化度などを考慮しながら計画してまいりたい

と考えております。なお、その間の補修につきましては、傷みのひどい箇所から順次

実施してまいります。 

 

◆市民 

 町内会の道路の不具合について、昨年に 20 箇所ほど写真を撮って土木事務所に持

っていきました。去年の 12 月に早速現地の確認に来ていただき、今年の 10 月くらい

までに 20 箇所のうち 8 箇所を直していただきました。しかし、陥没したまま補修を

しているような場所があるので、その辺の補修の仕方をもう少し考えていただけたら

助かります。近年小さな子どもを持つ家族や、祖父母宅にお孫さんを来るような家庭

が増えているため、自転車に乗っている子どもや小さな子どもをつれて散歩をしてい

る親たちも結構います。道路が陥没してしまっているとベビーカーや自転車がはまっ

てしまう、倒れそうになるといった傾向が見られます。下水や排水溝により道路に凹

凸ができるのは重々承知していますが、そういう部分も含めて補修するときには陥没

部分を盛り上げていくような補修の仕方をしていただけると助かります。 
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○駒形建設部長 

 特にこの地区の道路というのは、昭和 50 年に築造、共用開始された道路というこ

とで、既に 40 数年経っているという状況です。このことから、おっしゃられたよう

に水道や下水道などの前後が陥没しているところが多々見受けられます。そういった

部分も含めて少しずつ補修していき、最終的に２次改築ということを計画してまいり

たいと考えておりますので、ご理解いただければと思います。 

 

６－②．懇談テーマ・懇談（当日配布資料の要旨抜粋） 

◆市民 

②稲穂公園崖面の危険個所の点検及び防災対策の強化 

 7 月上旬夜中のやや強い雨、お盆期間中の長雨、台風 12 号、そして胆振東部地震と

続いたために、稲穂公園崖面全体が脆弱になっているように思います。崖面上ぎりぎ

りに建っている住宅の塀の下の土が、日が経つごとになくなっているのも気になりま

す。そこで以下の 3点を要望します。 

① 崖面の危険箇所の点検 

② 把握した危険箇所を住民へ提供 

③ 危険度の高い箇所から順次補修する 

 また，公園内の道路側にある木々は、道路側に倒れた場合、稲穂町西 6丁目の住宅

に引っかかるような気がします。剪定して木の高さを低くしたほうがいいのではない

でしょうか。 

よろしく検討のほどお願いします。 

 

○駒形建設部長 

 崖面の点検につきましては、従来から目視による点検を行っており、本年も 7月の

降雨、台風 21 号、北海道胆振東部地震の際には逐次行っております。そのような中、

崖面の樹木が台風 21 号の強風により根から倒れ、崖面の表面が一部剥がれている状

況も確認しておりますが、その後につきましては、状態は変化していないことを確認

しているところであります。 

 また、崖の上部に生えている大きな樹木につきましては、強風などで倒れないよう

剪定を実施し、更なる倒木の防止に努めたところです。 

 今後につきましては、崖面の状態を把握するため、現地での測量・調査を実施する

予定であり、その結果をもとに検討してまいりたいと考えております。 

 なお、道路側の樹木につきましては、来年度以降順次剪定してまいりたいと考えて

おります。 

 

～意見、質問なし～ 
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７．自由懇談 

◆市民 

 ボールパークでの新駅建設を計画していると思います。大曲に住んでいる人たちは、

交通の面が悪く、バスと自家用車しかないという状況です。もしボールパークができ

るのであれば、市内を循環するモノレールや市電などを作ってはどうでしょうか。同

様の内容で道都大学の学生が投稿した記事を見ました。三井アウトレットパーク、ジ

ョイフルエーケー、インターヴィレッジのある羊が丘通りは3車線になっていますが、

土日になると曲がる車両の関係で 2 車線になってしまうと聞いています。3 万 5 千人

が収容可能な規模の球場を作るということですが、将来の計画的には大曲、西の里、

輪厚を循環するような交通手段ができれば、ボールパークの来場の安定化や人口も増

えるのではという考えを持っております。 

私が札幌で 20 年くらい住んでいましたときに、真駒内駅から定山渓まで地下鉄が

通る構想があり、藤野地区と簾舞地区の開発が進みましたが、頓挫してしまったため

に藤野地区と簾舞地区から出る住民が多く、空き家問題で苦慮しているという話を聞

きました。そのことを考ええますと、新駅ばかりではなく市内を循環するような交通

網を考えていけば、交通アクセス問題で離れる人の減少にも繋がるかと思います。正

直、ＪＲ駅の近くに住んでいる稲穂町の人はそこまでは考えないかも知れませんが、

他地区の人たちの話を聞くと、市電やモノレールのようなものがあればいいと感じま

した。将来的な構想になるとは思いますが、ぜひそういう部分を考えていただきたい

ということを提言いたします。 

 

○川村企画財政部長 

 ボールパークに関するスムーズな人の流れということでお話ししますと、予測来場

者数の内訳として、ＪＲが 1 万 3500 人、車では 1 万 2 千人、シャトルバス等で 7 千

人などと考えております。その他、今のご質問のように通常生活するうえでの交通体

系のあり方も大きな課題となっており、道都大学生の投稿ではモノレール等で市内を

循環するという形、一方大曲の方たちは、地下鉄を延伸するという形などの意見も出

ております。なかなか現実的には厳しい状況にありつつ、費用対効果も含めて研究す

るとともに、自動運転の車や運転者無人のバスなどが普及されているなど、ボールパ

ーク建設時には今では想像がつかない状況が出てくるかも知れませんので、慎重に動

いていくとともに、引き続きより良い交通環境を考えていきたいと思います。 

 

◆市民 

 この前の台風、地震で北電柱がかなり傾斜しているという状況があります。若干傾

いているというレベルではなく、かなりの角度で倒れてきています。それに対して側

溝が押されて段差がついているという状況です。そのことについて、市から北電に対

して電柱修繕の依頼はしないのでしょうか。 

また、市としては、北電に対して全体的にチェックしてもらうように要請していな
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いのですか。 

 

○駒形建設部長 

 台風、地震などにより電柱が傾斜しているため、側溝の流れを阻害しているという

場合は、市としても北電に修正等を要請していくことになります。 

 全体のチェックという形ではありませんが、部分的に倒れそうになっている箇所な

どについては、早急に点検及び修繕をしてほしい旨の要請はしております。 

 

◆市民 

 パトロールをすれば一目でわかるような極端に傾斜している電柱については、北電

でも見ただけではっきりわかると思うのですが、今お話しさせていただいた部分につ

いては、市の方から、明らかに悪いところだけではなく、全体的に見てほしいという

旨を早めに要請していただきたいと思います。 

 

○駒形建設部長 

 今のお話しを受けまして、私どもも北電に今後、要請をしてまいりたいと思います。 

 

◆市民 

 駅前通りから坂を下がってきますと、街路樹でナナカマドの木が綺麗に咲いていま

すが、植えてから年数が経っており、かなりの高さになっています。駅前通りから稲

穂通りまで通る間に 5本ほどの樹木がコンクリートの塀で囲ってあります。私が心配

しているのは、強風が吹いた際、木が根こそぎ倒れてしまうと塀の方にも障害が出て

くるということを心配しています。街路樹が電線に突き当たって 5本ともかなり高く

なっております。ですから、テーマの中で倒木について、公園の樹木剪定もされると

いうお話しがありましたが、ついでに剪定いただけますようお願いしたいと思います。 

 

○駒形建設部長 

 ご指摘の区間につきましては、私どもが現地確認をさせていただきまして、状況を

把握する中でどういった対応ができるか検討させていただきたいと思います。 

 

◆市民 

 今のお話しもそうですが、私も健康増進のためにあちこち歩いている中で、年々、

花壇のところに植えている街路樹が成長しており、上の枝が電線に引っ掛かっている

樹木も結構多くなっているように感じました。また、上は丈夫でも根元の方が腐って

きているというような街路樹も多くなっていますので、しっかり点検しながら伐採な

どの対応をしていただきたいと思います。 

また、強風により、今言われた場所のところで 1本のナナカマドの木が倒れて、切

っていただきましたが、根元の処分ができていないという部分も散見されます。これ
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からの後始末になるとは思いますが、その辺も併せて点検をしながら安全安心な道路、

生活環境を作っていただけると助かりますので、よろしくお願いします。 

 

○駒形建設部長 

 今後、私どもの方としましても、根際も含めて点検をしてまいりたいと考えており

ます。また、根元を残して処理している部分について、台風 21 号においては道路及

び公園の樹木が 1,000 本以上倒れているという状況の中で、まず危険がないように最

低限の対応として伐採し、根元は残った状態になっている箇所があります。また、そ

れを全部抜くというのはなかなか難しいので、今後状況を見ながら対応を検討してま

いりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

◆市民 

 今の花壇のことにつきまして、以前、除雪の懇談会の際にも話しましたが、こちら

の方から、ちょうど市役所の前の通りを出るときに角の近くに植樹枡が置いてありま

すが、これが一段と高くなっていまして、その桝に雪が積もって車が出るときに障害

物となって見えない状況にあります。交通事故の原因に繋がってしまうのではないか

と思います。既に一段高いこの枡のところに対し、さらに除雪時に発生した雪を積ん

で雪山になってしまっており、しかもその植樹桝が角の近いところにあるますので、

できれば撤去してほしいです。 

 

○駒形建設部長 

 今お話しいただいた箇所につきましても、場所も含めまして後ほどどういう状況か

確認させていただければと思います。今この場では撤去の可否については、お答えは

なかなか難しいことからご理解いただければと思います。 

 お話しいただいている交差点については、ある程度幹線的な道路でして、皆さんが

生活の中で利用されている生活道路が入ってきている箇所が除雪の中で雪山になる

という実態があります。市としては、できる限りにはなりますが、大きな雪山にしな

いようにしていきたいと考えております。 

 

◆市民 

 最初から木を高くする必要はないのではないかという気がするのですが。 

 

○駒形建設部長 

 その辺は道路を造ったときのコンセプトや考え方があったと思います。その雪山の

部分については、私どもの方も大きな雪山にならないように気をつけてまいりたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 
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◆市民 

 もう 1つお願いしたいことがあります。住所を記した青い札が付いている家と付い

ていない家があります。私たち町内会としても、新築の人たちや紛失した人たちがど

こに申請すれば青い札がもらえるかわからない状況です。その青い札があれば宅配の

人が荷物を届けるときに目印となります。青い札の申請先を教えていただきたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

 

○川村企画財政部長 

 青い札は住居表示板と言いまして、企画財政部の都市計画課で手配をしております

が、実際には配布してもあえて貼らない方もいらっしゃいます。また、強制的なもの

ではありません。まだ申請等をしていない場合については、市役所に保管している可

能性がありますので一度ご相談いただければと思います。特に申請書などはなく、窓

口に一度問い合わせいただく形となります。 

 

８．閉会 ～巻末にあいさつ文掲載～ 
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平成 30 年度 市 政 懇 談 会 

北広島団地第 2住区自治連合会 

平成 30 年 11 月 12 日（月）18：00～ 

北広島団地第 2住区集会所 
出席者 56 名（連合会 42 名、市側 14 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開催次第】 

１ 開会 

２ 市出席者紹介 

３ 自治連合会長あいさつ 

４ 自治連合会役員等紹介 

５ 市長あいさつ 

６ 懇談テーマ・懇談（各テーマごとに懇談） 

① 白樺町 3丁目～2丁目横断歩道の信号化について 

② 地域高齢者利用の「ふれて」の安全利用の確保について 

③ 北広島団地第 2住区集会所周辺の樹木の伐採について 

７ 自由懇談 

８ 閉会 
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１．開会 ～省略～ 

 

２．市出席者紹介（司会より紹介。以下、市出席者。） 

上野市長、道塚副市長、吉田教育長、川村企画財政部長、福島総務部長、 

高橋市民環境部長、中屋保健福祉部長、駒形建設部長、福田秘書課長、 

志村市民課長、近藤主査、十河主事、高山主事 

 

３．自治連合会長あいさつ 

◆小林会長 

 上野市長はじめ、幹部の皆さんには大変お忙しい中、夜分にお越しいただきまして、

本当にありがとうございます。 

第 2 住区も設立より、おかげさまで 40 年以上経ちました。定住されている方もい

る中、子ども達が転出等をされ、なかなか帰ってこないという実態もございますが、

第 2住区で開催しているふるさと夏祭りにつきましては、我々地域住民のほか、他方

からお子さんやお孫さんが集まりまして、楽しいひとときを過ごしております。その

節には市長はじめ、市議会議員の皆さん、それから市の幹部の皆さんに大変お世話に

なりましたことを厚くお礼申し上げます。特に市長には、法被を着ていただいて一緒

に踊っていただくなど、大変盛り上げていただきまして、重ねて感謝申し上げます。 

昭和 30～40 年、当時の広島村あるいは広島町に、札幌市で勤めているサラリーマ

ンが大勢住み始めた頃かと思います。その当時の活躍されている人が退職されて、今

度は地域で支え合いながら活動しているということで、私どもとして頼もしい仲間だ

と思っております。ぜひ、市の皆さんも引き続き、我々高齢者を含めた地域住民の活

動にご協力を賜りたいと思っております。今日はその一環として、この市政懇談会に

お越しいただきました。私どもとしては普段、市に要望しづらいことも今回の中で発

言するかと思いますので、発言の趣旨を汲み取り、市政に反映をしていただきたいと

思っております。この市政懇談会の開催に当たり、事前に各自治会・連合会四役の中

で協議をして、市にテーマを提出しています。担当部長の回答を聞き、それに対する

ご意見などを発言したいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

私どもの自治連合会の体制としましては、13 の自治会により構成されております。

双葉小学校の見守り隊長、広葉中学校と双葉小学校の校長先生、教頭先生、第 2住区

担当の民生委員の方々にもお声掛けさせていただき、出席を賜っております。その

方々からも発言が出るかと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

４．自治連合会役員等紹介 

◆小林会長 

あらためまして会長の小林です。副会長の島宗さん、佐野さん、河部さんです。総

務部長の細川さんです。会計部長の日比さんです。監査の関さん、後藤さんです。そ

れから 13 の自治会の会長にもお越しいただきました。また、先ほど言いましたよう
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に、双葉小学校の見回り隊長の福山さんにもご出席いただいております。以上、よろ

しくお願いいたします。 

 

５．市長あいさつ ～巻頭にあいさつ文掲載～ 

 

６－①．懇談テーマ・懇談（当日配布資料の要旨抜粋。追記有。） 

◆小林会長 

①白樺町 3丁目～2丁目横断歩道の信号化について 

 例年、40 ㎞の標識や路面に「40 ㎞の制限」をしているが、警察官のいないことに

車両が 70～80 ㎞/時を出し、高台方向に向かっている。それをいくらか防止するため

同横断歩道に手押しの信号を設置願いたい。信号は泉町（プール前）にある事は理解

しているが、北進通にも交差点ごとに信号が設置されており、設置の可能性はあると

思う。 

 

○高橋市民環境部長 

 信号機の設置につきましては、交通量、交通事故の発生状況、交差点形状等を調査・

分析するとともに、他の対策により代替が可能か否かを考慮した上で、真に必要性の

高い場所を選定することとなっております。 

 警察庁「信号機設置指針」によりますと、信号機を設置する場合には、次の条件に

該当することが必要となります。 

①「主道路のピーク時における一時間当たりの往復交通量が 300 台以上あること」 

②「信号機の設置により抑止することができたと考えられる人身事故が、信号機の設

置を検討する前の 1年間に 2件以上発生しており、かつ交差点の形状、視認性、車

両の速度、当該場所における物損事故の件数等から、事故発生原因を調査・分析し

た結果、交通の安全の確保のため、他の対策により代替が認められないこと」 

③「歩行者の横断需要が多いと認められ、かつ、横断しようとする道路の自動車等交

通量が多いため、歩行者が容易に横断することができない場合であって、直近に立

体横断施設がないこと」 など 

 今年度、通学路の点検のため、厚別警察署と現地で打ち合わせを行いましたところ、

当該箇所におきましては、信号機設置指針による条件において、交通量や歩行者の交

通需要が少ないなどの状況となっており、厚別警察署からは信号機の設置は難しいと

の見解をいただいたところです。 

また、資料には書いていませんが、当該箇所のスピードダウンを含めた交通安全対

策につきまして、信号機の設置以外の手法につきまして、厚別警察署と引き続き協議

といいますか、相談を行っていきたいと考えております。以上でございます。 

 

◆市民 

 信号機についてですが、緑陽通の早朝あるいは夜中の通勤時間、スピードを出して
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走っている車がたくさんいるということが問題になっています。北広島駅前に交番は

ありますが、団地内にはほとんど警察官がおらず、また、駅前の交番についてもほと

んど警察官は不在にしています。信号機を設置するよりも、取締りを厳しくすれば運

転手が「スピード超過すれば捕まる」という危機意識を持ち、結果として交通事故防

止に繋がるのではないかと思います。信号機設置をお願いしている緑陽通の場所から

2～3 軒降りたところで何年か前に単独の交通事故も起こっています。信号機の設置

が難しいのであれば、警察官の取り締まりをもっと強化していただければと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 

◆市民 

 市の方からも動いていただいておりますが、現状の設置基準には満たないため、信

号機の設置は不可能と思います。高台町側に横断歩道を作ってもらえれば、カーブか

らの勾配がないから、かなりスピードダウンできると思います。40 年も前になります

が、私の息子があの場所で一度事故を起こしています。私たちとしては信号機を付け

てほしいと思っていますが、信号機を付けられる状態ではないというのも、ある程度

認識しておりますので、せめて横断歩道の場所を高台町側に移してもらうような形で、

厚別警察署と協議していただけないでしょうか。 

 

○高橋市民環境部長 

 今お二人からお聞きしましたことも含めまして、厚別警察署とどういった形ができ

るのか相談させていただきたいと思います。 

 

◆市民 

 この問題の箇所に朝 7 時 30 分から 8 時まで立っております。1 時間に 300 台とい

うのはいつの時間のお話しでしょうか。私がいる 30 分の間には、約 100 台通ります。 

北進通から上がってくるカーブ付近は 40 キロ制限ですが、速度を守っているのは

20％前後で、後は全部 50～70 キロ台で走っていると思います。あまりにも酷い場合

は、走行音が聞こえたときに決死の覚悟を持ってカーブで旗を出しますとスピードを

緩めてくれます。カーブのところに信号機が付けられないのであれば、何か対策を考

えないといけません。現在は、自治連合会の旗を 4～5 箇所で掲げていますが、それ

でも足りずにいずれ事故を起こしてしまう状態になるのではないかと思いますので、

警察の方に 6時半から 7時くらいで、取締り等をやっていただきたいです。シートベ

ルトについても旗を立てて、渡るときに見せているのですが無視されます。できれば

警察の方が巡回していただければ、それだけで大分違うと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

 

○高橋市民環境部長 

 今のご意見も含めまして、厚別警察署の方と相談をさせていただきたいと思ってお
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ります。 

 

６－②．懇談テーマ・懇談（当日配布資料を抜粋） 

◆小林会長 

②地域高齢者利用の「ふれて」の安全利用の確保について 

 現在地域高齢者が利用している「ふれて」は年々利用者の増加が進んでおり、それ

に伴い駐車場から階段を利用しているところであるが、利用時間を終了し、帰宅の際

急な階段（コンクリートのまる出し）を恐る恐る利用している。もし事故により、怪

我あるいは死亡事故が生じたことを考えると地域の者として看破できない。措置を願

いたい。 

 

○中屋保健福祉部長 

 「ふれて」から駐車場へ戻るための階段は 2か所ありますが、正面の階段につきま

しては、法人が管理しています。 

 「ふれて」は、社会福祉法人北海長正会が所有し、「みなみ高齢者支援センター」、

「北広島団地地域交流ホームふれて」、「デイホームかたる」の 3つの機能を有してお

り、不特定多数の方々が利用する施設でありますので、安全に利用していただくため

の配慮は必要であるものと考えます。 

 法人が管理している西側の階段につきましては、老朽化によるコンクリートの劣化

が見られましたが、一定程度の補修は施工されております。また、手すりの設置が望

ましいとは考えますが、設置費用が高額となることから、設置は困難であると伺って

いますが、引き続き、法人と協議してまいります。 

 なお、階段の昇降に不安がある方につきましては、ご指摘の階段近くの建物内のエ

レベーターの利用を促しているとのことであります。 

 

◆小林会長 

 反発するわけではありませんが、もう少し誠意のある回答をいただけると思ってお

りました。もう一度言いますが、正直に言うと我々も高齢者で、さらに、若い人も段々

と高齢者になっていくのは間違いありません。「ふれて」ではふれてフェスティバル

ということで、駐車場を利用して開催しており、様々な年齢層の地域住民が集まって

親睦を深めています。そのイベント中、トイレに行きたいときは、「ふれて」内に入る

必要がありますので、コンクリートの階段を利用しています。東側には手すりがある

のですが、西側には手すりがないという状況ですので、ぜひとも手すりを付けてもら

いたいと思います。万が一、怪我人が発生したときは、誰が責任をとるのかというこ

とになりますので、我々としてはぜひ、最低でも手すりを付けていただきたいと思い

ます。ボールパークだけが市政ではありません。今住んでいる住民の方が大事ですの

で、よろしくお願いします。 
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○中屋保健福祉部長 

 「ふれて」におきましては、福祉系の高齢者支援センターや、介護のデイサービス

の施設などが入っています。また、「ふれて市民スタッフの会」というのがありまし

て、喫茶コーナーやミニ講座の企画、ふれてフェスティバルなど、様々な事業を開催

していただいているということで、福祉関係の対象者以外の地域の皆様にも活用して

いただいていることは十分理解をしているつもりです。本日お話しいただきました、

第２住区としての強い要望につきましては、しっかりと法人の方に伝えるとともに、

私どもも法人と協議をさせていただきたいと思います。 

 

◆市民 

 以前に要望して実現されなかったことから、今回の市政懇談会で再度テーマとして

提出しました。最低限、この階段の手すりは両脇と真ん中に付けていただきたいと思

います。市が工事費用等を負担できないのであれば、施設側でやってほしいというこ

とを自治連合会としても強く言いますので、市の方もある程度対応していただきたい

と思っております。この案件については、これからも実現するまでテーマとして挙げ

続けたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

○志村市民課長 

 ご意見としてお伺いさせていただきます。 

 

６－③．懇談テーマ・懇談（当日配布資料を抜粋） 

◆小林会長 

③北広島団地第 2住区集会所周辺の樹木の伐採について 

 第 2 住区会館の周辺敷地に建設時に植樹したが、その後時間の経過に伴って巨木に

なり、さらに、それが歩道にかかり、青葉 3丁目のバス停周辺にかかり、先般の台風

のときのように事故が予想される。そのため伐採することを望む。 

 

○高橋市民環境部長 

 第 2 住区集会所敷地内の樹木につきましては、集会所周辺にはシラカバをはじめ、

様々な樹木が植えられており、特に集会所入口のイチョウ及び北側のシラカバは大き

く成長している状況です。 

 今年9月の台風時には、集会所敷地内の樹木の枝が折れる等の被害はあったものの、

倒木などの大きな被害はなかったところでありますが、今回の台風によって市内各所

において多くの倒木被害が発生しております。このようなことから、今後、同規模の

台風が発生した場合には、集会所敷地内樹木の倒木の危険性が十分に考えられること、

さらに倒木した場合には、道路や歩行者、隣接する住宅への被害の危険性が高いこと

から、今後、安全性を重視する中で、景観にも配慮した樹木の伐採・剪定について、

専門業者の意見を聞き検討してまいりたいと考えております。 
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◆市民 

 すぐに対応できることとできないことがあるということだと思いますが、今日の回

答を聞きますと、すぐできるのはどの程度のものなのか、よくわかりませんでした。

予算の関係もあると思いますので、一度に全てできるとは思っていません。すぐでき

ること、また、後年に係る部分をお聞きしたいのでよろしくお願いいたします。 

 

○高橋市民環境部長 

 今言われましたとおり、まず予算の関係があります。業者の見立てによると、単純

に機械を持って来て伐採するということではなく、大きくなっている木については工

法的に高い所の上の部分から切っていかなければならないということで、お話しを伺

っております。現在、見積りを取っている状況で、今年度どの程度まで市の予算の中

ができるのかと言う部分と、来年度以降予算を確保していきながら計画的にやってい

けるのかという部分を含めまして、見積もりをいただいたうえで、市内部で検討する

こととなりますので、もうしばらくお待ちいただければと思います。 

 

７．自由懇談 

◆小林会長 

 北広島団地の中心はどこなのかということですが、大体のまちは駅を降りるとその

周辺が中心部であると認識されると思います。北広島駅でＪＲを降りる人の大半が駅

西側から出てくると思います。バスに乗る人や徒歩で帰る人など手段は様々ですが、

駅西側を形成しているのが、東光、北海道銀行、北洋銀行、郵便局です。また、北広

島病院跡地については、福祉センターなどの複合施設となる予定であり、建物の建設

が進んでいる最中です。さらに少し先に行きますと生協がありますが、それまでの道

のりを実際に歩いてみますと、とても凸凹が酷いです。このような道がメインストリ

ートとは言えないと思います。先日、ご婦人が凸凹につまずいて、転んで膝をうって

いました。あの道路は団地を形成していた頃と全く変わっていないような気がします

し、いつ修理してもらえるのかなと思っております。今のまま、中心部である北広島

団地のメインストリートが凸凹ではとても自慢できるものではありません。北広島市

の都市設計自体がおかしいのではないかと言う人もいました。その辺を何とかしても

らいたいということでテーマとして出しました。北広島団地が誇れるメインストリー

トをどのように考えているのか、お聞きしたいと思っております。 

 

○駒形建設部長 

北広島市は駅を起点にして東西に市街地が開けている形となっております。北広島

団地につきましては、道路築造から 45 年以上経過しており、ご指摘のとおり非常に

道路の老朽化が進んでいる状況にあります。生協や東光など、駅周辺を含めた歩道の

舗装補修・改良につきましては、平成 31 年に福祉センターが旧北広島病院跡地に移
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転することに併せ、ＪＲ北広島駅から新福祉センターまでの経路の舗装補修と点字ブ

ロック等の整備を行いたいと考えております。また、今後はその周辺も含めたその他

の路線につきましても、路面の状況を踏まえて確認する中で順次舗装補修の計画を進

めてまいりたいと考えております。 

 

◆小林会長 

 提案ですが、一時期の舗装では石畳素材を利用しておりました。団地の中も石畳の

箇所があるのですが、景観としてはとても格好良いいものの、年をとると歩きづらく、

つまずいて転んでしまう確立が高くなり、高齢者の散歩等には向いていません。私の

家から広葉町 3丁目を経由して広葉中学校前のコースをよく歩いていますが、あそこ

も石畳の階段を作っています。ですから、華美にならないよう、実用的なコンクリー

トでいいので、歩きやすい道路を作っていただきたいと思います。35％以上が高齢者

になっている地区ですので、その辺を十分配慮していただきたいと思います。 

 

○駒形建設部長 

 今のお話しを十分に参考にさせていただき、今後の舗装補修・整備する際に計画し

ていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

◆市民 

 若干ボールパークに絡んだ話ですが、大きな事業の場合だと、どうしても労務者の

社宅や宿舎のようなものが必要になってくると思います。 

石狩市の花川中央団地において、石狩新港の発電所の関係で労務者が大量に来て、

入居等の関係で非常に困ったという事例がありました。既に住んでいる方に関しては

地域社会の一人として認識しているから別として、短期で住む企業の労務者はどうし

ても顔が見えない人たちですので、下手すると犯罪をするという不安感があります。

会社が自治会と連絡を取り合うことのできる体制を作るなど、問題が起きる前に解決

できる体制を取っておきたいと考えております。今ここで具体的な返事を求めている

わけではありませんが、可能性としてあり得ますので、我々も心配しています。市の

方に関してもそういう問題意識を共有していただきたいという発言でございます。 

 

○川村企画財政部長 

 石狩市の事例につきましては、私どもも承知しております。今回は大きな工事にな

るということで、おっしゃったように工事中の作業員等の社宅の部分も出てくるかと

思います。現在懸念されていることをしっかりと事業者とも話し合い、地域との関わ

りの体制を構築できるように申し入れていきたいと思います。工事が完了した後に、

引き続き当市に住んでいただくという部分についてはまた別の話だと思います。 
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◆市民 

 先日の地震のことでお伺いしたいのですが、市には広報車というのは何台くらいあ

るのでしょうか。地震のとき私が起床したのは 8時ぐらいだったので、電気が通って

いない中で情報源がほぼ何もない状態でした。自分の置かれている状況を理解できた

のは、九州の友人からの連絡によるものでした。それからしばらくして、自分の子ど

も達からもメールで連絡が来たのですが、電波も悪くなり、メールしても返信が来な

いという状況でした。１人で住んでいると、情報がなくて本当に困りました。市の広

報車が回っているのは、遠くから聞こえてはいましたが、近所に回りに来てくれてい

る様子はなかったです。電話は使えないし、広報車は回ってこない、本当に心細い思

いをして過ごしました。もっと広報車を細かく回すなど、随時情報を教えていただけ

れば助かると思いました。よろしくお願いいたします。 

 

○福島総務部長 

 この度の震災におきまして、ご不便とご心配をおかけしまして、大変申し訳ござい

ません。今回の地震においては、市の広報車５台により各地区を回ってきたところで

す。台数が５台ということや、なるべく早く広く情報を伝えたいということで、市内

各地で広報しておりましたが、結果として聞き取りにくかったというお話しを他の地

区からもご意見としていただいております。現在震災の対応について、検証作業を行

っております。本日いただきましたご意見も踏まえまして、対応について考えてまい

ります。 

 

◆市民 

 排雪支援事業の補助金額は、来年の 2月までは緩和措置ということで、ご対応いた

だいております。それ以降の補助額については未定ということですが、いつ頃に方針

が決まるのでしょうか。排雪事業は 20 年位前からやっていますが、その当時の自治

会負担はもっと安かったです。今はそれよりも約 10 万円上がっており、自治会の事

業にも差し支えがあります。自治連合会の負担金で 11 万円払っており、そういった

負担金を支払うのが困難になってしまいますし、自治会でも旅行会や夏祭りなど、

色々な事業を実施しておりますが、こういった事業の開催が困難になります。しかし

そういった親睦を目的とした事業は、自治会員からも非常に期待されておりますので、

事業を廃止するわけにもいきません。ですから、早急に方針を決めていただいて、自

治会に情報を出してほしいと思います。早くに方針を示していただければ、予算を決

める際にどこから捻出するか検討することができます。また、できれば現在の負担額

で継続していただきたいということをお願いしたいと思います。 

 

○駒形建設部長 

 排雪支援事業につきましては、補助基準額を昨年度見直しいたしまして、平成 27 年

度に改定いたしました。補助基準額と同額の 1km 当たり 60 万円で実施することとし
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ております。今後におきましては、社会情勢等の変化を見据え、状況に応じて適宜見

直しを行っていくこととなります。 

排雪事業における自治会の負担額につきましては、本来であれば、1km 当たり 60 万

円の 2 分の 1 である 30 万円ということですが、平成 26 年に 5％から 8％に消費税が

増税となった際、急激な値上げは自治会の負担となってしまうことを考慮させていた

だき、緩和措置として平成 30 年度までは自治会負担額を 60 万円に改定する前の 52

万円の 2分の 1である 26 万円に据え置くこととしております。 

平成 31 年度以降につきましては、消費税が 10％に上がるという報道等もございま

すので、そういった経済情勢等を勘案して、できるだけ見直しを早期に進めたいと考

えているところであります。 

 

◆市民 

 去年の 12 月 27 日付けで、上野市長名で自治会長宛に災害時の要支援者の名簿に関

する連絡がありました。それを読みますと、市と自治会が協定を結び、市が保有して

いる高齢者及び障がい者の名簿を協定に基づいて自治会に名簿を提供するというよ

うな内容でした。私どもとしては、急な書類だったため、1月 16 日に私と当時の総務

部長が福祉課にお伺いして、協定内容や条件などをお尋ねしました。その当時、福祉

課からは、具体的にどのようにするか検討中であるという回答でした。そして今回、

9 月に北海道胆振東部地震がありました。この団地地区には独居老人の方が非常に多

いです。停電になって非常に不安な夜を 2日間過ごした方もおります。そこで、具体

的な支援方法は検討が進んでいるのかということをお聞きしたいです。もう 1年近く

なりますので、今後このような災害があっても内容が整備されていれば安心するので

はないかと思います。進捗状況が分かればご回答をお願いしたいと思います。 

 

○中屋保健福祉部長 

 避難行動要支援者名簿についてですが、まず名簿対象の条件としては、要介護 3以

上の方、身体障害者手帳１・２級の方、療育手帳Ａ判定の方が前提となっており、高

齢者だからというだけでは、この名簿の対象にはなっていないところであります。今

回の災害に際しましては、いわゆる自助・共助・公助の中の共助ということで、民生

委員や高齢者支援センターの方、ご近所の方の地域での支え合いや活動が、非常に重

要であったと認識しております。 

名簿の提供方法ですが、災害時においては平常時の名簿提供を同意していない方に

ついても、支援者関係ということで消防や警察に名簿の提供を行うことができます。

それ以外の部分では、まずは各自治会との名簿に係る協定を結ぶということを重点的

に進めているという状況となっており、現在で市内 17 団体しか協定の締結が進んで

いないところです。このことから、引き続き協定の締結を積極的に進めさせていただ

きたいと思います。また、個別計画というのがありまして、避難行動要支援者の状況

は様々ですので、その方を誰が、どのように、どこに、避難をさせるのかを定めるこ
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とが最大級の支援であると認識しておりますが、結果的には地元の方の協力が必要不

可欠です。そういった意味で全市一斉にというのは現実的には難しいところですので、

今年度中にモデル地区を選定させていただき、誰が、どのように、どこに、避難させ

るのかということまでを、モデル的にやっていきたいと考えております。 

 

◆市民 

 去年、北広島団地の愛称が「さんぽまち」と決まったようです。「さんぽまち」につ

いては、缶バッチやのぼり、「さんぽまちのうた」というテーマソングを作るなど、広

報活動を一生懸命されております。しかし、実際の「さんぽまち」ということになる

と、冬場は幹線道路に伴う歩道は除排雪されているものの、幹線道路につながる生活

道路が全く除排雪がされていない状況です。このままだとせっかく作った「さんぽま

ち」という名称が夏の間だけのものになってしまいます。ですから、冬の間の除排雪

を幹線道路だけではなく、生活道路の歩道もやっていただきたいと思います。トリム

コースは一応、除排雪されていますが、道が細くて、犬のお散歩をしていたりすると

すれ違うのも難しいということがありますので、歩道の排雪をしていただければ、き

ちんと散歩ができると思います。よろしくお願いします。 

 

○駒形建設部長 

 生活道路の歩道も除排雪してほしいというお話しでしたが、市内の除雪状況につい

ては、約 390km の車道、約 120km の歩道を除雪しているところです。全体で 77 台と

いう限られた除雪車で市内を除雪しているのが現状です。そういった中で、皆さんの

通勤や通学などの妨げにならないよう、交通渋滞を引き起こさないように考慮しまし

て、およそ深夜から朝 7時までの間を目安に除雪作業をさせていただいているところ

です。市といたしましても、中央通や北進通、緑陽通などの歩道については空けさせ

ていただいておりますが、それ以外の生活道路の歩道全てを空けるというのは、今の

体制ではなかなか難しい状況でございます。「さんぽまち」という愛称もございます

が、現在空けている歩道を歩いてご利用していただければと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

 

◆市民 

 市の方から要請されて、子どもの防犯・交通安全についてそういう形を作ったほう

がいいのではということで、一応青葉町と白樺の方がいて、13～14 名が見回り隊とし

て、朝 7 時 45 分から 8 時半ごろまで防犯・交通安全運動に努めております。他の見

回り隊の方も含めて、雨の日も風の日もボランティアで活動しております。私どもが

懸念しているのが、車が飛ばしてくることにより、見回り隊の人も危険な状況に陥る

可能性があるということです。何か事故が起こったら大変ということで、保険をかけ

てあげたいと思っております。現在は防犯協会から年間２万円の補助金をいただいて

おり、新入生に防犯ベルを購入することと、見回り隊の方向けの研修会・活動費で使
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い切ってしまいます。やはり毎日の活動ですので、防犯協会から各団体への補助金を

増額していただき、ボランティア保険に加入できるようにしていただきたいと考えて

おります。私の不注意もありましたが、約 5年前に学校前で転んで頭を打ち、２ヶ月

間北広島病院に入院したことがあります。その時には、私は町内会の保険と個人の傷

害保険に掛けていましたので、まだよかったですが、このようなこともあり得ますの

で、防犯協会の補助額をもう少し考えていただきたいという要望でございます。 

次に、バスの助成についてです。市の方でバス会社に助成金を出し、住民に対して

も 1 人 2,000 円分のバス利用券を発行しているようですが、その事業が始まってか

ら、バスに乗る方がかなり増えたと思います。しかし、金額が 2,000 円なので、往復

で使った場合は、10 日間で券がなくなります。市としてもボールパークの関係もあっ

て、予算については頭を悩ませていると思いますが、高齢者のわずかなお願いとして、

補助額をもう少し増やしてほしいと思います。 

次に、私はこの市政懇談会で毎年言っていますが、温泉の利用助成券についてです。

この券を年間 12 枚の券をいただいており、ありがたいとは思っていますが、今朝ラ

ジオを聴いていましたら、お風呂を一週間毎日入っている方と、週 2回程度入ってい

る方の健康状態を検査したところ、やはり毎日お風呂に入っているほうが健康状態は

良いという結果だったと言っていました。つまり、市の方で負担している医療費も少

なくなるということに繋がるのではないかと思います。現在は月 1 回ということで、

12 枚だけの補助ですが、せめてもう少し増やしてほしいと思います。市長も新庁舎の

完成、ボールパークの誘致成功により、大変人気が出ています。この事業を拡大して

いただくことによって、さらに人気が上がるのではないかと思います。また、参考ま

でに、年間 500 万円程度で温泉事業の予算をみていると思いますが、実際に利用して

いる割合もお聞きしたいと思います。以上、よろしくお願いいたします。 

 

○高橋市民環境部長 

 防犯活動の関係についてですが、市の方から、市防犯協会連合会に対して補助金を

出しており、連合会より各地域の防犯協会や団体に活動費を分配していただいている

という状況です。各団体の活動内容がそれぞれ異なることや、保険自体が活動内容に

よって保険適応・適応外という部分があることから、まずはどのような形でどの程度

対応可能か、連合会と相談をさせていただきたいと思います。 

 

○川村企画財政部長 

 バスの関係ですが、おっしゃるとおり現在は北広島団地地区と東部地区に限り、70

歳以上の方に少額ですが年間 2,000 円の助成を行っております。この事業はバス利用

者の減少を止め、バス利用を誘発するための施策でした。昨年度で言うと、この第 2

住区の住民で 1,000 人程度、バス利用助成対象の方がおり、そのうち 3割程度の方が

交付申請をされている状況です。この北広島団地線を経由している中央バスは民間事

業者ですが、昨年度で約 2,000 万円の赤字になっております。当然、事業者としても
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営業努力が必要ですが、やはり環境によって乗客数の減少も要因としてございます。 

このことから市側としては、乗らない理由が現状の乗りにくいバスの体系によるも

のなのか、金銭面によるものなのかを含めた形で検証として本事業を実施していると

ころです。よくご質問にある「循環型のバスはどうか」「美沢のお店に行くためのルー

トはないのか」など、事業者と鋭意協議しておりますので、もう少しお時間をいただ

いて、先ほどの助成額の増加も含めて、検討を進めてまいりたいと思います。 

 

○中屋保健福祉部長 

 ふれあい温泉入浴助成事業について、まず、過去の利用者の実態を説明いたします。

1 人 12 枚の助成券を配布した結果、利用件数は約 4,000 件でした。65 歳以上の人口

が現在約 18,000 人ということで、高齢化率が約 30％となっております。従いまして

利用率としては約 23％の助成券が利用されているという結果になっており、対象者

は増えているのですが、制度の利用者は年々減少しているという状況であります。当

然個々によって変わってくると思いますが、12 枚もらっても 5 枚程度は残してしま

うような状況になっています。予算としては、年間で約1,000万円掛かっていますが、

財政担当の査定でも、交付率や利用率などを含めて予算を定めておりますので、予算

上余っているから事業を拡大できるということではなく、実績に合わせた形で、予算

は計上されているということをご理解いただきたいと思います。 

助成券の枚数を増加してほしいということですが、高齢者施策ということで、生き

がい対策や社会活動の参加というこので、このふれあい温泉入浴助成事業以外にも、

老人クラブの補助金や長寿のお祝い、福祉バス、シルバー活動センター、福祉除雪等、

様々な形で高齢者施策をさせていただいておりますので、現段階では、枚数につきま

しても引き続き継続させていただきたいと考えております。よろしくお願いします。 

 

○上野市長 

 部長からも回答がありましたが、全体の中で事業を検討することとしているところ

でありますので、ご理解いただきたいと思います。 

 

◆小林会長 

 温泉入浴助成事業に関連してご意見いたします。この制限があまりにも強過ぎるの

ではないかと思います。夫婦で券をもらっても、妻が少し余ったら旦那が変わり使え

るのであれば、有効利用になると思います。しかし、今は本人以外の利用は認めてい

ない状況となっております。そういった融通性がないことが硬直化に繋がっていると

いう感じを受けざるを得ません。 

次にバス利用の件ですが、利用条件が北広島市団地線のみとなっており、大曲など

への遠出の際にはバス券が使えないことから利用率が低いという実態ではないかと

思っており、あまりにも杓子定規な事業であると感じました。住民は決して喜んでい

るわけではなく、たまたまそういった条件だから使える範囲で使っているだけであっ
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て、中には「こんな事業辞めてしまえば良い」という人もいます。そういうことをも

う少し市のほうとして考えていただきたいと思います。中央バスとの折衝の中でもぜ

ひ触れていただきたいと思います。 

 

○中屋保健福祉部長 

 ふれあい温泉入浴助成事業の助成券を家族で共同利用ができないのかというご意

見は既に何度かいただいております。しかし、私どもとしては、対象者がお二人の世

帯、お一人の世帯、それぞれがいらっしゃる中で、公平性を守るためにも従来からの

仕組みである本人のみの利用という形を継続していかなければならないと考えてお

ります。事業内容の改善については引き続き検討してまいります。 

 

○川村企画財政部長 

 バス関係についてですが、市としても政策として大きな転換期だったと思っており、

これまで、札幌市で実施している敬老パスと同等の事業を導入してはどうかというこ

とも多々言われてきておりました。市の財政的な面などもありながら、今回は団地地

区及び東部地区に限って、この団地線のバス存続をかけて、テスト的に 3年という期

間で行っているところでございます。現在の金額を増額するべきではないかという論

点もあるかと思いますが、なぜ団地地区と東部地区だけ対象なのかと他地区からも言

われている状況の中で、まずはこの北広島団地をこれからどうしていくかということ

に関して、公共交通のあり方を考えるべく進めているところでございます。本日いた

だいたご意見をしっかり持ち帰り、今後どういった形で全市的な展開が必要か引き続

き検討してまいりたいと思っております。 

 

◆市民 

 街灯についてですが、若葉町 2 丁目の 10 号棟、11 号棟の脇に街灯が、昔は 2 本く

らい建っていた気がするのですが、いつの間にかなくなっていて、横の道が暗くなっ

ているところがあります。おそらく教員住宅だと思うので、市が管理されているかと

思うのですが、街灯の修理や新設などの計画があれば教えていただきたいです。 

 

○高橋市民環境部長 

 まずは言っていただいた場所について、どこの所有かも含めまして確認させていた

だき、どういった対応ができるのか個別に相談という形で伺わせていただきたいと思

います。 

 

◆市民 

 道路についてですが、青葉緑地の崩れているところの歩道は、「29 年度に自転車道

を整備するため」という理由で、何年も前からほとんど直してもらえていません。今

回は地震で崩れ、崩れた箇所にコーンが立っているのですが、とても狭く、歩くとこ
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ろがさらに凸凹していて、お年寄りがカートなどを押すのも狭くて大変だと思いまし

た。その辺は市ではどのように考えているのかお伺いいたします。 

 

○駒形建設部長 

 札幌恵庭自転車道線、エルフィンロードの整備の関係についてご説明いたします。

昨年もお話しさせていただきましたが、本区間の延長については 14.5ｋｍとなって

おり、そのうち未整備の区間が、ＪＲ北広島駅から今の市道南の里山沿い線までの 2.3

ｋｍと道道江別恵庭線から恵庭境までの 0.7ｋｍ、あわせて 3ｋｍがまだ未整備の状

況となっております。そういった中で自転車道の事業主体である北海道において、現

在、早期の完成を目指して関係機関と協議を進めていただいているという状況です。 

まず市街地の中の 2.3ｋｍのうち、駅から中央通線までの間が、560ｍあります。こ

の箇所については、ＪＲ北海道の敷地内施設や電気設備等がありますので、敷地管理

者のＪＲ北海道との協議で非常に時間を要している状況です。このことから本市と北

海道、両者で協同して事業促進が図れるように努めているところであります。 

また、青葉町 1～4丁目までの区間の 810ｍですが、この区間につきましては、北海

道において自転車道を利用する人はもとより、市民の方々の安全確保を最優先した道

路設計を進めている状況です。今後は設計がある程度まとまってきた段階で、関係自

治会の皆様に対しまして、説明する場を設けることとしております。市としては北海

道に対して早期の説明会の開催をお願いしているという状況です。 

また、この区間の北進通の歩道がまだ補修されていないという件ですが、歩きにく

い状況ということは十分認識しているところであります。このことから、1～4丁目ま

での自転車道の説明会に併せ、歩道の改修もできるだけ早い段階で実施したいと考え

ているところであります。 

さらに、青葉第 2緑地において、セーフティコーンを置いている関係上、非常に歩

きにくくなっております。これは 9月 6日の地震によって、青葉第２緑地・北進通と

接しておりますのり面部分であります斜面の幅約 35ｍ、長さ約 15ｍの間が崩れたと

いうことで皆様にご迷惑をかけているところであります。復旧につきましては、現在、

国の公共土木施設災害復旧事業を活用し、11 月 14 日から来年 1月 30 日まで間、工事

を実施する予定となっております。工事の期間中におきましては、非常に狭いという

ことで地域の皆様方にご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いし

たいと思います。 

 

◆市民 

 記憶が定かではないのですが、初めに自転車道の話を伺ったのは、約 5年前だと思

います。その説明では平成 29 年度に完成する予定だと言われ、それまでずっと凸凹

しているのを地域の住民は我慢していました。他の道路で言うと、それこそ向かいの

道路もみんな綺麗に整備されています。問題の箇所で転んでいる人を何人も知ってい

ます。そのような状況にも関わらず、まだ待たなければいけないのでしょうか。 
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○駒形建設部長 

 私どもとしては、早い段階で補修をしてまいりたいと考えており、その中で先ほど

お話ししました青葉町 1～4 丁目の間の自転車道も含めて、できるだけ早い段階で地

域の皆さんとお話しの場を設けまして、この北進通の補修についてもご説明できれば

と思っております。よろしくお願いいたします。 

 

◆市民 

 市役所が新しくなり、5 階にカフェができ、天気のいい日は私たち習い事をしてい

る者たちがお昼を食べに利用することがあり、見晴らしも良くとても素敵なところだ

と思っています。私たちの認識が間違えていたら申し訳ないのですが、あのカフェは

家賃が無料ということを噂で聞きました。その割には値段が高くて商品の種類も少な

いです。実際に私たちが 12 時に習い事を終えてカフェまで向かってもメニュー数が

少なく、せっかく綺麗なところでお天気のいいときに、おいしいものを食べたいとい

う気持ちで行くのに残念です。このことから、ぜひ値段をもう少し安くして、メニュ

ー数も多くしていただければありがたいと思います。 

 

○福島総務部長 

 市役所 5階のカフェについて説明いたします。家賃につきましては、市庁舎開設の

際に併せて方針を定め、家賃を無料とし、電気代や水道代に関しては実費をいただい

ております。 

メニュー数や価格については、最初の頃に意見があったため、店の方とお話しをし

まして、メニュー数の改善をしていただいておりますし、価格についても、低い価格

の商品を用意しているところです。いずれにしても、今のお話しにつきましては持ち

帰り、カフェを経営している石屋さんと協議してまいりたいと考えております。 

 

８．閉会 ～巻末にあいさつ文掲載～ 
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平成 30 年度 市 政 懇 談 会 

西の里・虹ヶ丘連合町内会 

平成 30 年 11 月 20 日（火）18：30～ 

西の里会館 
出席者 30 名（連合会 15 名、市側 15 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開催次第】 

１ 開会 

２ 市出席者紹介 

３ 連合自治会長あいさつ 

４ 連合自治会役員等紹介 

５ 市長あいさつ 

６ 懇談テーマ・懇談（各テーマごとに懇談） 

① 今回の地震を踏まえ、防災についての要望と質問 

② ＪＲ上野幌駅の利便性の向上及び周辺の整備について 

③ 公民館の複合施設としての早期建て替えの進捗状況・計画について 

７ 自由懇談 

８ 閉会 
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１．開会 ～省略～ 

 

２．市出席者紹介（司会より紹介。以下、市出席者。） 

 上野市長、道塚副市長、吉田教育長、川村企画財政部長、福島総務部長、 

高橋市民環境部長、中屋保健福祉部長、駒形建設部長、藤縄水道部長、 

千葉教育部長、石黒西の里出張所長、福田秘書課長、志村市民課長、内山主任、 

十河主事、高山主事 

 

３．連合町内会長あいさつ  

◆橋本会長 

 こんばんは。今日はお忙しいところ、市政懇談会ということで上野市長様はじめ、

各担当部長の方にご出席いただき、大変嬉しく思います。西の里地区の課題である施

設設備が充実していけば更に良い地区になると確信しておりますので、後でテーマと

してお話しさせていただきたいと考えております。今日の懇談会が少しでも西の里地

区の進展に繋がるよう願っておりますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 

４．連合町内会役員等紹介  

◆橋本会長 

 虹ヶ丘連合町内会長の土屋さんです。西の里連合町内会副会長の塩崎さんです。虹

ヶ丘の菅野さんです。西の里連合町内会副会長の畠山さんです。西の里連合町内会事

務局次長の大山さんです。西の里連合町内会事務局長の山口さんです。西の里の橋本

さんです。西の里連合町内会会計の小野さんです。虹ヶ丘連合町内会会計の加藤さん

です。虹ヶ丘連合町内会事務局長の光銭さんです。西の里の吉田さんです。西の里の

水上さんです。西の里の銅口さんです。西の里連合町内会相談役の大川さんです。 

 

５．市長あいさつ ～巻頭にあいさつ文掲載～ 

 

６－①．懇談テーマ・懇談（当日配布資料の要旨抜粋） 

◆市民 

①今回の地震を踏まえ、防災についての要望と質問 

（1）市の広報車での避難所開設案内について 

  車をゆっくりではあったが走らせながらの案内だったため、聞き取りにくかった。

出来れば 50m おきに車を止めてから呼びかけるなどして、聞き取りやすくしてほし

い。 

（2）液状化マップについて 

  本市には液状化マップはあるのか？あるのであれば、全戸配布か回覧などで開示

してほしい。 
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（3）発電機および必要機材（投光器等）について 

 今回のような停電が続くときには、早急に発電機等を用意（出来れば西の里と虹

ヶ丘に常備）してほしい。また、住民の携帯等の充電にも対応してほしい。総合体

育館などでは対応していたようだが、行けない人も多い。 

（4）水道について 

 本市では断水は起こり得るのか。詳細を説明してほしい。 

  トド山にある貯水槽はどの程度の規模のものなのか。 

 停電時のポンプの電源供給も考慮し、何日位持つのか。 

（5）倒木対策、道路修復、通行止めについて 

  倒木対策、道路修復、通行止め解除の見通しの説明を求める。 

 

○福島総務部長 

（1）広報車の運行につきましては、複数の方から同様のご意見を頂戴しており、この

たびの災害対応の検証を踏まえ、市民の皆様に適切に広報内容が伝わるよう、運用

方法を検討してまいりたいと考えております。 

（2）液状化についてでありますが、液状化現象とは、水分を多く含んだ土地が、地震

の揺れにより液状となり、地盤沈下や建物が傾いたりすることでありますが、市で

は、平成 10 年度に国のマニュアルを参考にして、地形、地盤などの状況を基に、

地震により液状化現象が起きる可能性を地図上に色付けした液状化危険度分布図

を作成しており、市のホームページでご覧いただくことができます。 

（3）発電機等につきましては、避難所での運用を目的として、発電機 20 台、投光器

10 台を備蓄しており、今後も備蓄数の増加を図ってまいりますが、災害の内容に

より開設する避難所も異なることから、平常時からいずれかの施設に常備すること

は考えておりません。 

  また、この度の胆振東部地震におきましては、国や企業の協力により 3台の大型

発電機をお貸しいただきました。そのうち 1台を 9月 6日の夕方頃、西の里ファミ

リー体育館に設置いたしました。このような災害時の協定、協力関係の構築につき

ましても充実させてまいりたいと考えております。 

  携帯等の充電につきましては、このたびの災害対応の検証を行ったうえで、今後

の方針を定めてまいりたいと考えております。 

 

○藤縄水道部長 

（4）北広島市は石狩東部広域水道企業団の漁川浄水場（恵庭市）と千歳川浄水場（千

歳市）より受水しており、それぞれ別系統で北広島まで送水されております。平成 28

年から受水を開始しました千歳川浄水場は耐震化施設であり、原水水質も安定してい

ることから災害リスクの低減に寄与するものと考えております。 

 また、本市においての断水の可能性につきましては、災害でこれらの送水がストッ

プした場合や、大雨による河川が濁り長期間取水ができない場合や、配水管に大規模
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な漏水が発生した場合などにつきましては断水の可能性はあります。 

 トド山にあります西の里配水池につきましては、昭和 54 年に完成した旧池と平成

7 年に完成した新池があり、合計 2,040 ㎥の貯水量で西の里地区の約 1 日分の水道水

を確保しています。停電時に備えて自家発電装置が設置されており、この度の地震に

よる停電でも稼動しております。 

 また、昨年度に虹ヶ丘地区と札幌市のもみじ台地区との間に緊急時連絡管が完成し、

災害時には相互の送水が可能となり、災害対策も強化しております。 

 

○駒形建設部長 

（5）倒木対策につきましては、危険木や通行の障害となっている倒木の除去を優先

して行い、安全や通行の確保に努めたところであり、その他の倒木処理につきまして

も、順次作業を進めているところであります。 

 通行止めとなっております西の里中央通線につきましては、国の補助制度を活用し

た災害復旧事業により、年内の交通開放をめざし復旧工事を進めております。 

 また、その他の道路補修につきましてはすでに仮復旧を終え、来春に本復旧を実施

する予定であります。復旧までの間、地域の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理

解とご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

◆市民 

 ２点お伺いいたします。まず発電機についてですが、市の方で２０機ほど用意して

いるということですが、これを災害時に使いたいとき、どこにおいているかわかりま

せんが取りに行くことは大変ではないかと思います。せっかく２０機あるのであれば

北広島市の５地区の地区ごとに１～２台ほど分散させて、置いていただけないかと思

いました。 

次に毎年、北広島市から防災マップをいただいておりますが、今回新しくＮＴＴか

ら配布されたタウンページにＮＴＴ独自の防災マップが入っておりました。内容は非

常に簡略でとてもわかりやすかったです。またチェック項目があり、例えばリュック

に入れて持ち出すものが簡単に確認できるようになっていましたし、緊急の連絡先を

メモする欄などもありました。さらには公衆電話の位置がわかる図もありました。市

のマップも立派な内容なのでいいのですが、ＮＴＴのマップは簡略なことから薄く、

置く場所も困らないし使いやすいと感じました。ぜひ次に市の防災マップを作成する

ときにはこういったものも参考にしていただいて作成していただければありがたい

と感じました。 

 

○福島総務部長 

 まず発電機についてですが、現在 20 機ありまして、今回の対応を踏まえまして、

まずは今年度中に台数を増やす計画をしております。今回はすぐに会館に発電機１台

と投光機２機を運んできまして、その後に大型発電機をファミリー体育館に設置した
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ところです。お聞きした内容については参考とさせていただきたいと思います。 

次に防災マップについてですが、次の改定のときに参考にしてまいりたいと考えて

おります。 

 

◆市民 

 西の里南の地域ですが、5 日の台風と 6 日の地震により 2 日連続で停電しました。

幸い両日とも 17 時間程度の停電でしたので 3 日間電気が通らなかったところと比べ

ると恵まれていると思います。今回の状況を経て 9月下旬ごろに町内会でアンケート

を実施しました。回覧板形式で書き込んでもらう形で実施しました。1 つ目は「台風

による被害があったか」2 つ目は「地震による被害があったか」3 つ目は「停電で困

ったことはあったか」4 つ目は「避難所について気付いたことはあるか」5 つ目は自

由記載にしておりまして、結構な反応がありました。どちらかというと台風による倒

木の意見が多かったです。地域的に木が多いことから、倒木の被害がありまして、さ

らに今回の台風、地震で倒れなかっただけで弱っている木はないかという不安の声が

ありました。冬期間、積雪による加重で倒木することはないのかということを心配す

る声もありましたので、できれば民有地内の背の高い木については地主さんに警鐘ま

たは啓蒙をしていただけないでしょうか。 

次に、避難所である小学校は受水槽方式だということで停電が長期化すると給水が

ままならなくなるというような話を聞きました。これが正しければ避難所としての機

能を果たすためにも何らかの対策をとっていただきたいと思います。以上、よろしく

お願いいたします。 

 

○福島総務部長 

 民有地の倒木についてですが、民有地ということから、市でどこまで関われるかと

いうことも考えなければなりませんので検討したいと考えております。 

また、西の里地区の小学校についてですが、今回についてはファミリー体育館と会

館を避難所として利用しており、小学校は使っていないところであります。小学校の

水道については持ち帰って確認をするとともに対応についても検討してまいりたい

と思います。 

 

◆市民 

 小学校は受水槽方式ということで、電気で水を吸い上げて溜めているという話で聞

いております。もし受水槽方式であれば、長時間停電になると給水ができなくなると

思いますので、もし避難所がそのような施設であれば何らかの対策を講じていただき

たいという要望です。 

 

○上野市長 

 改修の際、直圧式にしている施設も一部ありますので、確認させていただきます。 
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◆市民 

 倒木対策として、北広島では樹木の除去や倒れそうな樹木の対策をどう考えている

のか知りたいです。札幌の南郷通では中央分離帯の大きな樹木は風速が高いとかなり

揺れます。南郷通の対策としては樹木が道路に倒れないような対策をしているようで

したので、北広島市ではどのように対策をしているのか参考までにお聞きしたいです。 

 

○駒形建設部長 

 公園や街路樹など、樹木の数はかなり多いですが、大きくなった樹木については剪

定を行い、風等に耐えることのできるような対策をとっております。 

 

６－②．懇談テーマ・懇談（当日配布資料の要旨抜粋） 

◆市民 

②JR 上野幌駅の利便性の向上及び周辺の整備について 

 進捗状況、今後の方向性について説明をお願いしたい。 

 早期実現に向け、札幌市や JR と協議を進めてもらいたい。 

  例：駅へのバス路線の乗り入れ（利便性向上） 

 エレベーター設置などによるバリアフリー化（高齢者対策）車の待機場整備等（安

全対策） 

 市ではどのように考えているのか。 

 

○川村企画財政部長 

 JR 上野幌駅は、１日の平均乗降客数が 5,000 人を超えており、高齢者、障がい者等

の移動等の円滑化の促進に関する法律により、平成 32 年度までにバリアフリー化を

実施すべき駅となっております。駅舎は札幌市内に位置しているため、札幌市や JR 北

海道と協議を進めてきたところでありますが、実現には至っていないことから、引き

続きバリアフリー化に向け札幌市や JR 北海道と協議を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 また、周辺整備につきましても、駅周辺の大部分が札幌市に位置し、民間所有の駐

車場となっていることから、引き続き民間事業者からの情報収集を行うとともに、関

係機関と協議を行ってまいりたいと考えております。 

 

～質問・意見なし～ 

 

６－③．懇談テーマ・懇談（当日配布資料の要旨抜粋） 

◆市民 

③公民館の複合施設としての早期立て替えの進捗状況・計画について 

 一昨年には「優先順位高い」との回答をもらっているがその後はどうなっているの
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か、進捗状況を聞かせていただきたい。 

 昨年も要望したが、出来れば、150〜200 人規模のステージ付き小ホールの新設を希

望する。ファミリー体育館にステージがないため、現在は小学校で開催しているが、

位置的に遠く、住民の高齢化もあって来場者数が激減している。そのため、発表者も

積極的でなくなって来ているなど、文化祭自体の存続も危機的状況になりつつある。

西の里の文化の貧困化を止めるためにも小ホールの新設を希望する。 

 

○千葉教育部長 

 西の里地区における公民館など公共施設等の今後の在り方につきましては、平成 29

年度に社会教育委員会議での答申のほか、市全体として、平成 28 年度に策定した公

共施設等総合管理計画の基本方針に沿って、検討を進めております。 

 現段階では、現西の里公民館の老朽化や、児童センターなどの市民ニーズへの対応

を踏まえ、将来的な西の里地区における現エリアの活用を考えますと、「複合施設へ

の建て替え」が望ましいと考えております。 

 新施設の内容につきましては、利用実態や市民ニーズを踏まえ、利活用において社

会教育法の制限を受けることなく様々な事業が可能となるよう、社会教育法に則した

「公民館」という施設である必要性はなく、また、児童センター、学童クラブを主と

して、出張所や図書館及び貸館スペース等の機能が想定されます。一方、西の里会館

及び西の里ファミリー体育館は大規模改修を実施しており、当面、機能の存続が見込

まれますことから、新たな施設については、既存施設との機能分担を図って整備する

内容を検討していく考えとしております。 

 建て替え場所の選定につきましても、既存施設の配置にも考慮して現在の駐車場の

狭隘解消も念頭に、現エリアにおける地区住民の皆様の想いに配慮した十分な意見交

換が必要となると考えております。 

 今後、市の各担当部局が連携して検討を進めてまいりますが、今回のご要望にあり

ました小ホールにつきましても、参考とさせていただきたいと考えております。 

 

◆市民 

 現在、小学校で西の里地区の文化祭を実施しております。以前はファミリー体育館

に、おそらく古いステージを借りて実施していましたが、古くて使えないということ

になりました。会場がとても遠くて、特に高齢者は遠くて歩いていけず、高齢者の参

加者が減っている状況にあります。また、参加する団体も減ってきており、非常に寂

しい思いをしておりますのでできるだけ早く複合的な施設を設置してほしいと思っ

ております。150～200 人程度は入れるような、文化祭がちゃんとできるような施設を

ぜひ早く作っていただきたいと思います。 

 

○志村市民課長 

 要望として伺わせていただきます。 
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７．自由懇談 

◆市民 

 花ホール及び図書館についてお伺いいたします。大変立派な図書施設であり、全道

で誇るべき図書館だと思いますが、花ホールを含めまして設置してあるトイレのジェ

ットタオルが非常に効率の悪いものだと感じました。手が乾くまで使用するととても

時間が掛かります。しかし、皮肉なのかジェットタオルの上に節電にご協力ください

というチラシが貼ってありました。結局は次にジェットタオルを使用したい方が来た

時には乾かないうちに離れる必要があり、非常に効率が悪く不満です。市民だけでな

く他市の方も出入りする施設だと思いますので、機会がありましたら 1回確認してい

ただいて、対策を講じていただきたいと思います。 

 

○千葉教育部長 

 ジェットタオルの風力が弱いという意見だと思います。芸術文化ホール・図書館は

開館から今年で 20 年ということで、今後、施設改修等も計画しておりますことから、

その折に、各機器・設備等についても実態を把握したうえで計画に盛り込むことがで

きればと考えております。 

 

◆市民 

 救急車の関係ですが、震災後に家族が体調を崩してしまい、救急車を呼びました。

緊急であれば大抵が外科か内科、循環器科脳外科、小児科あたりだと思いますが、北

広島市には総合的な病院がなく、救急車が来た際に「かかりつけの病院はどこですか」

と言われ、いつも行っているところは札幌市手稲区にあり、遠いことから行けないと

思いました。総合的な病院が北広島市近辺、西の里・虹ヶ丘地区と近辺にあれば少し

は安心できるかと思っております。西の里・虹ヶ丘地区の住民も高齢化になってきて

おり、急病になっても病院に行けないという状況が見込まれます。だいたい消防の方

に伝えると札幌市の医療機関に運んでいただけますが、札幌市の中でも遠い病院に運

ばれることもあります。やはり北広島市に、あるいは市に近いところに総合病院を作

っていただけるよう検討してもらいたいと思います。高齢者だと車を運転するとかえ

って危険だから救急車を利用させていただかないとならないようなこともあります

ので、ご検討をよろしくお願いいたします。 

 

○上野市長 

 詳細については後日消防からお答えさせていただければと思いますが、おっしゃる

とおり、基本的に市内には総合病院はありません。まず、救急車の依頼があった際に

「かかりつけの病院がどこか」をお聞きします。その医療機関に行けないのであれば

最寄りの総合病院という位置付けとして、徳州会病院に行くことが多いです。ただし、

救急の場合は、急患が多く医療機関で受け入れできないということもありますので、

お話しのあったような形で遠くの医療機関に救急搬送することもあるかと思います。 
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◆市民 

 発電機の関係に戻ります。発電機 20 台備蓄しているということですが、今回の地

震で20台をどのように使用されたのかお聞きしたいです。携帯電話が繋がりにくく、

また電源がなくて困っているという方が町内にもいたものですから対応ができたか

否かも含めてお聞きしたいと思います。 

次に、上野幌駅ですが、先日、札幌市の苗穂に新駅ができました。費用については

記憶にありませんが、上野幌を北広島市内に移した場合、費用は必要になってくるも

のの、札幌市にも被るような位置に作り直せば本来掛かる費用が折半となり、負担は

半分で済むと思います。そこで、参考までに新駅を作った場合にどの程度の費用が掛

かるのかお聞きしたいと思います。 

 

○福島総務部長 

 発電機についてですが、早急に各避難所などに運んで発電したところでございます。

携帯電話の関係についてですが、9 月 7 日に市内の総合体育館 1 か所で朝 6 時から夜

9 時まで充電サービスを行い、その際に 1,740 名の利用がありました。総体館で実施

するに当たり、札幌市役所 1か所で同様のサービスを実施したという情報がありまし

て、その際に大変混雑した状況であったという話を聞きました。そのサービスを実施

するには十分な駐車スペースを確保する必要があると判断して、駐車場の大きい総合

体育館の 1か所で実施したところであります。また、大混乱を避けるために、職員を

配置しなければならないということで配置しましたが、職員からは実際に大変混雑し

たということで聞いております。また、この件につきましては、他の方からも同様の

ご意見を伺っており、現在災害対応の検証を行っております。その検証を踏まえて今

後の対応について検討してまいりたいと考えております。 

 

○川村企画財政部長 

 上野幌駅についてですが、まず苗穂駅の建設には約 50 億円の整備費が掛かり、札

幌市とＪＲ北海道で建設を実施することとして、札幌市の持ち出しは約 45 億円であ

ったと伺っております。また、苗穂駅や白石駅につきましては、既存の駅を残しつつ

違う箇所に駅を作って振り返るという方式で建設しております。上野幌駅は橋上駅か

つカーブの位置にありまして、駅舎の位置により街並みの形成が影響するところです

ので金額に限らず、工法的に工事が難しい駅であると聞いております。金額につきま

しては、苗穂駅と同様の金額が掛かるとは想定しておりませんが、どういった形で作

っていくかという部分で難航しているところであります。まずはしっかりと計画を位

置付けて、国、道にも認めていただくことで、急速にバリアフリー化等が進んでいく

と考えておりますので、ご理解いただければと思います。 
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◆市民 

 発電機を増やしていくことは現在考えておりませんということですが、今の回答を

聞くと、検討していくということで間違いありませんか。 

 

○福島総務部長 

 各地区に配置できるかどうかを検討しているところですので、ご理解いただければ

と思います。 

 

８．閉会あいさつ ～巻末にあいさつ文掲載～ 
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